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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　午後七時。

　さっきまで西の空を真っ赤に染めていた秋の太陽は急ぎ足で地平線の下に去って行き、空はもうすっかり夜の顔を見せている。

　商店街から買い物をする主婦や学校帰りの中高生の姿が消え、勤め帰りのサラリーマンたちの姿が目立ち始める頃ころ。

　ここ、樫かし森もり町にある、樫森町民ホールでは、楢なら山やま町、桜さくら川がわ町、樫森町の三つの町の合がつ併ぺいについて話し合う合併推進協議会の会合が開かれようとしていた。

　主しゆ催さい者しや席に座って、会場の中を見回した藍あい山やまは、半分うんざりしたような口調で隣となりに座っている野の上がみに言った。

「相変わらず出席率だけは高いわね、集まって、互たがいの悪口言い合うだけで、何も決まらないくせに……」

「委員の方は、商店主さんとかの自営業の方が多くて……自営業の方ってのは、いわば一国一城の主あるじみたいなもので、我がが強いですからね。意見の摺すり合わせに長たけているサラリーマンの方と違ちがって、なかなか意見がまとまらないんですよ」

「みんなそれぞれに思おも惑わくがあって、一ひと筋すじ縄なわじゃいかないってことはわかっているけど。地方公共団体の財政は悪化する一方で、良くなる兆きざしがまったく見えないこの時に、小さなことでいがみ合っている場合じゃないと思うのよね。そろそろ小異を捨てて大同についてもらわないと、三町まとめて財ざい政せい破は綻たんを迎むかえることになりかねないわ」

　そう言って小さくため息をついたものの、藍山は自分を見る出席者たちの視線が、いつもと違うことに気がついていた。

　こういった会議に出席すると、藍山はいつも敵意のこもった視線にさらされる。

　それは『女だてらに生意気な……』という男社会特有の、女性に対する蔑べつ視しにも似た敵意の視線である。

　霞かすみが関せきでも、こういった雰ふん囲い気きはある。ただ、中央官庁では男女差別を公然と口にする者はいない。

　その分、裏に回れば結構ひどいことを言っている人間もいるのだが、とりあえず正面から面と向かって敵意をぶつけてくる人間はいない。

　だが、民間人、それも会社勤めをしたことの無い、個人営業主は違ちがう。

　さっきの野上の言葉ではないが、中ちゆう小しよう企き業ぎようの社長や個人商店の店長などの、いわば自分の腕うで一いつ本ぽんで会社を切り盛りしているような男は、遠えん慮りよ会え釈しやくのない敵意をぶつけてくるのだ。

　だが、この日は違っていた。

　出席者から投げかけられる視線は、どこか藍山に好意的だった。

　──妙みようね？　いつもなら、このクソ生意気な女おんな官かん僚りようめ、みたいな目でにらみつけてくる連中が、やけに親しげな視線を投げてくるなんて……。

　あの人たち、みんな揃そろって変なものでも食べたのかしら？

　藍山と同じように感じたのだろう、部下の野上が、何かを警けい戒かいするような表情でつぶやいた。

「少し風向きが変わってきていると思いませんか？」

「うん、ちょっと変な感じだわ……それが何なのかわからないけど、いつもと様子が違うわね」

「ええ、楢山町の協議会議員や桜川町の協議会議員から、以前のような、何が何でも合併に反対してやる！　という敵意が感じられないんですよね……」

　野上の言葉に興味を持ったのだろう、藍山の目の奥に小さな光がともった。

「樫森町はどうなの？　樫森町の協議会議員の目つきはどう？」

「いえ、樫森町には、これといって変化は無いですね。相変わらずの冷たい目でこっちを見てます……それが何か？」

「気がつかないの？　私たちに敵意を見せていない町って、両方とも、例の高校対決のイベントをやった町なのよ」

　藍山に言われて、はじめて気がついたのだろう、野上は目を見開いた。

「あ、そうか、そう言えばそうですよね……なんでだろう？」

「これは私の推察だけど、あの高校決戦が町に良い結果をもたらした、ってことに気がついたんじゃないかしら？」

「そういえば、楢山町の楢山城じよ址うし公園に観光バスが来るようになった、という話も聞きましたね。あんな観光名所でもなんでもない場所に……と、町の人が不思議がっているそうですけど」

「それがテレビで放映した、あの高校対決の効果よ。間ま違ちがいないわ。テレビに出てから、例の高校決戦で使ったセンサーバトンとプロテクターをぜひ貸して欲しい、という申し込みが山のように来ているし……見ている人はちゃんと見ているってわけよ」

「確かに、協議会の議員になるような人は、その町で代々商売をしている人とかが多いから、町全体の景気とかそういうのに敏びん感かんですからね」

「やれ『客が来ない』とか『景気が悪い』とか、十年前と同じことを続けながら、ぶつくさ文句を言うことに慣れてしまっている人にはわからないのかもしれないけど、あの子たちの起こした風は、ちゃんと楢山町と桜川町に新しい空気を吹ふき込んでくれているのよ」

　藍山の唇くちびるの端はしに微び笑しようが浮うかんだ。

「もう一押しね……」

「……と、申しますと？」

「高校統とう廃はい合ごうを理由にして、三つの町にある高校同士を戦わせて決着をつけることで、三町の間でこんがらがっていた長年の因いん縁ねんをきれいさっぱり流すという私の計画は、いよいよ最終段階に入ったってことよ」

　野上は、心配そうに答えた。

「高校対決の決着がつくのと同時に、三町の間に合併に関する合意ができるのが理想なんでしょうけど……そう簡単に話が進みますかねえ？」

「何を他人事のように言ってるのよ！　その簡単に進まない話を進ませるのが私たちの仕事でしょうが！」

　藍山は、脳のう裏りにどこかすっとぼけた表情の男子高校生の顔を思い浮かべながら、言葉を続けた。

「楢山高校の所ところ光みつ明あきくんの知ち恵えと努力に、おんぶに抱だっこ、ってわけにはいかないわ。

　私たちは私たちで、しっかり知恵を絞しぼって結果を出さないと……どっちが大人か分かんなくなっちゃうわよ？」

「……とはいえ、彼のアイディアには脱だつ帽ぼうですよ。よくもまあ、あれだけいろいろ考えつきますよね。本当の知恵者ですよ彼は」

　野上はそこで言葉を切ったあとで、藍山の顔を見て言った。

「どうですか？　いっそのこと、この三町合がつ併ぺいに関しても彼の知恵を借りませんか？

　そもそも高校の統廃合と、私たちがやっている三町合併とは関係の無いことなわけですよね？　高校決戦というのは、三つの町の住民の意識を変えていくために、藍山さんが仕し掛かけたものでしかない。そうですよね？」

「仕掛けた、とか言われると、あまりいい気はしないけど、まあ、ようするにそういうことね。否定はしないわ。でも彼の知恵を借りるって、どういう意味？」

「つまりですね、彼の通っている楢山高校は、二回勝利したことで統廃合の対象から外れちゃったわけです。次に行われる樫森高校対桜川女子高との決戦に関しては、彼は関係ないわけですよ」

「え、ええ、そうね。楢山高校は、二つの高校と戦って勝ったわけだから、もう戦う必要は無いわね。あとは樫森高校と桜川女子高のどっちが吸収されるか、それを決めるだけだわ」

「となるとですね、樫森町で行われる対決は、果たして楢山町や桜川町で行われたときのように盛り上がりますかねえ？

　もし盛り上がらなければ、樫森町の人たちは、楢山町の人や桜川町の人のように意識が変わらないんじゃないか、と思うんですよ。そうなっちゃうと、せっかくうまく行きかけていた意識改革が頓とん挫ざすることになっちゃいませんか？」

　藍山は考え込むようにあごの下に手を置いて、つぶやいた。

「樫森町の住民の意識を変えるためには、今度の対決にも彼を引っ張り込んで、企き画かくを立ててもらう必要があるってことか……」

「ええ。もう、こうなったら、大人のプライドも世せ間けん体ていも全部取っ払ぱらって、こっちの思おも惑わくを全部彼にぶちまけて、お願いだから手を貸してくれ、と頼たのみ込んだほうが早いような気がしますよ？　あれだけ頭が回る人間はちょっといません」

　藍山は、ゆっくりと答えた。

「彼を私たちのスタッフとして迎むかえ入れる、ということね。たしかにそれはいい考えだわ。

　彼がどんなにいいアイディアを出しても、高校生にはそれを実現できる権限がない。

　私たちには権限があって、いろんな行政組織を動かすことはできるけど、良いアイディアが浮かぶとは限らない。

　彼の発想やアイディアを、私たちが実現させると考えれば、言うことないんだけどね……」

　藍山の脳裏に、光明の横でいつも心配そうに見ている、早さ乙おと女め朋とも絵えの顔が浮かんだ。

　──となると、あの会長さんがへそを曲げないように、ちゃんとフォローしないとね。悩なやみ多き年とし頃ごろだものねえ、あのくらいの女の子って……。

「何か、問題でもあるんですか？」

「え？　ああ、ちょっとね。夢見るお年頃の女の子のことを考えていたのよ」

「へえ、それってずいぶん昔のことですよね」

「……うるさいわね！」

　藍山が、野上をにらみつけたとき、議長が立ち上がって、三町合併推進協議会の開かい催さいを告げた。
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「くしょん！」

　楢山高校の生徒会室で、生徒会長である早乙女朋絵が、小さくくしゃみをした。

　すると、窓まど際ぎわに座って書類を書いていた男子生徒が、無言で、すっと立ち上がって窓を閉め、そのまま元の席に戻もどって再び書類を書きはじめた。

　それは実に自然で、さりげない動作だった。

「へへへへ、さすがですね、所センパイ！」

　髪かみの毛を左右に分けて結んだ、十五歳くらいの青いネクタイの女の子が、にやにやと笑いながら言った。

　彼女の名前は北ほう条じよう芽め衣い。双ふた子ごの姉である北条麻ま衣いともども、この楢山高校生徒会の役員をやっている一年生である。

　大きなくりくりとした目に、いたずらっぽい色を浮うかべる芽衣を見て、楢山高校生徒会の副会長である所光明はボールペンを置いて顔を上げた。

「さすがですね、って……なにが？」

「何をとぼけているんですか。会長がくしゃみをしたら、すかさず窓を閉める、その心こころ遣づかいですよ。書類を書いていても、心のどこかに常に会長のことを意識している証しよう拠こじゃないですか」

　光明は、まじめな顔で答えた。

「いや、べつに意識してないよ。それって、なんというか脊せき髄ずい反射みたいなものかもしれないな。ほら、熱いものに触さわると反射的に手が引っ込むだろ？　あれと同じだよ」

「ああ、わかります。あれですね、ベルを鳴らして犬にえさをあげることを繰くり返すと、犬はベルを鳴らすだけでヨダレをたらすようになる……つまり子どもの頃ころから会長は、くしゃみをしたあとで、『私がくしゃみしたんだから、下げ僕ぼくのあなたが、窓を閉めるのはあたりまえでしょう！』と、副会長をひっぱたいていた……と」

「そんなことするわけないじゃない！」

　朋絵が叫さけんだ。

「なんで私が光明を下僕にしなくちゃならないのよ！」

「そうだ、芽衣ちゃんは間ま違ちがっている……」

　光明は、まじめな顔で言葉を続けた。

「それは条件反射だね。脊髄反射じゃない」

「そっちじゃないわよ！」

　朋絵は、不ふ機き嫌げんそうに光明をにらんだ。

　──桜川女子高との水すい雷らい艦かん長ちようゲームのとき、思い切って告白したのに、光明ったら全然態度が変わんないんだから。

　そりゃあ、別に、好きだって言ったその日から、がらっと態度が変わって、いきなりべたべたしてくるわけないと思ってたけど……この素っ気なさは、何なのよ！

　いつもと変わんないのなら、私のあの、顔から火が出るくらい恥はずかしい思いをした苦労は何のためだったの？

　聞くところによれば、水雷艦長ゲーム対決の前に、図はからずも告白することになった文芸部部長の長なが篠しのと、その告白をうけた霧きり島しまは、顔を合わせるたびにぎくしゃくしながらも、ふたりで下校したり、時にはいっしょに本屋に寄ったりしているらしい。

　──そりゃまあ、私も光明といっしょに下校することは多いけど、ねえ……。

　なんというか。

　違うのである。

　長篠と霧島のふたりのような、赤面モノの甘あま酸ずっぱさが、ないのである。

　別に恥はずかしい思いをしたいわけではないけれども、あの告白に見合うものが、自分と光明との間には、ないような気がしてならない。

　朋絵が肩かたを落としてため息をついたとき。

　生徒会室に、ハイテンションな声とともに、ウェーブの掛かかったロングの金きん髪ぱつに蒼あおい目をした十七歳くらいの外国人の女の子が現れた。

「ハーイ！　リタりんデスよー！　ゲンキデスかー！　朋絵は、今日もゲンキですネー、サスガ、ヤマトナデシコのカガミですネー！」

「なによそれ、皮肉のつもりなの？」

　形の良い眉まゆを逆立てる朋絵を見て、リタりん、と名乗った外人娘むすめは、きょとん、と目を見開いた。

「え？　ワタシ、ナニカ変なコト言いましたカ？」

「だって、やまとなでしこって、おしとやかで清せい楚そな日本の女の人を褒ほめる言葉よ？」

　朋絵は、そこまで言ってから少し赤くなって、言葉を続けた。

「……今の私って、おしとやかでも清楚でもなかったと思うんだけど……」


「ヤマトナデシコとは、日本原産ノ植物デ、学名『Lonicera japonica』という花ノコトデハないのデスカ？」



　なにやら、小難しいことを言い始めた、この金髪外人娘の名はリタ・フォレスタル・エドワース。カナダから、この楢山高校の一年生に転入してきたばかりの留学生だ。

「え？　その、なんとかジャポニカ、って何のこと？」


「『Lonicera japonica』トイウノハ、日本カラ来た草デス。甘い香かおりノ可か憐れんな花ヲツケルノデ、ガーデニングデ広マリマシタ。



　デモ、見た目ハ可憐デスガ、生命力旺おう盛せいデ、アットイウマニ野生化シ、森ノ木々ニ絡からミツイテ他ほかノ植物ヲ枯かラセテシマウヨウニナリマシタ……」

　リタは朋絵を見て、にっこり笑った。

「元気ナ朋絵ハ、マサニ、ピッタリデスネ！」

「……なんか、微び妙みように違ちがっているような気がするんだけど」

　複雑な顔になった朋絵を見て、芽衣がうなずいた。

「たしかにナデシコっぽくないですね、今のリタの説明だと……」

　そのとき、今まで黙だまって朋絵とリタのやり取りを聞いていた光明がボールペンを置いて顔を上げた。

　そして、生徒会室の片かた隅すみにあるパソコンデスクの前に座っている、二年生の女子生徒に声をかけた。

「山やま仲なかさん、そのパソコン、ネットに接続されている？」

「え？　あ、はい、ネットは使えますけど……」


「じゃあ、ちょっと検けん索さくしてみてくれないかな？　さっき、リタが言った『Lonicera japonica』って植物のこと」



「はい、わかりました！」

　山仲は、カタカタとキーボードを叩たたいた。


「えーと、あ、出ました。『Lonicera japonica』。日本名スイカズラ。別名『忍にん冬どう』。花を取って甘い蜜みつを吸うことができることからこの名がついた。園芸種として輸入された北米では、野生化したスイカズラが外来種として繁はん殖しよくし、樹木に絡みついて樹木を衰おとろえさせるので問題となっている……」



「ナデシコじゃないじゃない！」

「オヤ、ソウデシタカ。ワタシ、ジャポニカ、と言う学名デ、テッキリコレガ『ヤマトナデシコ』ダトバカリ……」

　芽衣が、にやにや笑って答えた。

「でも、ホント、会長っぽいですよね、その、スイカズラって花。

　見た目は可憐で甘い香りを漂ただよわせているけど、実はバイタリティがあって、うちの高校の存続のために、次から次にいろんな人をツルで巻き込んで、あっというまに他の高校を枯からして、息の根を止めてしまうんですから」

「枯らしてないわよ！　息の根止めてないわよ！」

　怒おこる朋絵をちらっと見て、光明が肩をすくめた。

「いや、当たってるんじゃないか？　君が、この楢山高校を残したいと言わなけりゃ、うちの高校は廃はい止しが決まって、今いま頃ごろ、楢山町の会議で跡あと地ちの再利用計画が立てられていたかもしれないよ。ここで、こうして次の執しつ行こう部ぶに引き継つぐ書類を書いていられるのも、君がアクティブにツルを伸のばして人を巻き込んだからさ」

　朋絵は、光明をにらみつけた。

「私は巻き込んでいません！　巻き込んだのは、あなたじゃない！」

「俺にそのモチベーションを与あたえたのは君だよ」

「そりゃそうだけど……」

　おもわず言葉に詰つまった朋絵を見て、芽衣がにっこり笑った。

「つまり、会長は、ずっと前から、しっかり副会長を搦からめ捕とっていたってことですね！　私も見習わなくっちゃ！」

「人を、ジョロウグモみたいに言わないでよ！」

　書類を書き終えた光明は、ボールペンをペンケースに仕し舞まいながら答えた。

「まあ、なんだよ、搦め捕られてもいいかな？　と思えれば、べつにいいんじゃない？　束そく縛ばくされて失うものよりも、それによって得るもののほうが多いことだってあるわけだし。人間関係は、どっちか一方だけが得をするんじゃなくて、どっちも幸せになれるほうが良いに決まってるしね」

　光明の言葉を聞いたリタが、不思議そうな顔になった。

「デモ勝負トイウノハ、文字ノトオリ『勝チ』ト『負ケ』ガワカレマス。勝ッタ方ハ、ハッピーデスケド、負ケタ方ハ、アンハッピーデスヨ？」

「うん、確かにリタの言うとおりだね。でも、そのアンハッピーのレベルが違ちがうんだ。

　なんと言ったらいいのかな……負けた方にも納なつ得とくできる余地がある、というか、後に恨うらみを残さない。そういう勝負だってあるってことなんだ。

　こういう考え方を『なあなあだ！』とか『馴なれ合いだ！』とか言って、嫌きらう人も多いし、それが日本の悪いところだと糾きゆう弾だんする人もいるけど。そういう、あくまでも白黒をきっちりつけた考え方って、敗者に容よう赦しやないんだよね」

「ソレハ当然ダト思イマス。敗者ニハ、得ルモノガアリマセン。ダカラ人ハ勝ツタメニ努力スルノデハナイノデスカ？」

「そりゃあ、勝つために努力するのは当然さ。でも、その勝ち負けってのは一回で決まっちゃうわけじゃないよね？

　昔から日本人って、すごく長いスパンで世の中を見ている部分があるんだよ。

　今日勝ったからって、明日勝つとは限らない。勝ったからって、負けたほうからすべてを奪うばい去り、踏ふみにじれば、いつか報復される。その報復に報復で返す、そういった報復合戦の行き着く先は泥どろ沼ぬまだよね、どっちも誰だれも得をしない。

　だから、たとえ勝負でもゼロ・サム・ゲームにしない。敗者の取り分を取っておく。
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　勝者は奢おごらず、敗者も恨まず。次で挽ばん回かいしてみせる！　おう、受けて立ってやるぜ！　という関係を作っていけば、競争は生まれるけど、争いは生まれない。

　日本人の馴れ合い体質ってのは、悪い部分だけじゃないと思うんだけどね」

　朋絵は手元にある、来年度の生徒会の予算案の試算が書かれた書類に目を落としてつぶやいた。

「でも、考えてみれば、この高校決戦だって、勝者と敗者に区別するために行われているのよね。私たち楢山高校は、こうやって来年度の予算や執行部について考えることができるけど、この高校決戦で敗北した高校は、その時点で廃はい校こうが決まっちゃうのよね……それを考えると、私は勝った勝ったと浮うかれる気にはならないな……」

　朋絵の言葉を聞いた光明は、そのまま黙だまりこんだ。

　あごの下に手を置いて、じっと一点を見つめている光明の顔を見て、朋絵は思った。

　──また何か考えてる。

　何を考えているんだろう？　きっと、私なんかが思いも付かないことを考えているんだろうな。

　二年生総代の山仲が、答えた。

「そういえば、勝ち負けといえば、負けちゃった樫森高校の危機感は凄すごいらしいですよ。私の兄は樫森高校の三年生なんですけど、生徒よりＯＢの人たちがめちゃくちゃ熱くなっているって聞きました。

　樫森高校の伝統の灯ひを消すな！　というので、入れ代わり立ち代わり学校にやってきては、在校生たちを応おう援えんしていくそうです」

「なんかそれって、応援よりもプレッシャー掛かけているみたいですね」

　そう言って笑った芽衣を見て、山仲はうなずいた。

「ええ、生徒会長の真しん行ぎよう寺じさんも結構参っているみたい」

「あの自じ信しん過か剰じようの真行寺さんが参っちゃうんだから、かなりのものなんだろうなあ」

　山仲と芽衣の会話を、生徒会室の隅すみっこで聞いていた一年生の女子が、ふっと顔を上げた。

　芽衣に良く似た顔立ちの、ショートヘアーの彼女の名前は北条麻衣。芽衣の双ふた子ごの姉である。

　麻衣の脳のう裏りに浮かんだのは、樫森高校の制服を着た、ずんぐりとした体型の大男だった。

【強こわ面もて】という単語を辞書で引くと『こういう面つら構がまえのこと』として見本に写真が載のっていてもおかしくない面構えのその男に、麻衣は二度ほど助けられている。

　一回目は、この楢山高校の正門の前で、対決の申し込みのためにやってきた真行寺が乗っていた馬の蹄ひづめから。

　二回目は、樫森高校との決戦のときに、楢山城址公園の二の丸の階段のところで、将しよう棋ぎ倒だおしになった樫森高校の生徒たちの人の波から。

　この二回目のときは、麻衣を襲おそおうとしていると勘かん違ちがいした芽衣の攻こう撃げきで、その男は倒たおされて戦線を離り脱だつしてしまった。

　──本ほん俵だわらって名前のあの人は、樫森高校生徒会の副会長さんだって聞いたけど、あのあとお礼を言おうと思ったまま会っていない。

　一度会って、ちゃんとお礼を言わないと……。

　麻衣がそんなことを考えていたとき、ドアを開けて、すらりとした長身の三年生の女子生徒が生徒会室の中に入って来た。

「お邪魔するわね。所くん、生徒会報に載せる桜川女子高との決戦レポート、書いてきたわよ」

「ああ、ありがとう、早いね。さすが、長なが篠しのさんは、やお……じゃなかった、文芸部の部長をやってるだけのことはあるね」

　長篠と呼ばれた女子生徒は、光明をにらんだ。

「今、一いつ瞬しゆん、やおい部って言いそうになったでしょ？」

「え？　あ、ごめん」

「まあ、べつにいいけどね、『やおい部』とか『ボーイズラ部』とか呼ばれるのも、もう慣れたし……」

　芽衣が、あわてて首を振ふった。

「とんでもありません、長篠センパイはすごいです！　廃はい部ぶ寸前だった文芸部を立て直したばかりでなく、会誌を同人誌即そく売ばい会かいで売りまくって資金を稼かせぎ出し、文芸部はあと十年は予算なしで戦える、とまで言われているじゃないですか！」

「そこまで売れているわけじゃないけどね」

　長篠が苦笑いしたとき、リタがニコニコ笑いながらやってきた。

「ハーイ！　長篠センパイ、元気デスカ？」

「あなたほどではないけど、まあ、元気よ」

「旦だん那なサンも？」

「元気って言うか、まあ食欲はあるわね。あいつ、私の倍ぐらいのお弁当箱でも足りないって言うのよ。一体どれだけ食べるつもりなのかしらね。新しくお弁当箱買った方がいいのかしら……」

　と首を傾かしげた長篠は、少しだけほおを赤く染めていた。

「ホウホウ」

「お昼を、いっしょに食べてるんだ……」

「っていうか、お弁当箱新しく買うって」

「もしかして、愛妻弁当！　すごーい！」

「声が大きいよ芽衣ちゃん！」

　口々に言い合う、生徒会のメンバーたち。

　それに気付いた長篠のほおが、ますます赤くなった。

「って、ち、違うっ！　旦那って、誰のことよ！」

　リタは、にやっと笑った。

「ソレハ、長篠センパイガ一番ヨク知ッテイルハズデスネ。顔ガ赤いデスヨ？」

「うるさいわね！　あんた最近、性格が所くんに似てきたわよ」

「ハイ！　拙せつ者しやハ、軍師、光明殿を心カラ尊敬シテオリマス！　日本に来テ、学ブベキ和の心を光明殿ヨリ学ンデオリマス！」

　長篠は、いかにも人じん畜ちく無む害がいっぽい微び笑しようを浮かべている光明をちらっと見て、ため息をついた。

「……この人から学ぶのは、和の心じゃなくて罠わなの心よ。それが日本のデフォルトだなんて、間ま違ちがっても思わないでね。この人は普ふ通つうじゃないんだから」

「ひどいなあ……」

　光明はそう言って笑った後で、ちょっとまじめな顔になった。

「あ、そうだ。たしか長篠さんは、桜川女子高の生徒たちにも顔が広いんだよね？」

「顔が広いって言うほどじゃないけど、私たちの出している会誌の愛読者は多いわね……それがどうかしたの？」

「いま、樫森高校の生徒会長の真行寺くんが、ＯＢたちにすごいプレッシャーをかけられているという話をしていたんだ。樫森高校は戦前の旧制中学からの伝統がある高校だから、その高校が統とう廃はい合ごうで廃止されるかどうかの瀬せ戸と際ぎわにあるということで、樫森高校の卒業生の間で危機感がすごいらしい。桜川女子高はそういう話があるのかな？　と思ってね」

「ああ、それね。うん、聞いたわ。桜川女子高のほうも、卒業生たちが支し援えん団だん体たいを立ち上げて、大々的にバックアップしているらしいわよ。連日のように押しかけてくるみたい。

　高校対決が始まった時には関心なかったくせに、自分の出身高校が統廃合の対象になったとわかったとたん、大おお騒さわぎになったみたいね」

「どっちも後にひく気はないってわけか……藍山さんは大変だろうなあ」

　光明が楢山高校の生徒会室で、そうつぶやいた、その頃ころ。







　楢山町の中心部にある、地方行政機関の出張所ビルの三階の会議室では、テーブルを挟はさんで次の決戦の当事者である、樫森高校の生徒会執しつ行こう部ぶの生徒たちと、桜川女子高の生徒会執行部の生徒たちがにらみ合っていた。

　その真ん中で、難しい顔で腕うで組ぐみをしていた藍山が、最終確かく認にんを取るような口調で、双そう方ほうの生徒会の会長に聞いた。

「双方のご意見は伺うかがいました。つまり、どのような形であろうとも、共学は認められない、ということですね？」

　樫森高校の生徒会長である真行寺正まさ行ゆきは、当然だ、という顔でうなずいた。

「そのとおりだ。男子校と女子校を無理やりひとつにすることはない。男子校である、伝統ある我が樫森高校を残し、女子校である桜川女子高が共学校の楢山高校に吸収されればいいだけのことだ」

　桜川女子高の生徒会長である華か之の宮みや姫ひめ子こは、真行寺の言葉を鼻で笑った。

「そのお言葉は、そっくりそちらにお返しいたしますわ。女子校である、伝統ある我が桜川女子高を存続させ、男子校である樫森高校が共学校の楢山高校に吸収されればよろしいだけのことではありませんの？」

「冗じよう談だんではない！」

　真行寺は吠ほえた。

「我が樫森高校は、旧制中学の流れを汲くむ、伝統ある高校なのだ！　旧帝てい大だいに進んだ数多くの先せん輩ぱいは、官かん僚りようとなってこの日本を背負って立ってきた！　その伝統を、私の代で終わらせるわけにはいかんのだ！」

　華之宮も、その美しい眉まゆを吊つり上げて叫さけんだ。

「伝統を言い立てるのなら、私たち桜川女子高も同じです！　旧制女学校の流れを汲む我が桜川女子高にも、長い歴史と数多くの優ゆう秀しゆうな先輩方を輩はい出しゆつした実績があります！　その伝統を、私の代で終わらせるわけにいかないのは私も同じです！」

　華之宮とにらみ合った真行寺が机を、どん！　と叩たたいた。

「もし、もしもだ。仮に、百歩譲ゆずって、共学校になるとしても、それは、わが樫森高校を残し、そこに女子を入学させると言う形であるべきだ！」

「そのお言葉も、そっくりお返ししますわ！　共学校になるとしても、私たち桜川女子高を残し、桜川高校として男子を受け入れる形になるべきです！　その線は絶対に譲ゆずれません！」

　火花を散らすような視線を交かわす二人の間に挟まれた藍山は、胸の中でため息をついた。

　──どっちも伝統ある男子校と女子校だから、そう簡単には引き下がらないわよね。

　藍山は、楢山高校との決戦に敗北し、この二校のどちらかが統廃合の対象になる、ということが決まったときから、地方庁の事務所に毎日掛かかってくるようになった、双方の高校の卒業生からの電話を思い出して苦笑いを浮うかべた。

　市議会議員、県議会議員、国会議員、商工会、産業文化振しん興こう会かい、マスコミ関係の業務団体、運輸関係の業界団体、ありとあらゆる肩かた書がきの持ち主が、藍山に対し、懇こん願がんし、要よう請せいし、そして時には恫どう喝かつを加えて来た。

　──でも、どんなに圧力を掛けられても、結局のところ当事者は在校生であって、卒業生じゃ無い、ということに変わりは無いわ……でも、あの電話を掛けてきた人たちは、その辺のことを理解しているとは思えないわね。

　目の前でにらみあう真行寺と華之宮を見て、藍山はもう一度胸の中でため息をついた。

「話し合いで結論が出ない、ということは、やはり樫森高校と桜川女子高との間で最終的な決着をつけるしかない、ということでよろしいですか？」

　真行寺は、力強くうなずいた。

「うむ、そうするしかあるまい。かくなる上は勝負によって決着をつけようではないか！」

　華之宮も胸を張った。

「望むところよ！」

　二人の顔を見た後で、藍山がゆっくりと言った。

「その、最終決戦の方法について、ひとつ、提案があります。よろしいでしょうか？」

「提案といいますと？」

「どのようなことですの？」

「その最終決戦の種目についてです。男子校と女子校との対決となると、体力的な差もありますし、過去二回の決戦のように直接対決を行うのは、いろいろイメージ的にも問題が生じる可能性があるのではないかと思いますが、いかがでしょうか？」

　真行寺と、華之宮はお互たがいに顔を見合わせた。

「う、うむ、まあそうだな。女相手に、本気になるほどのことも無い」

「え、ええ、まあそうですね。むさくるしい男どもを相手にするのは、こちらとしても願い下げです」
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　藍山は、わが意を得たり、という顔つきで微笑ほほえんだ。

「そこで、私からの提案ですが、直接対決をするのではなく、同じ課題に挑ちよう戦せんしていただく、というのはいかがでしょうか？」

「同じ課題？」

「どういうことですの？」

「つまり、陸上競技のようなものです。選手同士が戦うのでは無く、達成度を競きそっていただくというわけです」

「ふむ。つまり、共通のゲームを行って、その結果で勝敗を決定する、ということですね？」

「でも体力勝負では、結局のところ私たち女子生徒が不利になりますわね……」

　藍山は、うなずいた。

「ええ、ですから、体力だけで勝敗が決まるようなものにしなければいいわけです」

「具体的には、どのようなものでしょう？」

「えーと、まだ具体的にこういったもの、と言えるほどイメージが固まっているわけではありませんが……」

　困った顔をする藍山を見て、華之宮が助たすけ舟ぶねを出した。

「足の速さだけを競う競技でなく、そこに機転を利きかせる要素を付け足した、借り物競走みたいなもののことではなくて？」

「え？　あ、はい、そうですね、確かに借り物競走というのは、そういう要素がありますね。単に足が速いだけでは勝てませんから」

「ふむ……」

　真行寺は考え込んだ。

「確かに、女子を叩いたり追い掛け回したり、というのは我々樫森高校のイメージが悪くなるばかりだ。こういった種目で勝敗を競うというのは、確かにイメージ的にはいいかもしれんな」

　華之宮もうなずいた。

「体力的に弱くても、知性で挽ばん回かい可能というのは、確かに私たち桜川女子高にとっても、利点ですわね」

　二人が納なつ得とくしたのを見た藍山は、胸の中でにやっと笑って、切り札を出した。

「私の提案は、そのゲームの種目の選定を楢山高校の生徒会副会長である、所光明くんに任せてみたいと思っているのですが、いかがなものでしょう？」

「なんだと？」

「あの所光明にですって？」

　驚おどろく二人を見て、藍山はにっこり笑ってうなずいた。

「どんな種目を作るのか、どっちが言い出しても、いろいろ揉もめる元になりますし、楢山高校は今回のあなた方の対決については中立の立場です。

　所くんは、まあ、策士ではあるけど、私としては信用できる人物だと思っています。いかがでしょう？」

　真行寺は、腕うでを組んで考え込むと、言葉を選ぶようにゆっくり答えた。

「うむ。所光明は、確かに策士であり、一ひと筋すじ縄なわではいかん男だ。そのことは身にしみて理解している。だが、あいつはルールの裏をかくことはあっても、ルールを破ることはしない。この差は大きいな」

　華之宮も、その端たん整せいなあごの下に右手のひとさし指を置いたまま、考えるようにつぶやいた。

「……確かに、あの男は一筋縄ではいかない人物ですけど、ルールを破ったり、ダーティなことはしない人ですわね……ただ、あの男に作らせると、かなりひねくれたゲームになりそうですわね」

　藍山は、うなずいた。

「そうね、おそらく所くんが考えるゲームも、きっと一筋縄じゃいかないものになるでしょうね。普ふ通つうに考えたのではクリアできないような、もしくは逆に一発でクリアできる近道が隠かくされていたり……それはある意味で、あなた方への挑戦状みたいなものかもしれないわね……」

　藍山は、そこで言葉を切ると、いたずらっぽい目で二人を見て、言葉を続けた。

「……つまり、このゲームに勝てば、相手に勝つのと同時に、それを考え付いた所くんにも勝つというわけ。あなた方、両方ともにリベンジする機会が与あたえられたようなものよ。どうかしら？」

　真行寺の目が光った。

「そうか！　そういうことか！　うむ、ならば異論は無い！」

「私も！　この勝負、受けて立ちますわ！」

「では、詳しよう細さいが決まり次し第だい、こちらから御ご連れん絡らくいたします」

　話がまとまったことに安あん堵どの表情を浮うかべて、藍山は頭を下げた。

　会議室から出て行く真行寺たちと、華之宮たちを見送った、野上がうなずいた。

「ゲームを所くんに考えてもらう、というのはいいアイディアですね。彼ならきっと、テレビ局とか樫森町の商工会とかを巻き込んで、対決を盛り上げてくれますよ。

　それにしても、いつ所くんに話を通したんですか？」

「いいえ、彼には、これから話を振ふるのよ」

「え？　それって？」

　藍山は、にっこり笑った。

「人を動かすときは、まず外そと堀ぼりを埋うめて、逃にげ道をふさいでから話を持っていくものよ……彼を相手にするなら、それくらいやっておかないとね。さあ、次は身内を説得する番よ。

　第五会議室に向かうわよ。資料を忘れないでね！」

「会議のはしご、ですか……」

「お役所の仕事ってのは、会議と稟りん議ぎと根回しと面メン子ツで成り立っているのよ。文句を言わないで動く動く！」

　うんざりした顔を見せる野上に、喝かつを入れて藍山は歩き始めた。




　地方庁の合がつ併ぺい推すい進しん進しん捗ちよく会かい議ぎは、同じ建物の四階にある、大きな第五会議室で開かれていた。

　本庁のある霞かすみが関せきからやってきた、上司や県の関係部局の幹部たちを前に、藍山が今回の三町合併に関する進捗状じよう況きようについて説明をはじめた。

「三町の合併と言うのは、いわば同盟を結ぶようなものです。

　同盟というのは、参加した者すべてに利益が分配されるプラス・サム・ゲームだから成り立ちます。誰だれか一人だけが利益を独どく占せんするゼロ・サム・ゲームになれば、同盟は成立しません」

　藍山は、そこで言葉を切ると、出席者を見回して言葉を続けた。

「そこで、私は、この合併に伴ともなって、新しいお祭りを提案します」

「新しいお祭り？　お祭りというのは、伝統とか格式がつきものではないのかね？」

「そうだ、京都の祇ぎ園おん祭まつりとか東京の三さん社じや祭まつりとかも、みんな長い伝統があるから人が集まるのだ」

「そうですね、お祭りと聞いて思い浮かべるのは、そういう伝統あるものです。しかし日本には、平成の時代になってから始めた新しいお祭りが、たくさんの人を集めるような大きなお祭りになったと言う話は、いくらでもあります」

「よさこいソーラン祭り、みたいな、大規模なイベントのお祭りのことかね？」

「はい、そういう大都市で行われるお祭りもありますが、中には、小さな山村が始めたお祭りが、どんどん人を集めて大きくなっていった、という事例もあります」

　藍山はそう言うと、手元にあるレジュメを開いて、出席者に示した。

「このレジュメの末まつ尾びに参考資料が添てん付ぷしてございます。お読みになっていただければお分かりかと思いますが、私から概がい要ようを御ご説せつ明めいします。

　新にい潟がたの柏かしわ崎ざき市に、高たか柳やなぎ地区という一画がございます。

　柏崎市と聞くと、日本海に面した海沿いの街というイメージをお持ちかもしれませんが、この高柳地区は海から百キロ近く離はなれた山あいで、柏崎市と合併する前は高柳村という小さな村でした。

　日本の他ほかの山村地区と同じように、若い人はみんな都会に出て行ってしまい、子供の数も減り、過か疎そ化かの進むこの村で、年号が平成に変わった年に、地域の活性化のためにひとつお祭りでもやろう、という話になりました。そこで始まったのが「狐きつねの夜祭り」というお祭りだったのです」

　藍山は、狐の面をつけ、白い装束を身に着けた子供たちが並んで、手に灯とう籠ろうを下げている写真を示した。

「この高柳地区には、いたずら者の狐がいた、という言い伝えがあって、村には山の稜りよう線せんに狐きつね火びが浮かぶのを見たという人もいた、ということで、みんなで狐になって山道を灯籠を持って行列して歩いてみるのはどうだろう？　というアイディアが出ました。

　秋の夕方に、村の中にある二つの鎮ちん守じゆ様の片方から、狐のお面と白装束で身を固めた人たちが、夜の山道をろうそくの灯あかりのともった灯籠を下げて、歩くのです」

「それだけかね？　夜道を灯籠を持って歩くだけ？」

「ええ、そうです。大きな油あぶら揚あげを揚げたり、いろいろなイベントもありますが、メインとなるのはそれだけです。しかし街灯ひとつない、夜の山の中に浮かび上がるろうそくの灯りの列は、実に幽ゆう玄げんな光景でした。このお祭りは、人伝えに広まって、年々参加者が増えて、今では千人を超こえる人たちが灯籠を下げて行列をするようになりました。

　人家が無い、街灯が無い、という山村の特とく徴ちようを逆手に取ったこのお祭りは、派手なことは何ひとつありません。本当に、ひなびた山の中で開かれる、手作り感覚一いつ杯ぱいのお祭りで、歴史も伝統もありません。でも、参加した人はみんな面おも白しろがって、満足して帰っていくのです」

「祭りが活性化につながるとしても、それは一過性のものではないのかね？」

「確かに、おっしゃるとおりです。毎日毎日お祭りを続けるわけにはいきません。しかし、そういったイベントが有るのと無いのとでは、心の張りが違ちがいます。精神的な拠より所、コアになるものが有るのと無いのとでは違うのです」

「つまり……その、新しい市のコア、つまりお祭りになるものがあれば、この合併は上手うまくいく、とお考えなんですね」

「そうです。三町の住民がみんな得をする、そういったイベントがほしいのです。

　ひとつの町だけが得をするのではない、三つの町が互たがいに、どの町が欠けても成り立たないような、そんなイベントがあれば、この合併は成功するでしょう。

　今回の、この三つの高校統とう廃はい合ごうを高校生同士の対決で決定する、という方法は、楢山高校の生徒会の手によって、地元の商工会や住民たちを巻き込んだイベントとなりました。

　マスコミの注目度を利用し、広告代理店に就職した卒業生のコネクションをフルに使ったイベントを逆にマスコミに売り込むことで、この地方の小さな高校同士の対決は、いまや全国規模の注目を集めております。

　祭りとは、つまるところ企き画かくです。人を楽しませる、人を楽しくする企画さえあれば、そこに人が集まり、活性化するのです。

　高校の統廃合を利用した、今回の三町合がつ併ぺいに対する町民の意識改革は、次の樫森高校と桜川女子高との対決で決着がつきます。

　私の思おも惑わく通りにことが運べば、この三町合併は住民たちの間に禍か根こんを残すことなく、成功するものと確信しております。

　皆みな様さま方には、どうか、あとしばらく、私の方針を見守っていただきたいと、切に願う次し第だいであります」

　そう言って頭を下げた藍山は、胸の中でつぶやいた。

　──とは言うものの、結果がすべてよね。

　今のところは、興味本位とはいえマスコミも好意的に扱あつかってくれているし、表立って反対する連中も出ていないから、様子を見ておこう、というところかしらね。

　まあいいわ、追い風を期待していたわけじゃないし。

　向かい風を吹ふかされたり、船の針路に機き雷らいを流されることを考えればこれで充じゆう分ぶんだわ。

　会議室を出た藍山は、腕うで時ど計けいを見て野上に言った。

「少し延びたけど、スケジュールどおりね。次の会合に向かうわよ」

「まだ行くんですか？」

「何を言ってるのよ！　動くときには一いつ気き呵か成せいに動く！　根回しをするときは、タイミングが大事なのよ！　資料片付けたら、タクシーを呼んでちょうだい！」

「は、はい、わかりました！」

　野上はあわてて携けい帯たい電でん話わを取り出した。




　一時間後、藍山と野上は、楢山町の商店街にある小さな料りよう亭ていで、三つの町の商店会のメンバーの会合に出席していた。

「いやあ、楢山高校が二連勝して存続決定ということで、これで私たち楢山町の商店会も一安心ですな。今までどおりの商売が続けられますよ」

「うーん、こう言っちゃ悪いが、わしらはみんな、あんたのところの楢山高校が真っ先に潰つぶされると思っていたからな。まさか二連勝するとは思わんかったよ、たいしたものだ」

「いえいえ、褒ほめるべきは私じゃなくて、楢山高校の生徒会の連中ですよ」

「ああ、うん、そうだな、特にあの副会長の所光明とかいう生徒。あいつはすごい。うちの……桜川女子高が、あっさりやられるとは思わなかった。いや、感心した」

　桜川町の商店会らしい男が、手放しで楢山高校の光明を褒めるのを聞いていた樫森町の商店会の男が怪け訝げんな顔になった。

「高校がなくなれば、高校の周りの商店は大打だ撃げきですよ？……桜川町の商店会の人たちは不安で一杯じゃないんですか？」

「そりゃあまあ、高校生といえども、立派な客ですから。高校の統廃合は、町の商店街にとっても死活問題です。だから、わしら桜川町商店会は反対してきたわけですよ。それを、あの霞かすみが関せきから来た生意気な若い女おんな官かん僚りようが……」

　桜川町の商店会の男は、末席にいる藍山を見て、あわてて咳せき払ばらいをしてごまかした。

「あ、いや、あちらの藍山さんに、まあいろいろやって頂いたおかげで、まあ、商店街に人が戻もどってきた、と言いますか、活気が戻ってきたわけでして。

　そう考えると、ああいったイベントを定期的に開けば、高校が無くとも人は来るんじゃないか、という結論に達したわけでして……」

　言いにくそうに言こと葉ば尻じりを濁にごした桜川町商店会の男を見て、楢山町の商工会の男が、にやっと笑った。

「どうやら桜川町の商店街にも、お客さんが戻ってきたようですね」

「にも……ということは、楢山町もですか？」

　桜川町商店会の男と、楢山町商店会の男は、互たがいの顔を見合わせた後で、微び妙みような微び笑しようを浮うかべた。

「ええ、最近、楢山町に観光客が来るようになりましてね……」

「観光客？」

　樫森町の商店会の男が怪訝な顔になった。

「楢山町なんかに観光できるような場所は無いでしょう……あ、これはどうも失礼なことを！」

「いや、いいんですよ、あなたの言うとおり、楢山町には観光名所になるようなものは何ひとつありませんでしたからね。でも最近、観光バスが楢山城じよ址うし公園に立ち寄るようになりまして……」

「それって、もしかして例の戦国祭りの関係ですか？」

「ええ、テレビの影えい響きようは馬ば鹿かにできませんな。役場のほうにも、例の高校決戦で使ったセンサーバトンとプロテクターを貸してくれ、と言う申し込みが殺さつ到とうしているらしいですよ」

　桜川町商店会の男もうなずいた。

「うちも、あの楢山高校と桜川女子高との決戦がテレビで放映されてから、なんというか、全体に客足が伸びているんだよ。今まで商店街を素す通どおりしてバイパス沿いの大きなショッピングセンターに流れていた客が戻って来ているようなんだ……」

「それは本当ですか？　気のせいとか希望的観測とか、そういったものじゃないんですか？」

「ああ、私もその話を聞いたとき、最初に考えたのはそれだ。こうあって欲しい、という願望を見ているのじゃないか？　とね。でも、違ちがったんだ。

　あの高校決戦のときに、うちの桜川女子高と楢山高校が争った中央ポイント、というのが置かれていたふるさと広場というのは、古い町役場が移転した後、再開発できずに商店街に来る人向けの無料駐ちゆう車しや場じようとして使われているんだが、最近そこに駐車する車が増えているんだ。土日になると県外ナンバーの車が多いという話も聞いている……これは気のせいとかそういったものじゃない、間違いなくうちの商店街に人が来ているんだと思うね」

　樫森町の商店会の男は、真しん剣けんな表情でつぶやいた。

「今度は、うちの……樫森町で、樫森高校対桜川女子高の対決をやることになっているんですが……この高校対決というのは、もしかしたら、すごい可能性を秘ひめているイベントなのかもしれませんね……」

　そのとき、今まで黙だまって商店会の会長たちの会話を聞いていた藍山が、にっこり笑って答えた。

「実を言うと、あれを考え出したのは、楢山高校の生徒会の副会長の男の子なのですよ。

　どうですか？　今度の樫森町で行われる高校対決も、お客さんが呼べるような、商店会の活性化につながるような企き画かくを彼に頼たのんでみては？」

「うむ、イベント会社に頼めば、費用は馬鹿にならん。その点、高校生ならタダで使えるしな。このご時世、費用は少ないに越こしたことはない」

　そう言ってうなずいた樫森町の商店会の男に向かって、藍山はたしなめるように言った。

「高校生だから、アマチュアだから、と言って馬鹿にして、タダで使ってやろう、とか、あごで使ってやろうとか、そんな風に考えていたら、ひどい目にあいますよ。

　プロは金や利益で動きます。それで食っているわけですから、嫌いやでも動かざるを得ません。しかし、アマチュアは金や利益で動いているわけではないのです。彼らはそれで食っているわけではないのですから、嫌なら動かなくてもかまわないのです。

　あなたと、彼らと、立場は対等です。あなた方は、頭を下げて頼む方なのです。

　真しん摯しな態度と誠意以外に彼らを動かす方法はありません」

　楢山町の商店会の男がうなずいた。

「藍山さんの言うとおりだぞ。何も知らん子供だと思って馬鹿にしていたら、とんでもないことになる。大人も子供も、プライドに差は無い。

　たしかに、わしらは人生経験はあるし、小売店の知識もノウハウもある。商店会では一目置かれる存在だ。だが、そんな経験や肩かた書がきなど、何の意味も無いのだ。

　イベントの客は、肩書きを見に来るのではない、面おも白しろい企画を見に来るのだ。面白い企画を考えることができる人間が一番偉えらいのだ。

　たとえ、高校生であっても、才能には敬意を払はらわねばならん。これが理解できなければ、この企画は成功しないぞ」

「わ、わかった……」

　樫森町の商店会の男は、あわててうなずいた。

　場の空気を見た藍山は、胸の中でうなずいた。

　──これで商店会のオヤジ連中の意思もまとまったわね……あとは、最後の堀ほりを埋うめるだけか……いえ、堀と言うよりは馬ね。将を射んと欲ほつすればまず馬を射よ。

　でも、この馬を落とすのが、一番難しそうなのよね。

　藍山は腕うで時ど計けいを見た。

　──まだ、午後九時か……高校生なら起きてるわよね。でも、いきなり電話するより、まずはメールかな？

　藍山は、小さくうなずいて携けい帯たいを取り出した。




　二十四時間営業のファミリーレストランの中には、大学生らしき若者のカップルと、そして、少しくたびれた感じの三十代のサラリーマン風の男がいるだけだった。

　いや、少し奥に入ったボックス席に、もう一組。ドリンクバーのティーバッグを揺ゆらしている藍山と、鮮あざやかな緑のメロンソーダの上にたっぷりのソフトクリームがのったクリームソーダを前にして所在なげにしている朋絵だった。

　揺らしすぎないうちにティーバッグをカップから取り出した藍山は、不安そうに店内を見回す朋絵を見て微笑ほほえんだ。

「どうしたの？　何か気になることでもあるの？」

「あ、いえ！　こんな時間に、ファミリーレストランに来たこと無いので……ちょっと……」

　藍山は腕時計を見てから、微笑んだ。

「午後九時半のファミレスに来たことがないってことは、早乙女さんは箱はこ入いり娘むすめってことね？」

　朋絵は、あわてて首を振ふった。

「いえ、とんでもありません、箱入り娘だなんて！　父はごく普ふ通つうのサラリーマンですし、家だって建て売りで、まだローンが残ってますし、ブランド物とか、ぜんぜん縁えんがありませんから！　箱は箱でも段ボール箱ばこ入いり娘むすめです！　みかんとかりんごとか！」

　藍山はちょっとびっくりしたように目を見開いた後で、笑い出した。

「箱入り娘って、べつに家がお金持ちとか、そういう意味じゃないのよ。ご両親から大切にされてる娘さん、つまり、夜遊びとか、そういった世間の悪行に染まってない娘さんのことを言うのよ」

「そうだったんですか？　箱入りって言葉から、お重箱みたいな、黒くて、金銀で絵を描かいたすごく高そうな箱をイメージしてたので、てっきり、お金持ちの家の娘のことだとばかり……」

「お金持ちでなくたって、ちゃんと御両親に大切にされて、夜遊びとかを知らない、あなたのような女の子なら、れっきとした箱入り娘よ」

「……はい、どうも、ありがとうございます」

　朋絵は照れたような表情で礼を言って頭を下げた後で、怪け訝げんそうに聞いた。

「それで、あの……光明についての大事なお話って、何でしょう？」

「夜遅おそくまであなたを引っ張りまわしていると、ご両親に怒おこられそうだから、単刀直入に言うわね。樫森高校と桜川女子高との間の話し合いはまとまらなかったわ。樫森町で、決戦をやって、その結果で最終的にどっちの高校が廃はい校こうになるのかを決めることになったの」

「やっぱり、話し合いは決けつ裂れつしちゃったんですね……」

「どっちの高校も長い伝統があるから、後に引けないのよね……それに、どちらも一戦一敗。決着をつけるしかない、って雰ふん囲い気きなの……で、どんな種目で決着をつけるか、というところで、所くんの力を貸して欲しいの」

「光明の力ですか？」

「うん。正直に言うとね、今回の対決は、男子校と女子校でしょ？　やっぱり直接対決で、叩たたき合ったり、追い掛かけ回したりするのは、イメージが悪いんじゃないか、という話になって、だったら所くんに何かゲームのようなものを考えてもらって、そのゲームに樫森高校と桜川女子高が挑いどんで、クリアした方が勝ち、というシステムはどうだろう？　ということになったのよ……」

「それってつまり、光明がテストの問題を考えて、それを樫森高校と桜川女子高の生徒が解いて、採点の結果で決着をつける……みたいなことですか？」

　藍山はうなずいた。

「ええ、そういうことね。楢山高校は中立の立場だし、所くんならきっと面おも白しろくて、イベントになるような企き画かくを考えてくれるんじゃないか？　というので、樫森町の商店会の人とか、町役場の人とかも、みんな期待しているのよ」

「ええ、光明ならきっと考え付くと思います……でも、なんでそんな話を私にするんですか？　直接光明に話をすればいいじゃないですか」

　光明の携けい帯たい電でん話わの番号を藍山は知っている。前回の桜川女子高との勝負の打ち合わせの時は、藍山が自分の携帯電話から直接電話していたのだ。それを見ていた朋絵としては、どうして自分に話を通すのか、ピンと来ない。

「所くんに、うん、と言ってもらうためには、あなたを動かした方が確実だからよ」

　それを聞いて朋絵は、ますますわけがわからない、という顔になった。

「え？　それって、どういう意味ですか？」

　藍山は、目を見開いた。

「あなた、それ本気で言ってるの？　なんで所くんを動かすために、あなたにお願いしているのかわからないの？」

「……はい」

　小さくうなずく朋絵を見て、藍山は呆あきれたようにつぶやいた。

「驚おどろいたわね……彼が鈍にぶいのかと思ったら、どうやらあなたの方が鈍いみたいね」

「鈍いって、それってどういう意味ですか？」

　むっとしたような顔で答える朋絵を見て、藍山はなだめるように答えた。

「あなた、彼がなぜ、楢山高校を残すために、あれほどまでにがんばったんだと思う？　楢山高校が好きだから？　残したいと思ったから？　まあ、確かにそういった理由はあるでしょうね。でも、それは本当の理由ではないと思うわ。

　本当の理由はね、あなたよ」

「え？　私？」

　朋絵は、きょとんとした後で、笑い出した。

「ははは、そんなわけないじゃないですか。だって、光明はそんなこと一言も言ってないんですから！」

　藍山は小さくため息をついてから、やれやれ……という風に答えた。

「あなたと所くんは、子供の頃ころからのつきあいなんでしょ？　だったらわかるでしょう。彼は女の子に向かって『ぼくが君の望みをかなえてあげるよ』、なんて歯の浮うくようなセリフを面と向かって言うような性格だと思ってるの？」

　朋絵は、ぶんぶん、と音がするほど強く首を振ふった。

「いいえ、絶対に言わないと思います」

「そうよね、きっと死んでもそんなことは言わないタイプよ。典型的な日本の男の子ね。でも、口に出して言わないのと、そういう想おもいを抱いだいていないのとは違ちがうわよ……あなたも。うすうす、彼がそんな風に想ってくれているんじゃないかなあ……とか、思ったことはあるんでしょう？」

「は、はい、それは……でも、それって私の勝手な思い込みかもしれないし……私の思い込みだけで動いたら、光明に迷めい惑わくがかかるかもしれないって……」

　下を向いて、クリームソーダのソフトクリームをスプーンでつっつきながら、小声で答える朋絵の表情はよく見えなかったが、耳の先が赤くなっているのがわかる。

　──あーわかるなあ、この子の気持ち。

　怖こわいのよね。聞きたいけど聞けない。聞いて、今までの空気が変わるのが嫌いやなのよね。

　もっと先に進みたい。だけど、進んだ先にあるものが、今より楽しいとは限らない。

　見えない場所に行くよりも、今の、この答えを出さない、優やさしい空気の中でじっとしていたいって気持ちと、それだけじゃ満足できない気持ちのせめぎあい。

　──今から思えば、何を優ゆう柔じゆう不ふ断だんなことをやってきたんだろうって思うけど……その、真まっ只ただ中なかにいる人間にしてみれば、本当に悩なやむものなのよね。

　藍山は優しく微笑ほほえんで、朋絵に言った。

「信じなくちゃダメよ。相手の負担になるのが嫌だって思うのは当然だし、それは正しいわ。

　でも、その思いやりは本当に相手のためなのか？　って疑ってみることも大事よ。臆おく病びような自分を正当化するための手段にしているんじゃないか？　って考えてみることよ。

　あなたが彼の負担になるように、彼だってあなたに負担をかけているわけよ。恋れん愛あいとか、男女の間に関係なく、人間関係ってのは、相手を背負い合う関係のことなの。

　負担にならない相手って、街ですれ違う人や、このレストランの中に偶ぐう然ぜん居合わせた客みたいな存在ってことよ。いてもいなくても同じ。あなたは所くんにとって、そういう相手になりたいの？」

　藍山の問い掛かけに、朋絵は持てあましていたスプーンをクリームソーダのソフトクリームに突つき刺さして、

「いえ……そんなの、嫌です……」

「でしょ？　だったら、もっと彼を信じて、動かなきゃ」

「信じて……私の気持ちを伝えたんですけど……ぜんぜん変わらないんです……光明の態度……」

　赤くなったまま、下を向いて小声で答えていた朋絵が顔を上げる。

　白と緑の境界線が曖あい昧まいになってきたクリームソーダの中で、手放したスプーンがグラスに当たって音を立てた。

「私、どうすればいいんでしょう？」

　その、真しん剣けんな目を見て、藍山は内心でうろたえた。

　──そんなこと言われたって、私だって、そんなに恋愛経験豊富なわけじゃないのよね。東大に行って、公務員試験受けて、ずっと勉強と仕事ばかりしてきたから。本で読んだ受け売りを並べることはできるけど、実体験はほとんどないし……。

　上司たちの前では滔とう々とうと自分の考えを述べる藍山が、女子高生一人を相手に、脳内にある知識を必死にかき集めて、なんとか答えた。

「え、えっとね……うん、もっと、寄りかかったらどうかな？」

　朋絵は、悲しそうに下を向いた。

　ソフトクリームが溶とけ出して、クリームソーダのストローが傾かたむく。

「でも……藍山さんなら、きっとわかってくれると思うんですけど……私……甘え方知らないんです……」

[image: ]

　藍山は、胸の中でうなずいた。

　──わかる、わかるわ、その気持ち！

　そっか、この子も私と同じタイプなんだ……意地っ張りで攻こう撃げき的てきで……男の子から見たら、絶対に可愛かわいくない。

　でも本当の姿は、ただ、どうやって男の子とコミュニケーションを取っていいのかわかんない不器用なだけの女の子。

　──でも、この子には、彼氏がいるのよねえ。

　藍山は小さくため息をついた後で、ゆっくりと言った。

「あなたの言っていることは良くわかるわ。でもね、私が言っている、寄りかかる、というのは、べつに、べたべた甘えろってことじゃないの。

　彼はあなたのために何かをする。それも難しいことをすることが楽しいのよ。普ふ通つうは、嫌がるわ。なんで俺がそんなことやんなきゃいけないんだ、って怒おこり出すでしょうね。でも彼は違ちがうのよ。なんと言うかな、与あたえられるより、与えることに喜びを見み出いだすタイプって言えばいいかしら？　ちょっと珍めずらしいタイプの男の子ね」

「ええ、確かに変わってます……」

「頭のいい人、頭の回転の速い人って、他人の隙すきが見えるのよ。だから、そこを突くのが上手うまくて、人を制することができるのね。でもそういうやり方をする人って、他ほかの人から要領がいい、とかズルイ、とか言われて反感を持たれたり、信用されなくなっちゃう。

　彼が反感を持たれない、信用される理由は、その頭の良さを自分のために使わないからなのよ。

　心の狭せまい人は、彼のやっていることを見て、他人に媚こびて歓かん心しんを買おうとしているとか、ご機き嫌げん取とりだとか、自分の評判を高めたくてやっているんだ、偽ぎ善ぜん者しやだ、とか批判するかもしれないけど、みんなのために何かをすれば、評判が高くなるのはあたりまえのことよ。水が高いところから低いところに流れるようなもので、それを批判するのは、ただの馬ば鹿かね」

　藍山はにっこり笑って、言葉を続けた。

「……で、話は最初に戻もどるんだけどね、あなたから彼にお願いして欲しいと頼たのむ理由はそこにあるのよ。あなたから彼に、困難なことをお願いして欲しいの。彼は自分のために自分の才能を使う気は無いの。彼にとって自分の才能とは、他人のために、そしてあなたのために使うものなのよ。それが彼にとっては喜びであり、楽しいことなのよ」

「……そうなんでしょうか？」

　不安そうな顔をする朋絵を見て、藍山は断言した。

「そういうものなの。あのね、こういう考え方をする男の人って、要するに既き婚こん者なのよ。奥さんと子供のために必死にがんばるお父さんたちと同じ価値観なのよ」

　そして藍山は、にやっと笑った。

「つまりあなたは、すごい立派な旦だん那なさんを、もう手に入れているってことよ。それに気がついてないだけ」

「だ、旦那さんだなんて、そんな！」

　朋絵は、真っ赤になって首を振ふった。

　目の前にあったスプーンを手にとって、首といっしょにジャカジャカ横に振る。

「ないですっ！　そんなこと考えたことないですっ！　おかえりなさいあなた、ご飯とお風ふ呂ろ、どっちにする？　とか、それとも私？　とか、そんなこと考えたことないですっ！」

　──あー……考えたこと、あるわけね……基本的に、そんなに隙があるわけじゃないのに、彼のことに限っては、こーなっちゃうわけか……面おも白しろいわねー、この子……。

　思わず笑いを漏もらしながら、藍山はドリンクバーのマグカップを手にとって、

「そんなに混ぜちゃうと、ソフトクリームの形がなくなっちゃうわよ？」

「えっ、あ、ああっ!?」

　クリームソーダは、すっかりソーダとクリームが混ざって、サクランボがどこにあるのかも判わからなくなっていた。




　次の日の放課後、楢山町の街の中心部を、朋絵と光明が並んで歩いていた。

「藍山さんの用事って何なんだ？」

　怪け訝げんそうに聞いた光明を見て、朋絵はにっこり笑ってみせた。

「行けばわかるわよ！」

　光明は朋絵の笑え顔がおを見て、ちょっとびっくりしたように眼めを見開いた。

「何を驚おどろいてるの？」

　顔を覗のぞき込まれた光明は、少し戸と惑まどったように答えた。

「え？　あ、なんというか、ちょっといつもと違うから……」

「どこが違うの？」

「どこって、あまり上手く言えないけど、なんとなく積極的だな……と思ったんだ」

「うん、もう、迷わないことに決めたの……あ、ついたよ、藍山さんは四階の会議室で待ってるそうよ、急ぎましょう！」

　朋絵はそう言うと、目の前にある地方行政機関の出張所のビルの玄げん関かんに通じる階段を駆かけ上がった。

　エレベーターを降りた朋絵と光明は、明るい灰色のカーペットが敷しかれた廊ろう下かを歩いて、第四会議室と書かれた札が出ているドアの前に立った。

　朋絵がドアをノックすると、中から聞き覚えのある声が聞こえた。

「どうぞ！」

「失礼します」

　ドアを開けて、会議室の中に足を踏ふみ入れた朋絵と光明は、思わず立ちすくんだ。

　そこには、スーツを着込んだ見るからに偉えらそうな五十歳くらいの役人たちと、商店主のような風ふう貌ぼうの男たちが、ずらりと勢ぞろいして朋絵と光明を待ち構えていた。

　藍山が立ち上がって、男たちに二人を紹しよう介かいした。

「こちらのお嬢じようさんが楢山高校生徒会長の早乙女朋絵さん。そしてその隣となりにいるのが、副会長の所光明くんです」

　会議室に座っていたオヤジ連中が、一いつ斉せいに立ち上がって、光明に向かって一斉に頭を下げた。

「所光明君！　お願いだ！　三町合がつ併ぺいについて、君の力を貸してくれ！」

「所光明君！　お願いだ！　樫森町をなんとかしてくれ！」

　光明は、ぽかん、と口をあけて、気の抜ぬけたような答えを返した。

「は？」




　藍山から詳くわしい説明を聞いた光明は、大きくため息をついた後で、横に座っている朋絵を見て、にやっと笑った。

「君が藍山さんと一いつ緒しよになって、俺をハメるとは思わなかったな……」

「だって、べつに悪いことじゃないでしょう？　光明ならできる！　って思っているから、頼みに来るんだもの。そう思われるって、すごいことだと思うよ？」

「……確かに、そう思われるってのはありがたいけど、俺は別にスーパーマンでもなんでもないんだよ。立場的に見れば、ただの高校生に過ぎないんだけどなあ……」

　光明の言葉を聞いていた、藍山が言った。

「何をいまさら言ってるのよ。ただの高校生に、大の大人が揃そろって頭を下げるもんですか！　でも、あなたの言いたいこともわかるわ。あなたの社会的な立場は一いつ介かいの高校生に過ぎない。責任を背負いきれるものじゃないのは、確かね……」

　そして藍山は、にっこり笑って言葉を付け足した。

「全責任は、私が負います。あなたの企き画かくにおいて、どのような結果になっても、その責任はすべて私にあるわ。それをここで……皆みな様さまの前で明言します。それでどう？」

　光明は驚いたように藍山を見た後で、降参したように小さく両手を上げた。

「わかりました、そこまで言われたら私に選せん択たく肢しはありません。この企画を引き受けましょう」

「おお！」

「やってくれるか！」

　顔を輝かがやかせるオヤジたちを見回して、光明は言った。

「ええ、引き受けます。でも、私は魔ま法ほう使つかいでもなんでもありません。一夜にして商店街に客があふれ、その繁はん盛じようが永遠に続く、なんて企画を立てられるわけじゃありません。

　私に出来るのは、この高校決戦を盛り上げるイベントの一発企画だけです。それでもいいというのなら、お引き受けします」

　樫森町商工会議所の会長はうなずいた。

「それでもいい、この高校決戦は、いわば祭りのようなものだ。でも、その祭りでも、盛り上がる祭りとそうでない祭りがある。君に盛り上げてもらえるならそれで十分だ！」

「わかりました。それと、引き受ける代わりに、と言ってはなんですが、ひとつだけ条件があります」

「条件？」

「高校生という立場でできることは、イベントのアイディアを出したり、企画を立てることくらいしかありません。高校生には、何の権限もありません。

　私の出すアイディアが、もし上手うまく行って、皆みなさんの利益になったとしたら。皆さんの権限を使わせて下さい」

　不安そうな顔を見合わせる商工会の役員や、地方庁の役人たちを見回して光明は笑ってみせた。

「ご安心ください。べつに、世せ界かい征せい服ふくをたくらんでいるわけじゃありませんから」

　かくして、樫森町で行われる、樫森高校対桜川女子高の最終決戦は、光明の企画するゲーム大会として行われることが決まった。

　この知らせは、樫森高校と桜川女子高、双そう方ほうの生徒会に正式に伝えられ、二つの高校は、存亡を賭かけて光明が準備するゲームに挑いどむこととなった。
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「どぉうりゃああああ！」

　気合いの入った掛かけ声とともに、柔じゆう道どう着ぎを着た男が道場の畳たたみの上に叩たたきつけられた。

「一本！　それまで！」

「うっしゃあ！　次！」

　相手を投げた、がっちりとした体型の、見るからに猪いのしし武む者しや、という呼び名が似合うような風貌の大男は、自分に気合いを入れるように叫さけぶと、乱れた柔道着を手早く直して次の相手に向き直った。

「お願いします！」

　後こう輩はいらしい男が、一礼して組み付いた。

　ここは、樫森高校の柔じゆう道どう場である。

　試合形式で立て続けに相手を投げる、立ち技わざ十人抜ぬきをやっているのは、樫森高校生徒会の副会長である本俵寿とし明あきだった。

　激しく技をかける本俵の姿を見て、柔道場の壁かべ際ぎわに立っていた一年生らしい生徒がつぶやいた。

「ここ最近の本俵さんの練習って、鬼き気き迫せまるものがあるよな」

「ああ、何かに取り憑つかれた、というか、取り憑かれたものを振ふり払はらうというか……」

　この一年生の生徒の言葉は当たっている。

　本俵は、自分の脳内に浮うかび上がる、一人の少女の面おも影かげを振り払うために、柔道の練習に打ち込んでいた。

　──俺は女には縁えんがないと、自分に言い聞かせて来た。事実、俺に近づいてくる女の子はいなかったし、俺も近づこうとは思わなかった。

　俺は最初、あの子を男だと思っていた。だから油断した。

　男子の学生服を着ていたのだから、見み間ま違ちがえるのも無理はないが……俺の心の隙すき間まに入り込んだあの子の面影は、消えることはなかった。

　そして、運命のあの、楢山高校との決戦の日。あの子はミニスカート姿で俺の前に現れた。

　その隙を突つかれ、俺は負けた。

　あのとき俺がしっかりと自分を保っていれば、俺はあそこで倒たおされずにすんだ。俺がついてれば、所光明の奇き策さくにむざむざ陥おちいることも、俺の見ている前で、樫森高校が敗北する姿も見ることはなかった。

　俺のせいだ。俺がしっかりしていなかったから、樫森高校は負けたのだ！

「どっせぇぇえい！」

　五人目が畳の上に転がったとき、柔道場の入り口に生徒会長の真行寺が姿を見せた。

　真行寺は、上座に一礼して道場に足を踏ふみ入れると、腕うでを組んで本俵の練習ぶりをじっと見つめた。

　本俵が真行寺の姿に気づいたのは、六人目を投げ終わったときだった。

　柔道着の襟えりをなおしながら顔を上げた本俵は、目を見開いた。

「会長！　いつこちらに？」

「うむ、三分ほど前だ。お前が五人目を抜いたあたりだな」

「気づかずに申し訳ありませんでした」

「いや、いい。練習が一段落つくまで、声を掛けるつもりは無かった」

　真行寺はそう答えた後で、少し真しん剣けんな表情になった。

「例の最終決戦について、楢山高校の所光明が企き画かくを立て、ゲームを考案することが正式に決まったそうだ。これから生徒会室で対策会議を開く。すまんが、練習を切り上げてくれ」

「わかりました、今すぐ参ります」

「待っているぞ」

　そう言い残して道場から出て行った真行寺を見て、居合わせた二年生の部員たちが小声でつぶやいた。

「なあ、真行寺会長って、あんなに腰こしが低かったっけ？　昔は近寄りがたいくらい怖こわかったと思ったけど……」

「ああ、なんか最近、人ができた、というか、丸くなったよな……」

　更こう衣い室しつに向かって歩きながら、本俵は思った。

　──確かに、あいつらの言うとおりだ。

　真行寺会長は変わった。

　今までの押しの強さ、自分の言うことは絶対だ、と言わんばかりの傲ごう慢まんさが影かげを潜ひそめた。

　覇は気きがなくなったわけじゃない。エネルギッシュなところは変わらない。

　今までのように、自分の判断だけを過信して即そく断だんすることなく、一段深く考えるようになったというべきか。

　──やはり、楢山高校に負けたこと……いや、あの、所光明に負けたことが、真行寺会長を成長させたのだろう。

　あの人の生しよう涯がいにおいて、あれはおそらくはじめての敗北。それも完かん膚ぷなきまでの敗北だったに違ちがいない。

　それを考えれば、所光明に感謝すべきなのかもしれないが、それと樫森高校存続とはまた別の話だからな。




　シャワールームで手早く汗あせを流し、制服に着き替がえた本俵が生徒会室に入ると、そこには生徒会の役員と各学年の総代がすでに顔をそろえていた。

「申し訳ありません、遅おそくなりました」

　真行寺は小さくうなずいた。

「うむ、早く席に着け。参さん謀ぼうであるお前が来なければ会議は始まらん」

　本俵が席に着いたのを見て、書記係の二年生が、持っているプリント用紙を持ち上げて話し始めた。

「こちらに記き載さいしてあるとおり、我が樫森高校の存亡をかけた桜川女子高との最終決戦は、楢山高校の生徒会副会長である、所光明の考案するゲームに挑ちよう戦せんし、その結果で決定されることとなりました。

　どのようなゲームになるのか、まだ詳しよう細さいは判明しておりませんが、樫森町の産さん業ぎよう振しん興こう課かと樫森町商店会、そして樫森町観光協会などが全面的にバックアップし、先に放映された楢山城攻こう防ぼう戦せん、そして桜川町全体を使った水すい雷らい艦かん長ちようゲームと同じように、テレビ番組として放映され、町の振興に効果を与あたえるようなゲームになるということは判明しております」

　生徒会室に居並ぶ樫森高校生徒会の役員たちは、互たがいの顔を見合わせて小声で言葉を交かわした。

「樫森町を舞ぶ台たいにしたゲームってどんなものなんだ？」

「運動会みたいなものか？」

「いやそれじゃあ、あまりにも芸が無いだろう。テレビ番組として成立するようなゲームにしなくちゃならないんだ」

「桜川女子高の生徒と同じゲームを競きそうということは、体力勝負で勝てるものとは限らないってことだな……」

　生徒たちがざわざわと言葉を交わす中で、本俵がゆっくり口を開いた。

「これはつまり、我々の真の敵は桜川女子高にあらず、楢山高校の所光明である、ということですな」

　真行寺は、ゆっくりとうなずいた。

「うむ、そのとおりだ。あいつのことだ、おそらく一ひと筋すじ縄なわではいかぬ、ひねくれたゲームを考え出してくるだろうな。我々がここで頭をひねっても、おそらく無む駄だだろう」

「はい、ゲームの概がい要ようがわかっていれば、対処の仕様もありますが、今の段階では何もできぬものと思われます。決戦日の一週間前には、ゲームのルールと概要が伝えられるはずですが……」

「では、どうすればいい？　ここで発言したということは、お前に考えがあるのであろう。違ちがうか？」

　本俵は真行寺の顔を見て、にやっと笑って一礼した。

「……会長殿は、すべてお見通しですな」

　真行寺も、にやりと笑って言い返した。

「お前とは中学校の頃ころからの付き合いだからな……だが、そんなことはどうでもいい、お前の考えを述べよ」

「はい。先ほどのとおり、このたびのゲームのルールが判わかるのは決戦の一週間前。今の段階では、樫森町を使った大イベントとなる、ということしかわかっておりません。

　しかしながら、それまで手をこまねいているわけにもいきますまい。それまでの間に、我々には出来ることがあるのです。

　この樫森町は、我が樫森高校のお膝ひざ元もととはいえ、我々の知らぬことも数多くあると思われます。樫森町が舞台となるということは、地の利が我々にあるということです。この我々のアドバンテージを無駄にすることはありません。

　敵を知り己おのれを知れば、百戦危あやうからず、ということわざのとおり、我々は全力を上げて、この樫森町のことを調べ上げるべきと思われます」

　真行寺はうなずいた。

「うむ、本俵の言うとおりだ。所光明がゲームを考えてくるまで、手をこまねいて見ているなどという消極策では、この戦いに勝つことはできない！

　積極的に打って出ることこそ、我が樫森高校にふさわしい！　よし、実地踏とう査さだ！　今週の土曜日、午前中の補習が終わった後、午後から樫森高校の全校生徒を集め、全力を挙げてこの樫森町を調べなおす！　歴史、地勢、人の流れ、産物、商店、ありとあらゆる部門に関して、調べ上げるのだ！」

　そして真行寺は本俵を見て言葉を続けた。

「本俵！　お前が中心となって、データベースを構築しろ！　調べ上げたデータを取りまとめ、全校生徒の間でこのデータを共有し共通の知識として覚えねば、どんなデータも意味は無い！

　各クラスの委員は、自分のクラスの生徒の中に樫森町出身者が何人いるのかを調べて報告せよ！

　家が商店会に加入している者をピックアップし、所光明がどんなゲームを考案しているのか、その情報を取れるようにしておくのだ！」

「わかりました！」

　本俵を筆頭とした樫森高校生徒会のメンバー全員が、そう言ってうなずいた……その頃。

　そこからＪＲの駅にして二つ離はなれた、桜川町にある、桜川女子高の生徒会室、通つう称しよう『桜さくらの園その』の中でも、同じように生徒会の役員を集めて作戦会議が行われていた。

「樫森高校との高校存続を賭かけた最終決戦は、直接対決ではなく、ゲームの結果で決定されることになりました。そのゲームを企き画かくするのは、楢山高校生徒会副会長の所光明であります。

　具体的に、どのようなゲームが行われるのかは、まだ、まったくわかっておりません。わかっているのは、ゲームは樫森町で行われ、樫森町と町の商店会などが全面的にバックアップを行い、先日桜川町で行われた水雷艦長ゲームのときのように、テレビ局の番組製作に主眼を置いた大イベントとなるであろう、ということだけです。

　あの所光明が考案するゲームがどのようなものになるか。我々のような正常な価値観と倫りん理り観かんを持った人間には思い至りません。悪あく魔まに魂たましいを売った、性格の捻ねじ曲がった、邪じや悪あくな人間の考えることが、天使に理解できないのと同じことです！

　しかし、たとえ所光明が、この世に現れた第六天魔王であろうと、おそれることはありません！　我々は、踊おどらされること無く、正々堂々と着実に準備を整え、迎むかえ撃うてばよいだけのことです！」

　桜川女子高生徒会書記長である大おお西にし由ゆ紀き江えの言葉が、生徒会室に響ひびいていた。

　熱弁を振ふるう大西を見て、桜川女子高生徒会の副会長である淵ふち田た美み津つ子こは、胸の中で小さくため息をついた。

　──所光明くんを魔王と呼ぶとは……よほど、悔くやしかったんだろうなあ。

　でも、元気になって良かったわ。うちの高校が負けたあと、抜ぬけ殻がらみたいになっちゃって、大好きなＢＬ小説を読むことも無く──いや、あんな本を生徒会室で堂々と読んでいたりするのも、それはそれで困るんだけど──スーパーの鮮せん魚ぎよ売り場の隅すみっこで売れ残ってる魚みたいな目で──欲望でギラギラ輝かがやいた瞳ひとみと比べるとどっちがマシかって聞かれたら、私も返事に困るけど──日がな一日、教室の窓からぼんやり外を眺ながめているばかりだったから、華之宮も心配していたのよね。

　淵田と同じ思いだったのだろう、大西の言葉を聞きいていた生徒会長の華之宮が面おも白しろそうに笑った。

「作戦の女め神がみ、とあだ名された大西さんのお言葉とも思えませんわね？　正々堂々と正面から立ち向かったのでは、あの魔王が立てる奇き策さくに勝てないのではないのですか？」

　大西は恥はずかしそうに下を向いた。

「華之宮会長のおっしゃるとおり、以前のわたくしは、作戦を立て、それを遂すい行こうすることに喜びを抱いだいておりました。世の中のすべては、わたくしの手のひらで転がせるものと信じて疑っておりませんでした。

　しかし、策士策に溺おぼれる、ということわざのとおり、わたくしはあの楢山高校の悪魔の前に完かん膚ぷなきまでに叩たたきのめされ、桜川女子高は敗北しました。

　わたくしは考え続けました。なぜ、わたくしが負けたのか、その理由を……」

　──あの水みず揚あげから数日経たったアジやサバのような目でぼーっとしていたのは、実は考え込んでいたのねえ……。

　変なところで感心している淵田をよそに、大西は語り続ける。

「そして、わたくしはついに、ひとつの結論に達したのです。

　わたくしは策を弄ろうするあまり、目的を見失い、作戦のための作戦を立てていたことに気がついたのです。他人が考え付かない策こそが上策であると思い込み、実効性の薄うすい、そして意味の無い作戦を立てて、悦えつに入っていたのです……」

　大西はそこで言葉を切ると、顔を上げて華之宮を見た。

「ならば、勝つために本当にすべきことは何でしょう!?

　奇策を繰くり出す、あの魔王を滅ほろぼすには、わたくしは、わたくしたちは、どうあるべきだったのか!?

　答えはひとつです！

　奇策に対たい抗こうできるのは、正せい攻こう法ほう！　敵を知り己おのれを知れば百戦危あやうからず！　まず、敵地を知り、調べ上げるのです！

　樫森高校との決戦の際も、我々との戦いの際も、光明は相手の想像しなかった場所から攻せめ込み、虚きよをつき、混乱させて勝利に導いております。

　そのいずれも、事前にしっかり確かく認にんしておけば防げたものです。

　つまり、次の決戦の舞ぶ台たいである樫森町について事前に調べ上げ、ありとあらゆる可能性を考こう慮りよして対応できるようになれば、いかに所光明が奇策を巡めぐらせようとも、驚おどろきあわてることなく、冷静に対処できるのです。現場を知らないままに机き上じようで立てた作戦には、願望が混じります。願望こそが判断を誤る最大の原因なのです」

「前回の戦いで、私たちが楢山高校に敗北した理由は、桜川町は自分たちの高校のある町だから、自分たちが一番良く知っている、という思い上がりが招いた油断だった、というわけですね？」

「会長のおっしゃるとおりです！

　同じ轍てつを踏ふまないために、決戦の地である樫森町をとことん調べ上げ、実際に足で歩き、この目で見ておくべきだと存じます！」

　ばんっ、と机を叩いて、大西の言葉は、終わった。

　──なんだか、前よりも芝しば居いがかってきたような気もするわね……。

　大西が元気になったのは嬉うれしいが、なんだか複雑な気持ちの淵田だった。

「まさに、百聞は一見にしかず、ということですわね？」

　華之宮は微び笑しようを浮うかべてうなずいたあとで、淵田に向き直った。

「来月に予定されていた、桜川女子高の恒こう例れい行事である炊たき出し訓練を前まえ倒だおしで行うことはできませんか？」

「炊き出し訓練をですか？」

　淵田は驚いた。

　炊き出し訓練というのは、桜川女子高で年に一回、秋に行われる行事である。

　グラウンドの一角にかまどをこしらえ、薪まきを燃やして大きな釜かまで白米を炊き、全校生徒と教職員の人数分のおにぎりをつくるのである。

　林間学校の飯はんごう炊すいさんを大規模にしたようなものだが、火力調節の難しい薪を燃やして釜でご飯を炊きあげるのは、未経験者には難しい。

　この行事が始まったのは、いつのことなのか。『関東大だい震しん災さいのときに行われた炊き出しに遡さかのぼる』という説と『いや。もっと古い、幕末の戊ぼ辰しん戦せん争そうのときに、武家の妻女が桜川城で炊き出しを行ったことに端たんを発はつする』という説があるが、いずれにしろ長い間にわたって、桜川女子高で行われてきたものであることは間ま違ちがいない。

　三十年ほど前には、薪でご飯を炊くような行事は時代に合わない、という意見も出たが、阪はん神しん淡あわ路じ大だい震しん災さいをきっかけにして見直しが図はかられ、今では一種のサバイバル訓練として扱あつかわれている。

　淵田は考え込むように答えた。

「炊き出しに使う、かまどと釜、鍋なべなどの調理器具は揃そろっておりますが、お米と燃料の薪はまだ注文していません。業者の方に問い合わせてみないことには、なんとも言えません」

「では至急問い合わせて、それらの手配を早さつ急きゆうに行いなさい！　今週の土曜日に炊き出し訓練を行い、全校生徒の結束を図ります！」

　居並ぶ生徒会の役員や、各クラスの委員たちが、驚きの声を上げた。

「今週ですか!?」

「例年の炊き出し訓練でも一ヶ月前から準備をしているのに？」

　華之宮は胸を張った。

「今は非常時です！　やらねばならないのです！　歴史ある我が高校の伝統行事である炊き出し訓練によって作ったおにぎりを兵ひよう糧ろうとし、それを持って、全校生徒で敵地である樫森町に赴おもむき、偵てい察さつを行います！　その旨むね、関係各局に通達を出しなさい！」

「かしこまりました。確かに、炊き出し訓練は、桜川女子高の伝統を肌はだで感じてもらうのに最適な学校行事かもしれません。共同作業でひとつのことを成し遂とげ、その成果をみんなで分かち合うことで全校生徒の結束は強まるでしょう」

　そう答えて一礼しながら、淵田は思った。

　──いきなりだからびっくりしたけど、華之宮の言っていることはまちがってはいないわね。同じ釜の飯を食う、ということわざのとおりだわ……。




　そして、その週の土曜日。

　桜川女子高のグラウンドには、朝から幾いく筋すじもの煙けむりが立ち昇のぼっていた。

　片かた隅すみの斜しや面めんを利用して、土を掘ほり下げてブロックを積んで作った臨時のかまどで、炊き出し訓練が行われているのだ。

　かまどと、釜は各クラスに配布されており、炊き上がった白飯を全校生徒でおにぎりにするのである。

　桜川女子高の生徒たちは、黒いセーラー服の上に白いたすきがけ、という見慣れない出いで立ちで、かまどの周りや、会議室から持ってきた折り畳たたみ机を並べた上にビニールシートを敷しいた作業台の周りを歩き回っている。

「先せん輩ぱい！　なんかたすきをかけると、すっごく胸が痛いです！」

「バカっ、秋あき野の、前と後ろが逆よ。背中で×印にするの！」

「え、そうなんですか？」

「それだとおんぶひもじゃないの。ほらさっさと直しなさい！」

　どこからか、そんな声が聞こえる。

　そこまで勘かん違ちがいをした生徒は他ほかにいないみたいだが、程度の差はあれ、慣れないたすきに戸と惑まどっている生徒は少なくない。

「なにか変なことやっている子がいるみたいね……」

　ちゃんとたすきがけをした淵田があきれた声を出している隣となりでは、わきの下から背中に回しているたすきを直しながら、大西がつぶやいていた。

「よっ、と……それにしても、伝統とはいえ、この、セーラー服にたすきがけ、って妙みような格好はなんとかならないものかしら？」

　淵田は苦笑いを浮うかべて答えた。

「たすきがけってのは、もともとは活動するときに和服の袖そでが邪じや魔まにならないように、しごき、と言うひもで縛しばったものなのよ。時代劇とかで見たことあるでしょう？」

「そういえば、大奥とかで、たすきがけに鉢はち巻まき姿の腰こし元もとが、なぎなた持って廊ろう下かを走っているシーンとか見た覚えがあるけれど……でも、洋服の上からたすきがけって変だよね？」

「ところがそうでもないのよ。ほら、応おう援えん団だんとかも、学生服の上からたすきがけをしているでしょ？　機能的な意味は失われているけど、気を引き締しめて全力でやるぞ！　という、精神的なシンボルとして、今に残っているのよ」

「ああ、そうか、いわゆる必勝鉢巻きみたいなものね？　なるほど、わかるような気がするわ。日本人って、そういうの好きだものね……」

　大西の言葉が終わらないうちに、並んだかまどのほうから、華之宮の声が聞こえてきた。

「漫まん然ぜんとご飯を炊たいてはなりません！　ご飯を炊くのは真しん剣けん勝しよう負ぶと心得なさい！

　あなたがたは、センサーとマイコンにすべてを任せ、ご飯と真剣に向きあってこなかったのです！　米の炊ける音に耳を澄すまし、お釜かまの振しん動どうに目を凝こらし、吹ふき出す湯気の香かおりに精神を集中し、米の息い吹ぶきを感じるのです！

『はじめちょろちょろ、中ぱっぱ、赤子泣いてもふた取るな』という短い言葉のなかに蓄ちく積せきされた、先人の偉い大だいな知ち恵えをもう一度思い起こしなさい！

　かまどの炎ほのおの力によって、お釜の中のお米がご飯になる、そのメタモルフォーゼの奇き跡せきを脳内に思い浮かべるのです！

　お釜のふたを上げたときの、あの匂におい！　あの美しいクリスタルのような輝かがやき！　火と、水と、そして人の力、そのすべてが調和した神こう々ごうしいまでに炊き上がったご飯の間に、しゃもじを差し入れる。そのときもたらされる、やり遂げた！　という達成感！　緊きん張ちようの後に来る至福の瞬しゆん間かん！　それは、真にご飯と向き合ったものだけに許される喜びなのです！」

　そして華之宮はもう一度、生徒たちを見回して言葉を付け足した。

「しかし、いいですか、皆みなさん！　失敗を恐おそれ、臆おく病びようになってはいけません。消極的になれば、お米の芯しんは消えません。炊きすぎて焦こげたほうが、まだ食べられる場合が多いのです！　アクティブに、常にアクティブに動きましょう！　おこげもまた、かまどご飯の楽しみのひとつなのですから！」

　かまどを見て回りながら生徒たちに檄げきを飛ばす華之宮を見て、大西がつぶやいた。

「華之宮会長のご飯に対するこだわりも、日本人ならではって言っていいよねえ」

「いや、あれは、ただのおにぎりオタクかもしれないわね」

「おにぎりオタク？　ただの？」

「見ていればわかるわよ……」

　そう言って、思わせぶりに笑った淵田の言葉の意味は、かまどでご飯が炊き上がった後で明らかになった。

　華之宮は小こ脇わきにご飯の入った釜を抱かかえ、手に持ったしゃもじを突つき出して宣言した。

「ではこれより、おにぎり製作に入ります！　鉄は熱いうちに打て、おにぎりも熱いうちに握にぎれ！　冷めたご飯ではおにぎりはできません！

　具は、梅干しと鮭しやけ！　海苔のりは、全体に巻くタイプ用の大判と、持つところだけに巻く短冊の二種類があります。各自、自分の好みでお巻きなさい！　製作開始！」

　一いつ生しよう懸けん命めいおにぎりを作りはじめた生徒たちの間を歩きながら、華之宮は呼びかけた。

「いいですか？　漫然と握ってはいけません！　常に食べる人のことを考えるのです！　このおにぎりによって、食べる方に活力を与あたえるのだと肝きもに銘めいじ、一心不乱に握るのです！」

　その呼びかけに、素す直なおに返事をする生徒たち。

「はい！　会長！」

　その返事に満足して頷うなずきながら、華之宮はさらに呼びかける。

「このおにぎりづくりは、単なるイベントではありません！　これはあなた方が将来妻となり、母となったときに、愛する夫や子供たちに食べてもらうための予行演習です！　よき未来、楽しい未来を心に描えがき、誠心誠意を込めて握るのです！」

「わかりました！　会長！」

「形にこだわってはいけません！　姿かたちは不ぶ格かつ好こうでも、そこに想おもいがあれば、それは通じます。いかに見み目め麗うるわしいおにぎりでも、手に持って崩くずれるようなものはおにぎりではありません！　手で持ち、しっかりと食べられるようにと、心を込めてきちんと握れば、おのずから形が整ってくるのです！」

「肝に銘じます！　会長！」




　そうやって巡じゆん回かいをしていると、きゃあっ、という叫さけび声が上がった。

　何事かと華之宮が駆かけ寄ると、一本みつあみの生徒が手を押さえていた。

「お釜から出したばかりのご飯だから、熱いよって言ったじゃない、秋野！」

「で、でも、わたし、こんなに熱いなんて思わなくって……」

「どうしたのです？」

　しゃもじを持った華之宮が問いかけると、先せん輩ぱいとおぼしき生徒が、

「この子ってば、うっかり熱いご飯に手をつっこんじゃったみたいで……ほら、水で冷やしてきなさい」

「は、はぁい……」

　一本みつあみの生徒が、先輩にうながされてグラウンドの一角にある、水飲み場へと歩き始めると、

「大だい丈じよう夫ぶ、あなた？」

　その隣となりに寄り添そうようにして、華之宮が声を掛かける。

「え!?　せ、生徒会長!?」

「私が付き添ってさしあげます。すぐに水飲み場へ行きましょう」

「だ、だだだ、大丈夫ですっ、一人で行けますっ」

「いいのです。さあ、いきましょう」

　釜としゃもじを持ったままの華之宮の笑え顔がおに押し切られて、みつあみの生徒は全校生徒のお姉さまと呼ばれる華之宮とともに、水飲み場へとやってきた。

「あなたは、この炊たき出し訓練ははじめてだったかしら？」

「は、はい」

　流水で手を冷やしながら──軽い火傷やけどであれば、こうやって冷やすのが一番よい──みつあみの生徒は頷く。

「おにぎりを握るのも、はじめてだったのね」

「はい……お恥はずかしながら……」

「ああ、なるほど。私が熱いうちに握れと言ってしまったから、その通りに熱いご飯にそのまま手を入れてしまったのね」

「え、あ、いえ、そんなっ！　わたしがついうっかりしたのが悪くって！」

　あわてて首を横に振ふるみつあみの生徒。

「はじめてだったのなら仕方がないわ。熱いうちにと言った、私の思し慮りよが足りなかったのです」

「お姉さ、じゃない、生徒会長のせいじゃありません！」

　違ちがうというみつあみの生徒の言葉を受けて、華之宮はゆっくりと首を振り、こう言った。

「いいえ。私は、あなたのような初心者にも配はい慮りよして、正しいおにぎりの道に導いてあげなければならなかったのです」

「え？　正しい、おにぎりの、道？」

　首を傾かしげて一本みつあみを揺ゆらした生徒をよそに、華之宮はとうとうと『正しいおにぎりの道』を語りはじめた。

「おにぎりの道はごくごくシンプル。しかし、それ故ゆえに初心者が間違った道に迷い込んでしまうことも多いのです。炊きたてのご飯で握ったおにぎりは、それはそれは素晴らしいものですが、炊きたてゆえにご飯は熱く、うかつに素手で触ふれれば火傷をしてしまいます。手は、もう大丈夫かしら？」

「え……あ、はい、多分、大丈夫かな、と……」

「それならば結構。しかし、このままではあなたは再びご飯に手をつっこんで、同じ過あやまちを繰くり返してしまうでしょう。いいえ、あるいは熱いご飯を恐おそれて、プラスチック製のおにぎり型に、ご飯を詰つめだしてしまうやも知れません。あんな、邪じや道どうの容器を使って作ったものは、おにぎりではありません！　お酢すぬきの押し寿ず司しです！　いいえ、お寿司ですらない、工業製品に成り果ててしまったモノです！」

　なにやら話が変な方向に進み出したようだ、とみつあみの生徒が気付いたときには、遅おそかった。

「あなたは、誇ほこり高き我が桜川女子高の生徒の一人として、断じてそのような邪道に落ちてはいけません！　熱いご飯を恐れてはいけないのです！　ならばどうしたらいいのか。案ずることはありません！　初心者は、まずご飯をおわんに受け、おわんの中で回して大まかな形を作ればよいのです！　形ができた頃ころには温度も下がっています！　そして、しかる後にその手で、おにぎりを作り上げるのです！　おにぎりに必要なのは！　忘れてはならないのは！　この、私たちの手で握にぎるという事なのですから！」

　すっかり流水で冷たくなったみつあみの生徒の手をぎゅっと握って、華之宮はそう叫んだ。

　一体何のことなのか、いまいちよくわからないまま、みつあみの生徒も、こくこくと頷うなずく。

「は……はい、生徒会長」

「あなたにも判わかっていただけて、私、とても嬉うれしく思います。おにぎり型などという、おにぎりの暗黒面に堕おちてはいけませんよ？」

　あっけにとられたみつあみの生徒の手がまだ濡ぬれていることに気付いて、華之宮は自分のハンカチを取り出し、彼女に差し出した。

「さあ、手を拭ふいたらおにぎりの作業に戻もどりましょう。あなたが正しいおにぎりを握ってくれることを祈いのっています」

　そして、華之宮は傍かたわらに置いていた釜かまとしゃもじを持って、炊き出し会場へと戻っていった。

　華之宮に渡わたされたハンカチには、白いレースがあしらわれていて、明らかに安物ではないようだった。

　それを手に、いまだ困こん惑わくのままのみつあみの生徒は、ぽそりと呟つぶやいた。

「ええと……わかったような、わからないような……いいのかなあ、わたしたち、あんなおにぎりの国のお姫ひめさまみたいな会長に、ついていって……？」




　炊き出し会場では、全校生徒による一心不乱のおにぎり製作が続いていた。

　胸の前にしゃもじを捧ささげるように持って、凜りんと背を伸のばし、慈じ愛あいに満ちた微び笑しようを浮うかべ、おにぎりを握る女子生徒たちに言葉をかけながら優ゆう雅がに歩く華之宮。それを見て、大西がつぶやいた。

「あれで、アヴェ・マリアがＢＧＭに流れれば、まさに、おにぎりの素す晴ばらしさを広めるために、おにぎりの国からやってきた、おにぎりの伝道師だわ……」

　その言葉を聞いた淵田が言った。

「聞いた話だけど、なんでも華之宮会長は、とある名家のご子息とお食事に同席した際に、相手がおにぎりを馬ば鹿かにしたことに憤ふん慨がいして、頭からお茶をかけて席を立って帰って来たことがあるそうよ」
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　大西が怪け訝げんな顔になった。

「名家のご子息とお食事って……もしかしたら、お見合い？」

「正式なものではないらしいけど、家同士でそういう思おも惑わくがあったみたいね。見事に破談になったそうだけど……まあ、無理もないわね。

　華之宮会長に言わせると……『おにぎりに愛を注げない、おにぎりを作った人間の思いを感じることができぬような、鈍どん感かんで自己中心的な傲ごう慢まんな男は、人間として下げ劣れつであり、同じ空気を吸うことさえ虫むし唾ずが走る』……だそうだけど」

　大西はため息をついた。

「ええと……おにぎりのせいで、破談？」

「そう。そもそもなぜお見合いの席で、おにぎりの話題になったのかはよくわからないんだけど……どうやら華之宮会長からおにぎりのことを言い始めたらしいわ」

「なんでそんなときに、おにぎりの話を……華之宮会長って、ホント、才さい色しよく兼けん備びで、名家の子女で、縁えん談だんなんか掃はいて捨てるほど来ると思うんですけど……会長と、アツくおにぎり談義ができるような人を探し出すとなると、難しいでしょうねえ……」

「おにぎりオタクでなくてもいいから、華之宮会長の、あの宗教的情熱を理解できる人がいてくれればいいのだけれども……」

　淵田がそう答えたとき、華之宮が戻ってきた。

「生徒の皆みなさんのおにぎり作りは、ほぼ一段落したようですわね。あなた方、生徒会執しつ行こう部ぶの役員の分のおにぎりは、私が精せい魂こん込めて作ります。あなた方は後片付けの手配と、樫森町への全校生徒による実地踏とう査さの説明準備を進めて下さい！」

「わかりました！」

「さっそく始めます！」

　大西と淵田はそう答えると、各クラスの学級委員を集めるために、動き出した。

「さて……と」

　二人を見送った華之宮は、自分に気合いを入れるように大きく深呼吸すると、生徒会執行部用に炊たき上げてあったかまどの釜の前に立った。

　──桜川女子高のためにがんばっている生徒会役員たちのために、腕うでによりをかけて究極のおにぎりを作って差し上げなくては。

　華之宮は水につけてあったしゃもじを取り上げると、スナップを利きかせて鋭するどく振ふって水を切り、右手に構えて、左手でおもむろに釜のふたを開けた。

　ふわっと立ちのぼる、白い湯気と炊き立ての白飯の匂においが、華之宮を包んだ。

　華之宮は思わず微笑んだ。

　──私、この匂いが好き。

　だって、炊きたてご飯の匂いは、幸せの匂いだもの。

　お釜の中には、見事に炊き上がった白米がきっちりと立ちあがり、カニの穴と呼ばれる小さな穴が無数に開いていた。

　この穴は、ご飯が炊き上げられている最中に、釜の中で米が踊おどり、水分が水蒸気として吹ふき出したときに作られるのだ。

　──この穴こそが、美味おいしいご飯が炊けたことを意味する印！

　華之宮は、右手に持ったしゃもじを、炊き立ての白飯の中に差し込んで、手早くかき混ぜた。

　お釜から立ちのぼる白い湯気が、さらに勢いを増す。

　──こうやって余分な水分を飛ばし、ご飯につやと張りを出せば、ごはんの一ひと粒つぶ一粒がちゃんと自己主張するようになるのよ！

　華之宮は机の上に置かれたボウルとバットに視線を投げた。

　──手塩と具はちゃんと用意してあるわね。

　塩は日本海の笹ささ川がわ流ながれの海水から作られた藻も塩しお。

　鮭しやけは村むら上かみの塩引き鮭。

　梅干しは紀州の南なん高こう梅うめ。

　そして、お米は塩しお沢ざわ産さんコシヒカリ、とくれば、不味まずいおにぎりを作るほうが難しいかもしれないわね。

　でも、おにぎりは、材料だけで決まるものではないわ。

　きっちり握にぎって、ふんわり食べられる。食べる人間を笑え顔がおにできる、そんなおにぎりが、私の理想のおにぎりよ。

　この炊き上がりなら、きっと理想のおにぎりが作れそうだわ！

　華之宮は小さくうなずくと、実にうれしそうにおにぎりを握り始めた。







[image: 第三章　開かれた手札]




　華之宮姫子を筆頭にした桜川女子高の全校生徒が、おにぎりを作り、樫森町に向かう準備を始めていたその頃ころ。

　樫森町の中心部にあるＪＲの樫森駅の駅前ロータリーに、光明や朋絵、そしてリタたち楢山高校の生徒会のメンバーが集まっていた。

　今日は土曜日であり、楢山高校は希望者を対象とした補習授業があるだけで、学校は休みである。

　樫森町の商工会を訪問する予定のある朋絵と光明は制服姿だが、他ほかのメンバーは私服だった。

　駅前ロータリーに立って、辺りを見回したリタが言った。

「ココガ樫森町デスカ、シケタ町デスネー」

「ちょっと、百もも地ちくん！　リタに変な日本語教えないでよ！」

　朋絵に怒おこられた百地は目を丸くした。

「え？　拙せつ者しやは……いえ、俺が教えたわけじゃないですよ？」

「ソーデスヨ、兄弟で子しカラ教ワッタンジャアリマセーン、自分デ覚エタ言葉デスネ！　アト『チンケナ町』トイウ言イ方モ覚エマシタヨ！」

　リタは、そこで言葉を切ると、まじめな顔で朋絵の顔を覗のぞき込んで聞いた。

「この『チンケナ町』ノ、『チンケ』トイウノハ、ナンノコトデスカ？」

「え？　『ちんけ』？」

「ソウデス、『チンケナ野や郎ろうダ』ミタイナ言イカタスルコトアリマスヨネ？」

　朋絵は考え込んだ。

「確かに、チンピラっぽい人のセリフに良く出てくるわよね、『ちんけ』って……私も語源とか、よく知らないのよね」

　朋絵は顔を上げると、少し離はなれたところで樫森町の地図を開いていた光明に聞いた。

「ねえ、光明、よく『ちんけな町』みたいな言い方するよね？　あの『ちんけ』ってどういう意味か知ってる？」

　その言葉を聞いた芽衣が顔を赤くしてつぶやいた。

「うわ、大だい胆たん！　人前で男の人にあんなこと聞けるなんて……さすがは早乙女会長！　オトナだよオトナ！　麻衣ちゃん、やっぱり会長はオトナになっちゃったんだよ！」

「ええっ!?　それってどういう意味なの!?」

「だって、それって十八歳未満お断りの、オトナの単語じゃないの？」

　そう聞き返された麻衣が、顔を赤くして芽衣の袖そでを引っ張った。

「め、芽衣ちゃん……何か勘かん違ちがいしてない？」

「え？　勘違い？」

　芽衣が目を見開いたとき、光明が答えた。

「ああ、リタに聞かれたのか。確かに『ちんけなヤツ』とかそういった言いかたするけど、語源を知っている人はあまりいないね。

『ちんけ』の『ちん』というのは、サイコロの一の目のことを言うんだ。サイコロの目で一番低い数字、つまり最低だ、という意味を込めて『ちんけ』って呼んだらしいよ」

「へえ、よく知ってるわねえ……」

　感心する朋絵を見て、光明は照れたように笑った。

「実を言うと今回のゲームを考案するんで、いろいろなゲームを調べたんだ。日本のスゴロクとか花札とかもね。その本に載のっていたことの受け売りさ」

　光明の言葉を聞いて、芽衣がため息をついた。

「なんだ、意外と単純な語源なんですね、私、てっきり大人になると生える、あの毛のことかと……」

「芽衣ちゃん！」

「なーんてね」

　真っ赤になって芽衣を止める麻衣と、悪いた戯ずらっぽく舌を出す芽衣を見て、苦笑いを浮うかべた光明は、あらためて樫森駅から見える、樫森町の町並みを見み渡わたした。

　確かにリタの言うとおりだった。

　目の前に広がっている町並みは、どうにも垢あか抜ぬけない、何の特とく徴ちようも無い、どこにでもある地方都市というたたずまいだった。

「こうやって改めて見ると、なんというか……、平成の初め頃で時間が止まったような町だね」

　光明の言葉を聞いて、朋絵がうなずいた。

「もっと古ければ『レトロ』とか『懐なつかしの』って、アピールできるんだろうけど……」

「戦前のものでなくたって、昭和三十年代のものだって、家並みでも何でも残しておけば、それはそれで、客を呼べる特徴になったんだろうけど、中ちゆう途と半はん端ぱに今風のものを追いかけて、結局追いつけずに今は周回遅おくれ……みたいな感覚だね」

　──さて、何の特徴も無い、この見るからに地方都市、という樫森町を売り込む企き画かくをどう立てるか……。

　考えていても始まらない。とにかく歩いて、町の印象をつかむしかないな……。

　光明がそんなことを考えていると、芽衣が手を振ふって叫さけんだ。

「あ、山仲センパイが来ました！　やっほー！　ここですよ！」

　見ると駅のロータリーの向こうから、私服姿の山仲が手を振って小走りにやってくるところだった。

「すいません、遅おそくなって。ちょっと出がけにばたばたしちゃって」

　頭を下げる山仲を見て、朋絵があわてて首を振った。

「いえ、いいのよ。樫森町に住んでいるって言うだけで、案内を頼たのんじゃってごめんなさいね」

「いえいえ、気にしないで下さい。探検をするときは、現地人のガイドを雇やとうというのは、セオリーみたいなものでしょう？」

「現地人のガイドって……」

「ええ、樫森生まれの樫森育ち。三代続いた魚屋で、町の商店街のど真ん中で商売続けて七十年。というのが父の口くち癖ぐせで、私はその娘むすめですから、間ま違ちがいなく樫森町の原住民、ネイティブカシモリアンです」

「すごい、原住民！」

「Ｏｈ、ネイティブ！」

「原住民でネイティブだって！」

「ＹＥＳ！　ネイティブデ原ゲン住ジユー民ミンデス！」

　顔を見合わせる芽衣とリタ。その横では麻衣と百地が同じ仕草でため息をついている。

「はっはっは、すごいでしょ」

　にこにこと屈くつ託たく無く笑って答えた山仲を見て、朋絵は思った。

　──一ひと癖くせも二癖もある生徒会のメンバーの中ではあんまり目立たないけど、この子も結構変わり者なのかもしれないわね。

「さて、どちらからご案内しましょうか？」

「そうだな、やっぱり、まずは町の中心部に行ってみよう。あそこにある中央公民館がメイン会場になると思うんだ」

「わかりました！」

　山仲はそう言ってうなずいた後で、光明の後ろにいる生徒会のメンバーに向かって言った。

「ではこれより、樫森町ツアーを行います。樫森町には、皆みなさんの知らない、危険なスポットが数多く存在し、危険な生き物も数多く生息しております。現地ガイドである私の指示に従い、絶対に単独行動をとらないで下さい」

「Ｏｈ！」

　リタが英語の発音で驚おどろきの声を上げた。

「日本ニ、ソンナ危険ナ場所ガアルトハ知リマセンデシタ！　樫森町ハ、未開ノ土地ダッタノデスネ！」

「ないない！」

「そんなこと無いから！」

　朋絵と麻衣があわてて顔の前で手を振った。




　樫森町は、町の中央を通る古い街かい道どう沿いに発達した宿場町と、樫森城の城の周囲に広がった城下町が融ゆう合ごうして発達した、それなりに歴史のある町である。

　明治に入り、城は取り壊こわされたが、武士階級が暮らしていた屋や敷しきの跡あと地ちはそのまま住宅地として残り、街道は国道となって、旧来の宿場町の形態を残したまま発展した。

　鉄道の駅が町の中心を外れることなく、宿場町と城下町の間に作られたことも、この樫森町が発達した大きな理由かもしれない。

　しかし、八十年代の初めに、増えすぎた交通量に対応するために、片側二車線の国道バイパスが町の外側を通るように開通した頃ころから、人の動きは車中心になって町中の狭せまい通りは敬遠されるようになった。さらにバイパス沿いに大きなショッピングモールが相次いで建てられると、人の流れは完全にそっちにシフトし、店の前に駐ちゆう車しや場じようを持たない、古いつくりの商店は客足が落ち、次々に閉店して行った。

「どこも同じね……商店街の半分はシャッターを閉めたままだわ……」

　朋絵のつぶやきを聞いた光明は、小さくうなずいた。

「一家に一台車があって、どこに行くにも車に乗っていくのが当たり前になったからね。駐車場がないと買い物ができない。

　こういった歩いて買い物に来るお客さんだけを相手にしているお店は成り立たなくなっちゃったんだ。

　商店会で空き地を利用した共同の駐車場とかを作って対処しているけど、やっぱり店と駐車場が離はなれていると、買い物に行くのがめんどくさい、と思われちゃうんだな」

　光明の言葉を聞いていた芽衣が、不思議そうな顔で答えた。

「でも、大きなショッピングモールだって、店の中を結構歩きますよね。駐車場だってそれほど近くないし……距きよ離りだけ考えたら、最近できたショッピングモールとかも、こういった商店街とあまり変わんないと思うんだけどなあ」

「そうさ。実を言うと、駐車場と店の距離は、アウトレットセンターみたいな郊こう外がい型がたの大型のショッピングモールのほうが遠かったりする。でもお客さんは、店内の華はなやかさに気をとられているから、案外気にしないんだ」

　光明は芽衣に笑いかけた。

「そういう大きなショッピングモールって、結局のところ、ブティックとかファッション雑貨とかそういう物を売っている店がほとんどだろう？　華やかで、明るいイメージのお店を並べて、イメージを作っているのさ」

「そういえばそうですよね。ショッピングモールで、金物屋さんとか乾かん物ぶつ屋やさんとかは、あまり見ませんよね」

「こういった商店街の専門店には専門店としての良さがあるんだけどね。それをどうやってアピールするか、だよな……とりあえず、樫森町の商工会に挨あい拶さつに行って、そこで店の数とかどんなお店があるのかそういったデータを聞いてこようか」

　光明の言葉を聞いた山仲が、にっこり笑った。

「はい、妖よう怪かい変へん化げの巣そう窟くつ、金の亡もう者じやの伏ふく魔ま殿でん、樫森町商工会議所ですね。ご案内します！」

「え!?」

　思わず顔を見合わせる生徒会一同。

　それを気にせずに、山仲はすたすたと歩き始めた。

「さあ、こちらですよ！」




　商店街のはずれにある、小さな三階建てのビルが、樫森町の商工会議所の本部だった。

　山仲はビルの前に立つと、光明たちを見回して説明を始めた。

「こちらが樫森町の商工会議所の建物です。中には、頑がん固こジジイやタヌキオヤジという名の危険な生き物がいますので、言動には十分お気をつけ下さい」

「タヌキオヤジ？　ドンナ生キモノナノカ興味アリマス！」

「えーと、タヌキオヤジという生き物は、見た目は普ふ通つうの中年男性ですけど、『腹芸をつかう』と『煙けむに巻く』という得とく意い技わざを持っていますので、気をつけてください」

　山仲の言葉のニュアンスが理解できたのだろう、リタが嬉うれしそうに笑った。

「ワカリマシタ！　ツマリ、ココニハ、チャーチルミタイナ『食えないオヤジ』が一いつ杯ぱいイル、トイウコトデスネ？」

　自分の言葉の意味を受け取ってもらえたのが嬉しかったのだろう、山仲は少しほほを染めて、でも表情を崩くずさずにうなずいた。

「ええ、チャーチルの縮小大量生産形みたいな連中です」

　──そうか、山仲さんってこういうタイプだったのね。

　すごく真面目まじめな顔で、馬ば鹿かなことを言うタイプ。んでもってこっちが突つっ込んでも『それがどうかしましたか？』と言う顔でしれっとしている、イギリス人みたいなユーモアのセンスの持ち主なんだわ。

　リタに通じたってことは、あれかしら。

　カナダってイギリス連れん邦ぽうだったから、センスが似ているのかもしれないわね。

　朋絵がそんなことを考えていると、光明が振ふり返った。

「えーと、とりあえず俺と会長は、樫森町商工会の会長さんに挨拶してくるから、君たちはその間、樫森町立中央図書館に行って、樫森町の歴史とかを調べておいてくれないかな？」

「図書館ですかぁ？」

　芽衣が不満そうに答えた。

「買い食い立ち食い同好会の中なか矢や先せん輩ぱいも一いつ緒しよに来ているから期待してたのに……」

「朝から俺のほうを期待に満ちた目でちらちら見ているから、何があったのかと思ったら、やっぱり狙ねらいはそれか……知識欲より食欲ってわけだな？」

「ええ、芽衣ちゃんの場合、間ま違ちがいなく、色気より食い気です……」

　芽衣に変わって中矢に答えたのは、今までずっと黙だまったまま出番のなかった一年生の宇う佐さ見み健けん一いちだった。

「……デートに行こうと誘さそわれて、っていうか家に押しかけてきて、ついていくと……っていうか引きずられていくと、日がな一日、カフェ巡めぐり、っていうか引っ張りまわされて、スイーツのはしごに付き合わされるんです。んでもってお勘かん定じようは全部ぼく……。

　っていうかいつも思うんだけど、芽衣ちゃんおサイフ持ってきてるのかな……」

「なによそれ！　評判のスイーツを食べ歩くのも立派なマーケットリサーチじゃない！　あのケーキ屋さんをウサギヤのテナントに誘ゆう致ちしたら、ちゃんと売り上げアップにつながったでしょう？」

「それはそうだけど……」

　芽衣は右足を前に踏ふみ出して、ミニスカートのすそをちらちらめくりながら言葉を続けた。

「それに、私のどこが色気がないって言うのよ！　見なさい！　このミニスカートとニーソックスの間の、絶対領域の色気を！　美しい足に漂ただよう健康的なお色気に、何かこう、グッと来るものがあるでしょ、何か！」

　麻衣があわてて止めた。

「芽衣ちゃん！　ダメ！　見えちゃうよ！」

「いいのよ麻衣ちゃん。ミニスカートは、そこに存在価値があるの！　麻衣ちゃんみたいな、ジーンズしかはかないような、ガードの堅い人にはわかんないかもしれないけど、危険を冒おかさなけりゃ、手に入らない評価だってあるの！」

「なんの評価なの!?」

　と聞き返した麻衣は、確かにあまり身体からだの線が出ないようなカッティングのジーンズ姿だった。

「もちろん、色気の評価よ。なにものにも代え難がたい、その評価を得るために、ミニスカートの女の子は、みんな覚かく悟ご決めてるんだから！」

「そんなの初耳だよ、芽衣ちゃん！」

「だって麻衣ちゃんは勝負したことのないヘタレだもん。知らなくても仕方ないよ」

「なんの勝負なのさ!?」

「そりゃもう、勝負よ？　釣つるか釣られるかの真しん剣けん勝負。こんな感じで。ねえ？」

　宇佐見の方を見ながら、スカートのすそをちらちらさせる芽衣と、耳まで真っ赤になって目のやり場に困っている宇佐見を見て、山仲が笑いながら言った。

「宇佐見くんも、覚かく悟ごを決めればいいのよ。お父さんは認めているんでしょ？　芽衣ちゃんのこと」

「ええ、うちに遊びに来たとき、うちのオヤジとビジネス書の感想で盛り上がっちゃって、オヤジは面おも白しろい子だから毎日でもいいから連れて来いって、うるさくて……」

「確かにそうねえ。ビジネス書の話題で盛り上がれる女子高生なんて、立って歩くレッサーパンダやお座りをするポニーと同じくらい珍めずらしいものね」

「それ……かなり微び妙みような珍しさだなあ」

　宇佐見が半分ぼやくように答えた、そのとき。

　樫森町商工会議所の建物の中から、制服を着た男子高校生の一団が現れた。

　その中にいた一人の生徒が、光明たちを見て叫さけんだ。

「本俵さん！　楢山高校の連中が来ています！」

「……楢山高校の連中だと？」

　そう言って、男子高校生の集団の後ろからぬっと姿を現したのは、がっちりした体格の、いかつい顔立ちの大男……本俵だった。

　本俵の顔を見たリタが小声で叫んだ。

「ワーオ！　『オーガ』ガ現レマシタ！　マサシク樫森町はダンジョンデスネ！」

『オーガ』、つまり人食い鬼おに呼ばわりされた本俵は、むっとしたようにリタをにらみつけた……が、しかし、リタの隣となりにいる麻衣を見て、顔色が真っ赤になった。

　一いつ瞬しゆんにして赤くなった本俵の顔を見て、芽衣が悲鳴を上げた。

「きゃあ！　ダメだよリタ！　そんなこと言っちゃ！　見て、あの人、真っ赤になって怒おこってるよ！」

「あ、いや、俺は別に……」

　本俵は抑おさえるように両手を前に出しながら、あわてて前に出たが、その行動は逆効果だった。

「うわ！　こっちに来た！」

　悲鳴を上げる芽衣の横で、麻衣は目を見開いたままだった。

　──あの人だ！　ボクを助けてくれた人……確か、本俵さんっていう人だ。間違いないわ。

　どうしよう？　お礼言わなきゃってずっと思ってたけど……こうして会ってみると、からだがガチガチになって、一歩も動けない。

　芽衣が麻衣の手をつかんだ。

「麻衣ちゃん！　なにをぼーっとしてるのよ！　逃にげなきゃ！」

「え？　あ、でも、ボク、お、お礼を……」

　そのとき、芽衣たちと本俵の間に、誰だれかが飛び出して立ちふさがった。

　それは、本俵に比べるとずっと小こ柄がらな宇佐見だった。

「芽衣ちゃんに手を出すな！」

　本俵は面めん食くらったような顔になった。

「あ、いや、俺は別に手を出すつもりは……」

　その光景を見ていたリタがつぶやいた。

「ダメデス、『スライム』デハ、オーガに勝テマセン！」

「うるさい！　一匹ぴきのスライムにも二点の経験値！」

　言い返した宇佐見の背中を、ちょんちょん、と突つついて芽衣が聞いた。

「ねえ……それって、『一寸の虫にも五分の魂たましい』のつもり？」

「うん、上手うまいこと言ってやろうと思ったけど……失敗したかな？」

　芽衣は、ぶんぶん、と首を振ふったあとで、ほほを染めた。

「そんなことない！　カッコイイよ！　宇佐見くん！」

「いや、あの……盛り上がっているところ悪いんだが……」

　困ったように声をかけた本俵の前に、意を決した眼まな差ざしの麻衣が飛び出して、頭を下げた。

「あ、あの！　あのときは、どうもありがとうございました！」

「え？」

　本俵は、麻衣の言葉がまるで石化の呪じゆ文もんだったかのように、その場に固まった。

　その光景を見ていた樫森高校の生徒の一人が、ぼそりとつぶやいた。

「大だい魔ま神じんの動きを止めるのは、美しい村娘むすめだというのは、本当なんだな……」

　だが、特とく撮さつ映画オタクでもなんでもない他ほかの生徒たちに、その言葉は理解できなかった。

「麻衣ちゃん、この怖こわい人知ってるの？」

「うん、二回助けられたことがあるの」

「二回も？」

　麻衣は本俵を見つめてうなずいた。

「うん。楢山高校の正門のところで馬に蹴けられそうになったときと、楢山城じよ址うし公園で対決したときに、将しよう棋ぎ倒だおしになった人の波からボクを守ってくれたの。ほら、あのとき芽衣ちゃんが叩たたいちゃった人！」

「え？　あ、ああ、顔面プロテクターがついていたから、良く覚えていないけど、あのときの人か！」

　本俵は、ぎこちない動作で頭を下げた。

「樫森高校生徒会で副会長をやっている、本俵寿明です」

「楢山高校生徒会の北条麻衣と申します。こっちは妹の北条芽衣です、あのときは申し訳ありませんでした。うちの妹は、ほんとうにそそっかしくて……」

　本俵はあわてて首を振った。

「あ、いや、勝負とはそういうものだ、気にしないでいい」

　その、朴ぼく訥とつな話し方を聞いていた芽衣が、麻衣の服のすそをつんつん、と引っ張って小声で言った。

「……顔はおっかないけど。いい人？」

「人間は顔じゃないわよ、芽衣ちゃん！」

　しかし、芽衣は納なつ得とくできないという表情で、

「顔が人間じゃないって気もするけど……」

「ヤッパリ『オーガ』デスネ……」

　と、芽衣とリタが顔を見合わせたときに。

「芽衣ちゃん！　それにリタちゃん！　なんて事言うの！」

　麻衣が大きな声でふたりを叱しかった。

　芽衣とリタが目を丸くする。周囲にいた楢山高校生徒会のメンバーも顔を見合わせた。

　普ふ段だんおとなしい麻衣が、そんな口調で誰かを叱ったのははじめてだった。

「あ、え、ええと……」

「Ｏｈ、マイがカンカンデス……」

「二人とも、本俵さんに謝りなさい！」

　再び麻衣の大きな声。あまりの剣けん幕まくにびくりとした二人は、本俵の方を向いて、素す直なおに頭を下げた。

「ごめんなさい、調子に乗りすぎました……」

「申シ訳アリマセン。ソーリィ」

「あ、ああ、いいんだ、おっかない顔だってことは自覚している」

　本俵がそう答えたとき、今度は樫森町商工会の前に、黒いセーラー服を着た一団が現れた。

　人通りがあまりないせいもあってやや雑然と横に広がっている楢山高校のメンバーと違ちがい、きれいな二列縦隊で縦に長い。

「あれ？　あの制服は桜川女子高の制服じゃないかしら？」

　朋絵がそう言うのと、桜川女子高の一団の先頭を歩いていた女子生徒が叫さけんだのは、ほぼ同時だった。

「か、華之宮会長！　大変です！　魔ま王おうと、その眷けん族ぞくがいます！」

「誰だれが魔王よ！」

　朋絵が、思わず言い返すと、魔王呼ばわりした桜川女子高の生徒は『え？』という風に朋絵を見た。

「私が魔王と呼んだのは、そっちの男だ。配はい偶ぐう者しやじゃない！」

「配偶者ぁ？」

　朋絵が目を見開くのと、芽衣がはずんだ声で話しかけてきたのは同時だった。

「きゃあ、おめでとうございます！　早乙女会長！　配偶者ですって！　他の高校の人も認めてますよ！　公こう認にんの、魔王の嫁よめですよ！」

「嬉うれしくないわよ！　だいたい、なんで光明が魔王なのよ！」

「いわれてみれば、そうですね！　会長のほうがよっぽど魔王にふさわしいですよね！　副会長は魔王の婿むこってことで！」

「それも嬉しくないわよ！」

　朋絵が言い返すと、後ろのほうにいたリタが目を輝かがやかせてやってきた。

「ドウシマシタ？　また危険ナ生き物ト遭そう遇ぐうシタンデスカ？　サスガ樫森町ダンジョンデスネ！」

　と顔を出してきたリタは、桜川女子高の大西の顔を見て両手を広げた。

「Ｏｈ！　本当デス！　『くさったむすめ』ガ現レマシタ！」

「だれが『くさったむすめ』よ！」

「ヨシエにキキマシタ！　桜川ノ『くさったむすめ』の特とく徴ちようヲ！　『くさったむすめ』ハ『ボーイズ・ラブ』ノ呪じゆ文もんヲ唱エマス！　コレヲ掛かケラレルト、男ノ子ドウシデ愛シ合ウヨウニナッテシマウノデス！」

「なによそれ！　『ボーイズ・ラブ』は、そんな怪あやしいものじゃないわよ！　至高にして究極の愛の形なのよ！」

　大西が言い返すと、リタはあわてて頭を下げた。

「Ｏｈ！　コレモ言ッテハイケナイコトダッタノデスネ。ソーリィ。モウシワケアリマセンデシタ」

　大西の後ろにいた淵田がつぶやいた。

「いや、でも『腐ふ女じよ子し』のことを『くさったむすめ』って呼ぶのは正しいかもしれないわね」

　他ほかの生徒たちがうなずいた。

「ああ、納得」

「お前たちも納得するなーっ！」

　大西が振ふり向いて、そう言い返したとき、桜川女子高の生徒たちの後ろから華之宮が現れた。

「何を騒さわいでいるのですか？」

「あ、華之宮会長！　魔王が……」

「魔王？」

　と、華之宮は大西の指の先の、楢山高校の面々の姿を認める。リタの金きん髪ぱつを見たときに「む」と内心思ったが、そこは華之宮。表情にはおくびも出さずに、

「魔王ではありません、ちゃんと所光明さんとお呼びなさい。失礼ですわよ、ここは校内ではないのです！」

　朋絵が苦笑いを浮うかべた。

「そっか、校内だと魔王なんだ……」

「え？　あ……いえ、所光明さんを、誰もが校内でそう呼んでいるわけではございません。誤解を与あたえるようなことを申しまして、まことに申し訳ありません」

　あわてて頭を下げる華之宮を見て、朋絵は笑いながら顔の前で手を振った。

「あ、いえ、そんな風に頭を下げられても、逆に恐きよう縮しゆくしちゃいますから……うちの光明がなんで魔王なのか、そこんところがちょっとわかんないけど、あだ名なんてのはあまり考えないでつけちゃうものですし。ええ、それはもう、仕方のない事ですから……」

　自らも樫森高校との対決のあと『戦いくさ乙女おとめ』『巴ともえ御ご前ぜん』、二つまとめて『戦乙女巴御前』と校内で呼ばれてしまっている朋絵はそこで言葉を切ると、話題を変えた。

「……ところで桜川女子高の皆みなさんは、今日は何の集まりなんですか？」

　華之宮は、自分の後ろにいる大西や淵田たちの顔をちらっと見てから、優ゆう雅がに微笑ほほえんで見せた。

「ええ……まあ、敵情視察……とでも申し上げておきますわ」

「ああ、それで商工会議所に来たんですね。お店の数とか、お店の種別を調べるのなら、ここが一番早いですものね」

「あ、いえ……その……」

　わざと目的をぼかして答えたことを、朋絵にずばりと指し摘てきされた華之宮が少しあわてた……そのとき。

　商工会議所の入り口のところに固まっていた樫森高校の生徒たちの後ろから、はっきりとしたよく通る声が聞こえた。

「どうした、こんなところに集まっては他の人の邪じや魔まだぞ！　本俵はどうした？」

　姿を見せたのは、樫森高校の生徒会長、真行寺正之だった。

　真行寺の姿を見た桜川女子高の生徒たちの間に動どう揺ようが走った。

「華之宮会長！　今度は仇きゆう敵てきが現れました！」

「仇敵だと？」

　大西の言葉を聞きつけたのだろう、怪け訝げんな顔で大西の方を見た真行寺は、そこに華之宮と、そして朋絵と光明の姿を見つけて目を見開いた。

「なんと……こんなところで三つの高校の関係者が勢ぞろいしたというわけか。いずれも考えることは同じというわけだな」

　そして真行寺は、桜川女子高の大西に向かってにやっと笑いかけた。

「確かに私は、桜川女子高から見れば仇敵かもしれない。だが本当の敵はそこにいる、一見人じん畜ちく無む害がいな外見を持つ、のほほんとした顔の男だぞ」

「はっ！　言われてみれば、確かにその通り！」

　ぽん、と手を打った大西の仕草に、

「なんか……えらい言われようだなあ」

　光明は苦笑いを浮かべたあとで、真行寺と華之宮を見て言った。

「偶ぐう然ぜんとはいえ、こうやって当事者が揃そろったんですから、どうですか？　ご一いつ緒しよにどんなゲームを作るか考えませんか？」

「一緒にですって？」

「一緒にだと？」

　華之宮と真行寺の返事が見事にハモった。

「ええ、秘密にしても仕方ありません。それに、ぶっつけ本番でやるよりも、事前にどんなゲームになるのか知っていたほうが、いろいろ作戦を練ったりシミュレーションをやってみたり、楽しいじゃないですか。そういった楽しみだって、ゲームのうちですよ。楽しくなけりゃゲームじゃないでしょう？」

　華之宮と真行寺はお互たがいの顔を見合わせた。

「楽しくなければゲームではない……か」

「私たちには、この余よ裕ゆうが足りなかったのかもしれませんね……」

　真行寺は一呼吸ほどの時間考えた後で、華之宮に聞いた。

「ふむ。共同作業でゲームを考えるという所君の提案だが……どう考えても、我々に不利になることはなさそうだ。樫森高校は話に乗ることにするが、そちらはどうするかね？」

　華之宮は一いつ瞬しゆん言葉に詰つまったが、すぐにうなずいた。

「え、ええ、あなたと、ゲームを作る所くんだけで話を進められたのでは、私たちにあまりにも不利ですわね。あまり気が進みませんが、断るわけにもいきません。了りよう承しようします」

　光明は、にっこり笑ってうなずいた。

「フェアにやるときは、手持ちの手札をオープンにするのが一番です。見せることで、相手がどう考えてくるかが読めるわけです。手札を伏ふせておけば、確かに相手には読めませんけど、その分、こっちも相手の出方が読めないわけです。

　手札をオープンにするかクローズにするかは時と場合に応じて変えるのは当然ですけどね」

「確かに、君は今、勝敗の結果とは無む縁えんの場所にいるからな。君に求められているのは勝つことではなく、公正であることだ。そう考えれば、確かにオープンにすることは大切だ」

　真行寺の言葉を補足するように、華之宮がつぶやいた。

「今回の対決のように、当事者以外の、外部の人たちがいろいろ騒さわいでいるときは、そうやって透とう明めい性せいを確保するのは大切なことかもしれませんわね」

「ええ、まあ、そういうわけです。痛くもない腹を探さぐられるのは気持ちのいいものじゃありませんからね……」

　光明はそう言って笑った後で、あらためて、樫森町の商工会議所の前に集まっている三つの高校の生徒たちを見回した。

「共同でゲームの企き画かくを考える、と決まったのはいいですけど、ちょっと人数が多すぎますね。いくらなんでも、このままぞろぞろと町の中を歩き回るわけにもいきません。いくつかのグループに分かれませんか？」

「うむ、確かにこのままでは人数が多すぎるな。それに、今日我々がここに来た本来の目的は、ゲームの企画を考えるのではなく、どんなゲームが作られても対処できるように、この樫森町のデータを集めることだったのだ。データ収集班と、ゲーム企画班に分かれた方がいいだろう」

　真行寺の言葉を聞いた華之宮が、負けるもんか、という風に胸を張った。

「奇き遇ぐうですわね。実を申しますと、我々が本日この樫森町に参った理由も同じくデータ収集のためですわ。

　私たちは全校生徒で樫森町のデータ収集に当たっておりますわ。すでに手分けして樫森町の町内で、データ収集を行っているはずです」

「ほう、そっちもか。我々樫森高校も全校生徒を動員して、樫森町の隅すみ々ずみまで調査している最中だ」

　真行寺はそう言った後で、少し心配そうに華之宮に聞いた。

「しかし、それなら……桜川女子高の生徒たちの調査に、我々樫森高校の生徒を同行させたほうがいいと思うのだが、どうかな？」

　華之宮は、とんでもない！　という風に首を振ふった。

「そんな！　女子校の生徒しかいないところに、男子校の生徒を送り込むなんて！　あなたは何を考えているんですか！」

　真行寺はあわてて顔の前で手を振ってみせた。

「いや、誤解しないでくれ。これは、いま言っていた『公正さ』の問題なのだ。

　樫森町では樫森高校のＯＢが主体となった樫森高校を守る運動が、かなり強力に行われている。この商工会議所の人たちも、ほとんどが樫森高校出身者なのだ。そして今回の最終対決の相手が桜川女子高だということは、町の住民全員が知っている。もしかすると君たち桜川女子高の生徒がいろいろなことを聞きに回っても、君たちには教えない、もしくはわざと虚きよ偽ぎの回答をする可能性があるのだ」

　華之宮は目を見開いた。

　卒業生たちが今回の高校対決にどんな対応をしているのか、その身びいきぶりは、身にしみてわかっていた。

「そう……ですわね。ええ、そういうこともありえますわね」

「だが、その場に共に樫森高校の生徒がいれば、答えないとか、虚偽を教えることはできないだろう。

　これは強制ではない、あくまでも我々の厚こう意いから出た提案であることだけはわかってもらいたい。別に下心があって言っているわけではないんだ」

「わかりました。そういうことでしたら、調査先で樫森高校の生徒と会った場合は合同で行動するように、班員に連れん絡らくを入れましょう」

　華之宮がそう答えると、後ろの方にいた桜川女子高の生徒たちがざわめいた。

「え？　どういうこと？　樫森高校の生徒と一いつ緒しよに行動しろってこと？」

「きゃあ、すごいじゃない、それって生徒会公こう認にんの合コンよ合コン！」

「うわあ、サッカー部の主将の並なみ木きさんと一緒になれたら最高なんだけどなあ！」

「野球部の二年生の控ひかえのピッチャーの子も、結構イケメンよ！」

　きゃいきゃいと騒ぐ生徒たちを見て、淵田がぼやくようにつぶやいた。

「どっちかというと、下心があるのはうちの高校の方かもね……」
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　樫森町立中央図書館は、商店街から少し離はなれた中央公園の隣となりにあった。

　赤レンガ風の茶色いタイルが張られた外がい壁へきの近代的な建物で、一階のロビーの奥には歴史民俗博物館が併へい設せつされている。

　その閲えつ覧らん室しつでは、樫森高校の本俵を班長にした男子高校生と、同じく桜川女子高の大西を班長にした女生徒たち、そして楢山高校の麻衣と山仲が、樫森町の歴史を綴つづった郷土史の本を机の上に積み上げていた。

「歴史を調べると一言で言っても、とんでもない情報量になるのよねえ……これ、全部覚えるなんて無理よね」

　ため息をついて、半分投げやりな表情で郷土史の年表をぱらぱらめくっていた大西を見て、本俵がうなずいた。

「うむ、確かにこれを全ぜん部ぶ網もう羅らするのは不可能だ。ここはひとつ、逆の発想で行けばどうだろうか？　つまり、この郷土史の情報を使ったゲームを作るとしたら、どんなゲームが出来るのか。それを考えて、それに沿った情報だけを集めるのだ」

　本俵の言葉を聞いた麻衣がうなずいた。

「そうか！　試験でヤマをかけるのと同じですね？」

「でも……ヤマをかけるのはいいけど、外れちゃったら結果は悲ひ惨さんよ？　学校のテストなら、授業を受けているから、ここが出そうだ、とか予想できるけど、あの所光明の頭の中なんか予想できるわけないじゃない！」

　そう言って唇くちびるを尖とがらせる大西を見て、今まで黙だまって郷土史の本を開いていた山仲が笑って答えた。

「それなら、私がお手伝いしましょうか？　所副会長の頭の中がわかるわけじゃありませんけど、あの人のひねりかたなら大体想像がつきます」

「本当か？」

「わかるの？」

　本俵と大西が同時に叫さけんだ。

「大声を出さないでください、ここは図書館です」

　山仲にたしなめられた二人が頭を下げた。

「……あ、すまん」

「……ごめんなさい」

　素す直なおに頭を下げる本俵を見た麻衣は、脳内に大きなテディベアのぬいぐるみが、ぺこん、と頭を下げている光景を思い浮うかべていた。

　──なんか、見た目と違ちがっていい人だよね……もっと乱暴というか、傲ごう岸がん不ふ遜そんというか傍ぼう若じやく無ぶ人じんな人かと思ってたけど……。

　こうやって、自分がミスをしたとわかったら、変に意地を張らないで、ちゃんと頭を下げることが出来る人なんだな。

　麻衣の目線の先に、ん？　と思いながらも、山仲は言葉を続けた。

「所副会長のすごいところは、思いついたアイディアに、必ずもう一段か二段ひねりを加える、というところです……たとえばこの本には、樫森町の神社仏閣の紹しよう介かいと歴史が載のっていますけど……」

　山仲が開いて見せた郷土史のページには、樫森町の町内にある寺の写真がいくつも掲けい載さいされていた。

「まず、この寺を使ってゲームを作るとします。普ふ通つうの人が考え付くのは、寺にスタンプを置いて、制限時間内にすべての寺を回るスタンプラリーとかだと思うんです。でも、所副会長なら、それに加えて『寺が作られた順番にスタンプを押せ』とか『ご本尊ごとにグループ分けしてスタンプを押せ』という風にひねりを加えると思うんです」

　本俵はうなずいた。

「ああ、そうだな、確かにそのとおりだ。あいつは絶対にそうやって、単純に誰だれでも出来るようなゲームにはしないだろうな」

「ええ、そうです、あいつは魔ま王おうですから」

「魔王？」

　怪け訝げんな顔をする本俵を見て、麻衣が笑いながら答えた。

「桜川女子高では、うちの所副会長は魔王って呼ばれているらしいですよ？」

「あんなひねくれたヤツが、普通の人間であるもんか、きっと魂たましいを悪魔に売り飛ばしたに違いない！」

　唾つばを飛ばさんばかりの勢いの大西に、山仲は苦笑いを浮かべて言葉を続けた。

「まあ、うちの所副会長が悪魔に魂を売ったかどうかは別にして、こういったひねりをくわえるだけでなく、人間の思い込みとか、固定観念を逆手に取る、というやり方も好きです……そうですね……ちょっと地図を書いてみますね」

　山仲はそう言うと、手元に開いてあったルーズリーフに「Ａ」と「Ｂ」という二つの点を書き入れて、「Ａ」から「Ｂ」へとまっすぐ繫つながる線と、大きく湾わん曲きよくして「Ｂ」に至る線の二本の線を引いた。

「こういう地図を与あたえられて『Ａ』から『Ｂ』になるべく早く行け、と言われたら、誰だって、こっちのまっすぐの線の道を選びますよね？」

「ああ、そうだな、それが最短距きよ離りだからな」

　山仲はその地図に、樹木の年輪のような線を書き入れた。

「でも、この地図には、この等高線が描えがかれてなかったとしたら、どうします？」

　山仲の書き入れた等高線は、直線の道が、高い山を登って降りる道だったことを意味していた。

「最初の地図には、等高線が書いてないから、考えないわけですね。見ただけで『これはこういうものだ』と判断して深く考えない。それが固定観念の罠わななんです。所副会長は、その固定観念の裏をかくのが大好きなんですよ。

　えーと、ほら、樫森高校の対戦のときには『人がいないはずの場所』に人員を隠かくしていたでしょう？」

　本俵は腕うで組ぐみをして、考え込んだ。

「うーん、確かにそうだ。俺たちはあのとき、伏ふく兵へいの可能性に全く思いが至らなかった。

　考えてみれば、固定観念を持つというのは、自分の考えに疑いを持っていないということだ。自分の判断にそれなりの自信と自負を持っている人間の方が、ひっかかりやすい、ということだな。我々樫森高校は、負けるべくして負けた、ということか……俺はうぬぼれていたのかもしれんな」

　大西は黙だまり込んだままだった。

　──痛い。痛いわ。

　ありとあらゆることが、ぐさぐさ刺ささってくるみたい……私なんて、思い込みと空回りしかやってない……でも、耐たえるのよ大西由紀江！　そう、これを糧かてにあなたはもっと思し慮りよ遠えん謀ぼうのできる、深くてデキる女に生まれ変わるのよ！

　大西が黙って自分に喝かつを入れていたとき、麻衣がとりなすように言った。

「でも、所副会長のやり方がわかったんですから、良かったじゃないですか？」

「え？　ああ、うん、まあ、君の言うとおりだ、とはいえ、調べることが膨ぼう大だいであることに変わりは無いがな……」

　麻衣はにっこり笑った。

「大だい丈じよう夫ぶです！　ボク、お手伝いしますよ！　本俵さんには二回も助けてもらったんですから、これはボクの恩返しです！」

「え？　あ、どうもありがとう……」

　本俵は真っ赤になって頭を下げた。

　しかし、麻衣の言葉を聞いた大西の反応は違ちがっていた。

　──ボク？　ボクって言ったよねこの子。女の子だと思ってたけど、もしかして、男の子なの？
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　大西は、あらためて麻衣の顔を見た。

　──あああっ！　この子！　あの子だ！　間違いない！　楢山高校文芸部の、柊ひいらぎ翼つばさ先生の本に載っていた、ピンナップのモデルの子だわ！

　その瞬しゆん間かん。

　大西の視界に映る、本俵と麻衣の姿は、禁断の少年愛の世界に切り替かわった。

　同じ資料に手を伸のばしたふたりの指と指が触ふれあう。あわてて手を引っ込めるのは麻衣ではなく、本俵の方だ。麻衣は、大げさすぎるほどの本俵の反応に、頰ほおをわずかに染めながらも、小さくほほえんでうなずく。

　──そうよ！　こんなにかわいい子が女の子のわけがないじゃない！　あああ、いけないわいけないわ、そんな美少年と野や獣じゆうのカップリングなんて、そんなの最高じゃない！　ゴージャス！　デリシャス！　マーベラス！

　それにこのふたり！　イニシアティブを握にぎってるのは間違いなく、美少年の方！　野獣がその本能に任せて暴走すればたやすく蹂じゆう躙りんされる美少年が、それでも野獣の中にある愛を信じるからこそ、ふたりの関係は儚はかなくも美しい！

　こんな光景をナマで、目の前で見ることが出来るなんて！　神様、ホントにありがとう！

　本俵と麻衣の初うい々ういしい様子と、爛らん々らんと瞳ひとみを輝かがやかせ、呼吸を荒あらくした大西を共に視界におさめた山仲が、頭痛がするかのように額に指をあてた……その頃ころ。

　光明と朋絵と、そして芽衣と宇佐見の楢山高校生徒会グループと、真行寺と数名の部下を連れた樫森高校生徒会グループ、華之宮と淵田を中心とした桜川女子高生徒会グループは、揃そろって樫森町の商店街に来ていた。

　半分シャッターが閉まったままの商店街を眺ながめて、真行寺がつぶやいた。

「私がこの町を活性化させるゲーム企き画かくを考えろと言われたら、頭を抱かかえ込むだろうな。こういった商店街の地じ盤ばん沈ちん下かは、世の中の仕組みが変わったこと……つまり時代の変化によるものだ。いくら努力しても時間を元に戻もどすことは出来ない」

　光明はうなずいた。

「ええ、わかっています。ですから、この企画を引き受けたときも、樫森町の商工会議所の人たちに言ったんです。俺にできるのは、お祭りの一発イベントです。この町の商店街がずっと繁はん盛じようし続ける、そんな魔ま法ほうのような企画なんかできません、とね……」

「うむ、そうか、そうだろうな。そんな夢のようなことが出来るなら、とっくに誰だれかがやっているはずだ」

「でも、いきなりすべてが上手うまく行く方法は無くとも、何かを少し、良い方向に変える方法はあるんじゃないか、って思うんですよ。

　世の中って、確かに百点満点を求められますよね。高校の勉強だってテストで百点を取ることが目標です。百点取るのが当たり前。取れて当然、取れないやつはダメなヤツ。

　でも、それが当たり前で、誰にもできて当然なら、プロ野球のバッターは全員ホームラン打てて、ピッチャーは全員完全試合ができなきゃおかしいってことになりますよね？」

　真行寺は、目を見開いた後で、笑い出した。

「ははは、うん、そうだな、そういうことになるな」

　光明と真行寺の会話を聞いていた華之宮が口を開いた。

「しかし、それでは、努力しなくても良い、ということになりませんか？　テストで百点満点を取ることは難しいでしょう、野球で全打席ホームランを打つことも難しいでしょう。

　でも、それを目標においているからこそ、学生は勉強するし、プロ野球選手はトレーニングを積むのではなくて？　そんなことはできっこない、それを要求するのが間違っている、というのなら、誰も努力をしなくなると思いますけど？」

　光明は微笑ほほえんだ。

「そのとおりです。人間、目標があるから努力する。理想のあるべき姿にむかってがんばれるわけです。

　でも、その理想に届かなければ、全部無む駄だなんでしょうか？　百点を取れなければ、理想に届かなければ、そのテストは零れい点てんと同じなんでしょうか？

　俺は、理想を放ほう棄きして堕だ落らくしろと言っているつもりはありません。理想は理想として目指すのは当然です。でもそれを、できて当たり前だ、と考えることは無いと言っているだけですよ。

　すべてが上手く行く方法があれば、それに越こしたことはありません。でも、そんな方法が無いのなら、やらない方がいいのか、それとも、少しでも上手く行きそうな方法を取ったほうがいいのか、って話です。

　百点を取れないなら、やらない方がいい、やるだけ無駄だ。そう思い込んで、何もやらない方が、俺は愚おろかだと思うんです」

　華之宮は考え込んだ。

「……そうね、そう言われてみれば、そんな風に考える人って多いわ。

　完かん璧ぺきにすべてができなければ意味が無い。できないのなら、やらないほうがいい。そう考えて、少しでも失敗するともう、そこであきらめちゃう人。

　できなくて当然と思ってない、できて当然と思ってるから、自分が許せないんでしょうね」

「俺は、何でもできるスーパーマンになりたい、と思うのはいいけど、俺は何でもできるスーパーマンなんだ、と思い込んじゃうと、いろいろつらいことが多いですよね……」

　そう言って笑った光明の言葉を聞いたとき、朋絵の脳のう裏りにふっと古い記き憶おくがよみがえった。

　──あれ？　私、この言葉を聞いたことがあるような気がする。

　あれはいつだったんだろう？　そう……まだ小学生だった頃、私、光明から同じような言葉を聞いたことがある。

　朋絵の脳裏に浮うかんだ光景は、小学生の頃の光明の泣き顔だった。

　──光明が泣いていて……ううん、違ちがう、先に泣いていたのは私だ。すごく悲しいことがあって、私、大泣きしながら光明を責めたんだ。光明のせいだ！　って。

　そうしたら光明が泣いて、そして私に謝ったんだ。

『……ごめん、ぼくにはなんでもできると思ってた……でも、できなかったんだ……』

　──何が、出来なかったんだっけ？　私たち、なんで泣いてたんだっけ？

　朋絵の記憶は、手のひらの上に載のった、柔やわらかいものの感かん触しよくと共に蘇よみがえってきた。

　そうだ！　縁えん日にちのヒヨコだ！　小学校四年生くらいのとき、私と光明で、縁日でヒヨコ買ってきたときのことだ！

　名前付けてかわいがっていたら、ある日急に、ぐったりしちゃって、それで光明が私に言ったんだ。『ぼくが元気にしてやる！』って自信満々で……。

　光明はいろいろ調べて、えさをあげたり、水を飲ませたりしたんだけど、結局そのままヒヨコは死んじゃって、私、光明を責めた。

『光明のせいだ！　光明が元気にしてくれるって約束だったじゃない！』

　──あの日から、光明はおとなしくなった。

　今まで授業で手を上げて発言して、人前に出て、なんでも先頭になってやっていたのに、そういうことをしなくなって、ただひたすら本を読むだけの根暗な男の子になっちゃった。

　成績は良かったけど、自分から何かをしようとは言い出さない変なヤツ、という目で見られていたから、中学校でも目立たないままだった。

　──光明は、ずっと思っていたんだ。

　自分にはできないことがある……自分はスーパーマンじゃない、自分は人の前に立って人を動かすような人間じゃないって。

　朋絵は、真行寺や華之宮と話を続けている光明の横顔を見て、ふっと微笑んだ。

　──でもね、光明。

　あなたが自分で自分のことをそう思いこんでいても、もう誰だれもあなたのことを、そんなふうに思っていないんだよ……。

　だって……あなたは、自分の価値を自分で決めちゃったんだから。




　歩き続けていた光明たちは、メイン会場に予定されている、中央公民館がある中心部の交差点にやってきていた。

　ここは樫森町の中心部であり、アーケードを連ねた商店が、旧国道の両側にずらりと並んでいる。

　その商店街をじっと見つめていた光明が、ゆっくりとつぶやいた。

「そうか……ここを使えば、実物モノポリーができるかもしれない……」

　すぐ横を歩いていた朋絵が、聞き返した。

「実物モノポリー？」

「うん、この樫森町のメインストリートに並んでいる商店をそのままモノポリーの物件にしてしまうんだ。店ごとに値段……この場合はポイントで評価して、店ごとにゲームをやって、勝ったほうがその物件の権利を手に入れるというのはどうかな？

　たとえば八百屋さんなら、大根の重さを見た目だけで計って、実際の重さに近いほうが勝ちとか、食堂なら早食い競争とか。そういったその店ごとに特色を生かした、そして樫森町の伝統や歴史にちなんだミニゲームを双そう方ほうの生徒で競きそってもらって、その結果で物件がどちらかの高校のものになるんだ」

「この商店街全部でそれをやるの？」

「いや、いくらなんでも店の数が多すぎるから、いくつかピックアップして、そこを物件にするのさ」

　光明の言葉を聞いていた真行寺が、興味深そうに答えた。

「ふむ、それは面おも白しろそうだ。入手した物件の数によって、勝敗が決まるわけだな？」

「あ、いえ、物件の数が、そのまま勝敗に直結するわけじゃありません。大きな要素になることは間ま違ちがいありませんけど……」

「それはどういう意味ですの？」

　光明は振ふり返ると、華之宮の前に広がる商店街のアーケードを指差した。

「ミニゲームによって物件の所有者が決まったら、今度は会長であるあなた方が、大きなサイコロを振って、実際にこの商店街を回るんです。

　敵の物件で止まれば、敵に規定のポイントを支し払はらう。逆に敵がこっちの物件に止まれば、こっちにポイントが入ってくるわけです」

「その辺は、ボードゲームのモノポリーと同じだな、つまり、ポイントが無くなれば物件を売りに出すしかない、というわけだ」

「ええ、でも、本当のモノポリーのように、独どく占せんするまで続けたのでは時間がかかりますし、面白くありませんので、そこにさまざまな要素を付け足すんです。

　たとえば、商店街の何箇か所しよかに、空白の場所を作っておいて、そこに来たら強制的にイベントカードを引く。

　そのカードには、物件が無む償しようで相手のものになったり、権利失効となってもう一度ゲームをやり直したり、というさまざまなアクシデントを用意しておくんです」

　光明の言葉を聞いていた芽衣が、笑いながら言った。

「貧びん乏ぼう神がみカードを引くと、貧乏神がついてきたりするんですね？」

　宇佐見があわてて、芽衣の袖そでを引っ張った。

「芽衣ちゃん！　それはモノポリーじゃないよ！　別のテレビゲームだよ」

「あら、そうだっけ？」

　光明は笑ってうなずいた。

「ああ、それは面白いね、そういうのもアリだ。モノポリーって名づけたけど、実際のモノポリーをそのままやるわけじゃない。モノポリーっぽい、ボードゲームというかスゴロクみたいなものにしたら、面白いんじゃないかと思うんだ」

　芽衣は、自分のアイディアが認められたのが嬉うれしかったのだろう、にこにこ笑いながら答えた。

「じゃあ、あれですね、貧乏神が勝手に物件を売ったり、スリの銀二が出てきて、お金……この場合ポイントですけど、これを持って行っちゃったり、とかもできますよね？」

「ああ、悪いことばかりじゃなくて、ラッキーな事が起きてもいい。とにかくそういったさまざまなアクシデントや駆かけ引きをしながら、この商店街を三周した時点で終しゆう了りようとなり、そのときのポイント数で勝利が決まるんだ」

　光明は真行寺と華之宮の顔を見て、言葉を続けた。

「樫森高校も桜川女子高も、今、一いつ生しよう懸けん命めい樫森町のデータを集めていますよね？　きっとこのゲームに勝つために総力をあげていると思います。

　でも、総力ってのは、そういう部分だけじゃないと思うんですよ。どっちの高校にも、きっと一芸に秀ひいでた人間がいるはずだと思うんです。学校の成績だけじゃなくて、それ以外の特技を持った人間です。そういった人間を探し出して、適材適所で戦うというのも、高校の総力だと思うんです」

　光明の言葉を聞いた芽衣が、目を輝かがやかせて言った。

「はい！　私、そういった話、ビジネス書で読んだことがあります！

　えーと、大昔の中国で、居い候そうろうを一いつ杯ぱい抱かかえていた人が、宝物を取り返して来いと言われて、居候の中にいた犬のように盗ぬすみの上手うまいヤツと、鶏にわとりのモノマネが上手いヤツを連れて行って、そいつらの特技で無事に宝物を取り返したって話……なんだっけ、ほら、鶏けい盗とう狗く鳴めいとかなんとか……」

　横についていた宇佐見がまた、袖を引っ張った。

「芽衣ちゃん、違ちがうよ！　それを言うなら「鶏けい鳴めい狗く盗とう」だよ。「鶏盗狗鳴」なら、鶏を盗んだら狗いぬが鳴いたって、ごく当たり前のことになっちゃうよ？」

「あ、そうそう、それそれ、鶏鳴狗盗ってヤツ！」

　真行寺が興味深げにうなずいた。

「うむ、確かに、我が樫森高校にも、さまざまな趣しゆ味みや特技を持った者がいる。それが生かせるのなら、言うことはない。今までの勝負は、いささか体力に傾かたむきすぎていた向きもあるからな。知識やスキルという部分で戦う、いわば文化部的な要素が入ることは、私も歓かん迎げいしたい」

「問題は、どんな才能や知識を生かせるのか、ということですわね。この商店街の店を物件に見立てる、そのモノポリー風のゲームは確かに面白いかもしれません。でも、そこで行われるミニゲームの内容が決まらないことには、適材適所もままなりませんわ」

　光明はうなずいた。

「わかりました。では今回の決戦は、樫森商店街実物モノポリーゲームで行うことにします。詳しよう細さいなルールと、物件となる店てん舗ぽのピックアップ、そしてその店舗で行われるミニゲームの内容については、草案の段階からお二人にお渡わたしして、それを叩たたき台にして詰つめていくという形を取りたいと思います。それでよろしいでしょうか？」

　真行寺と華之宮は、ちらっと視線を交かわした後でうなずいた。

「それでいい」

「結構ですわ」

　商店街のど真ん中で、樫森高校の真行寺と桜川女子高の華之宮たちが、光明の提案を受け入れていたその頃ころ。




　そこから少し離はなれた樫森城じよ址うしには、樫森高校と桜川女子高との合同調査チームが来ていた。

　樫森城址は町を見下ろせる小高い公園になっている。

　かつては天守閣があり、楢山城とその威い容ようを競きそったそうだが、明めい治じ維い新しん以降の廃はい藩はん置ち県けんの際取り壊こわされ、いまではわずかに残った石いし垣がきや記き念ねん碑ひが往時を偲しのばせるのみだ。

　樫森高と桜川女子高の合同調査チームが、この公園にやってきていた理由は、この記念碑にあった。

　公園のところどころにある石せき碑ひには、樫森町の歴史や、ここにあった城の概がい要ようなどが刻まれているのだ。

　図書館で郷土史を調べれば判わかることかも知れないが、石碑に刻まれている内容や、ひょっとすると石碑そのものが対決の題材になるかも知れないということで、彼らは公園の隅すみ々ずみまで歩き回ることになったのである。

　高低のある城址公園を半分ほど回ったところで、正午のサイレンが鳴った。

「しかし、これだけ歩き回ると、さすがに腹が減ってくるな」

「そうだなあ……おまえ、昼飯どうするんだ？」

「俺、弁当持ってきたけど？」

「あ、俺も。山仲は？」

「俺は持ってきてねえ。つーか、母ちゃん作ってなかったしな」

　そう言って、山仲と呼ばれた樫森高の生徒は肩かたをすくめた。

「山仲、妹がいるだろ。妹に作ってもらって、妹ルートに突とつ入にゆうしてたんじゃないのか？」

「お前はギャルゲーのやり過ぎだ。現実の『妹』ってのはそんなにいいもんじゃねえよ。つーか、あのバカ妹が台所に立ったところなんてみたことねえよ」

　実は彼が、楢山高校生徒会・二年生総代の山仲鹿しか子この、兄である。

　そうぼやきながら、ズボンのポケットを探さぐる。財さい布ふの中にはまだ少し小こ遣づかいが残っているはずだが……。

「お前ら、俺に弁当恵めぐんでくれね？」

「誰だれが分けるか」

「おととい来やがれ」

「だよなあ……しゃあない。下のコンビニにでも行ってくるか」

　と、樫森高の山仲が振ふり返ると、いっしょにこの公園を調べて歩いていた桜川女子高の女の子たちが目に入った。

　──俺らだけ飯の相談ってのも、変だよなあ、つーか聞いてみるか。

「俺、腹減っちゃってさあ。これからコンビニに行ってくるけど、君らはどうする？」

　すると、女の子たちは一いつ斉せいに持っていた包みや鞄かばんを掲かかげて、

「実は私たち、朝、炊たき出し訓練があって、みんなおにぎり持ってきてるんです」

「炊き出し訓練？　桜川にはそんな行事があるんだ？」

「はい。それで、今日のお昼は全員おにぎりなんです」

「なるほど、じゃあそれを食べるのか。つーか、何も持ってきてないのは俺だけなのか？」

　手ぶらで来てしまった自分は、もしかして準備不足だったのだろうか。ちょっと悲しくなった樫森高の山仲は、一人でコンビニに行ってこようと、歩き出した。

　そこに、ひときわ大きな包みを持った、一本みつあみの女の子が、

「あ、あの。もしお弁当ないなら、わ、わたし、おにぎり作りすぎちゃって。よかったら、いかがですか？」

「え？」

「わたし、会長に乗せられちゃって、というか、調子に乗っちゃって、というか、あの、おにぎりいっぱい作っちゃって。お椀わん使うとおにぎりって簡単に作れるんですね」

「ええと。会長とかお椀のことはよくわからんけど、おにぎり、分けてくれるのか？」

「は、はい！　いっぱいあるんです！」

　そういうと、一本みつあみの女の子は、包みを少し開いた。

　なるほど、大小さまざまなおにぎりが、ぎっしりだ。

「はー、こりゃたくさんあるなあ。食っていいのか？」

「おねがいします！　わたし一人じゃ食べきれません！　もったいないから、食べてください！」

「そうだろうなあ……じゃあ、もらうか。ええと……なんて名前だっけ？」

「あ、あの、わたし、秋野です、秋野茜あかねです」

「じゃあ、秋野さん、お言葉に甘えて、おにぎりいただくよ」

　そういうわけで、茜から分けてもらったおにぎりは、大きさもまちまちだし、丸でも三角でもないいびつな形だった。

　しかし、大きく口を開けて、かぶりつくと。

「お。鮭しやけ？」

「はい」

「やっぱり、おにぎりの具は鮭だよな、うん」

「鮭、お好きなんですか？」

「あ、いや。うちが三代続いてる魚屋だからな」

「へえ、そうなんですか。うちは三代続いてるサラリーマンの家です」

「……サラリーマンって跡あとを継つぐものなのか？」

「あれ？　違ちがいましたっけ？」

　そんな話をしつつ、樫森高の山仲は次のおにぎりに手を伸のばす。そのとき。

「なんでお前が、女の子から手作りのおにぎりもらってるんだ!?」

「そうだ。お前にはコンビニのツナマヨおにぎりがお似合いだ！」

　早くも弁当箱の半分ほどを空にした、樫森高の仲間たちが乱入してきた。

「俺らにもよこせ！」

「ばかやろう、秋野さんの鮭のおにぎりは、魚屋の面めん目ぼくにかけてやらんぞ」

　そんないやしい睨にらみ合いが始まると、他ほかの女の子たちが、

「じゃあ、もしよかったら、こっちのおにぎりはどうですか？」

　と、自分たちのおにぎりを差し出した。

「おおっ、是ぜ非ひいただきます」

　すると現金なもので、差し出されたおにぎりの方に、次々と手が伸びていく。

「自分の弁当持って来といて、なんて奴やつらだ。欠食児童かよ」

　樫森高の山仲のつぶやきに、茜が、

「あの、山仲さんも……きれいなおにぎりの方が、よかったですか？」

　確かに見れば、茜のおにぎりよりは、他の女の子たちのおにぎりの方がずっと形が整っている。だが、山仲は。

「いや、俺は少し形が崩くずれても、鮭がたくさん入った、こっちのおにぎりの方がいいな」

　といって、茜のおにぎりをまた口に運ぶ。

「はいっ、大好きなんです！」

「は？」

　握にぎり拳こぶしを作って叫さけんだ茜の声に、おもわずおにぎりを落としそうになる。お腹なかから出した、大きな声だった。

「え、あ、あの、鮭が！　鮭が好きなんです！」

「あ、ああ、鮭が、か。そうだよな、鮭、うまいよな」

　──ああ、びっくりした……つーか、目の前で女の子に『大好き』って言われると、心臓に悪いな……。

　そんなことを思いながら、樫森高の山仲はまた、ちょっと鮭のはみ出したおにぎりを、頰ほお張ばった。

　一方、商店街の近くにある中央図書館の中では、各高校のデータ収集班が、樫森町の物流や商業の歴史について、郷土史や、古老の聞き書きなどをまとめた本を並べて、各時代の変へん遷せんについて、データを書き写し、まとめていた。

　本俵の手伝いをしていた麻衣が、机の上にあった分厚い郷土史の本を抱かかえ込んで、本俵に言った。

「ボク、この本を戻もどしてきますね！」

「ん？　いや、いい、いいから。そんな重い本、あとで俺が片付けておくから、君は自分の資料のまとめを進めてくれれば……」

「いえ、ボクが持ってきた本ですから、ボクが返さないと……それに、今日は本俵さんのお手伝いをするって決めたんですから気にしないでください！」

「あ、ああそうか、じゃあ頼たのむ……」

「はい！」

　にっこり笑って首を振ふった麻衣と、照れたようにうなずく本俵の二人を、机の向かいから見ていた大西は思わず足をじたばた、と振ってしまった。かろうじて音を立てなかったのは、一応、桜川女子高生徒会『桜会』の一員であるという矜きよう持じのなせるわざ、だろうか。

　──くぅうううう！　けなげ系の年下美少年のさりげない心こころ遣づかいと、野や獣じゆう系けいの朴ぼく訥とつな兄貴の不器用でそれでいて相手を気き遣づかうさりげない会話！

　これよこれ！　私が求めていたのは、これなのよ！　このシチュエーション！　この『タメ』があってこそ、思いが募つのり、ほとばしる愛の交こう歓かんの場面が引き立つのよ！

　先にリミッターを超こえるのは、これは美少年の方よね。野獣が我が慢まんできなくなっては、それはただのガチホモ！　そんなことではお話にならないわ！　ＢＬの真しん髄ずいは、いたいけな美少年が、愛の力で野獣を押し倒たおすところにあるのよ！　あ、もちろん、物理的に押し倒すのではなくて、心理的に押し倒すのよ。そこが重要なんだから！

　大西が脳内に『その後の展開』を、ああもあろ、こうもあろ、と思い浮うかべているとは気づきもしない麻衣は、郷土史の本を両手で抱えて席をあとにした。

　──やっぱり本俵さんは、いい人なんだなあ。

　確かにこの本、ちょっと重いけど、ボクのかわりに運ぶって言ってくれるんだもん。うん、やっぱりいい人だよ。

「……芽衣ちゃんやリタちゃんはあんな事言ってたけど、ボクは本俵さんって、優やさしくて格好いいと思うんだけどなあ」

　と、思わず呟つぶやいた、瞬しゆん間かん。

　急に顔中が、熱くなったような気がした。

　──えっ！　ええっ!?　いまの、なに!?

　ボ、ボクどうしたんだろ？　本俵さんのこと、考えたら、急に顔、熱くなってきたっ。それに、なんか喉のどかわいてきたし！　なになに、なんで、どうして!?

　突とつ然ぜんのことに混乱しつつも、郷土史などが収められている本ほん棚だながある通路にやってきたとき。

　本棚の向こうでなにやら話をしている声が耳に入ってきた。

「……の本俵先せん輩ぱいが……子って……あれ、男の子だろ？」

　──え？　本俵先輩って、あの本俵さんのことだよね。

　本俵の話題だと気付いて、麻衣は思わず本棚の陰かげに隠かくれて、聞き耳を立てた。

　そっと、本棚の隙すき間まからその向こうを透すかし見る。

　そこにいたのは、樫森高校の制服を着た、麻衣と同じ年くらいの男子高校生たちだった。

「えーっ？　違ちがうだろ？　あの子は楢山高校の生徒会の子で、女の子だって話だぞ？」

「いや、だって、本俵先輩って、女に興味が無いってもっぱらのウワサじゃん」

　──え？　女の子に興味が無いって……どういうこと？

　麻衣は息を止めて、じっと彼らの話に集中した。

「だってよ、本俵先輩はうちの高校の図書室で、稲いな垣がき足たる穂ほの『少年愛の美学』とか、そういった本ばかり、山のように借りたことがあるらしいぜ？」

「稲垣足穂は俺も読んでるぜ。『一千一秒物語』とか……」

「ああ、あれはファンタジー・ショート・ショートみたいなものだろ？　そっちのケが無くても普ふ通つうに読めるけど、本俵先輩が借りたのは『少年愛の美学』だぜ『少年愛の美学』。ほかにも『ヴェニスに死す』とか、そういった、美少年を愛する本ばっかり。

　こりゃあ、どうみても、本俵先輩に、そっちのケがあるとしか思えないぜ？」

　さっきまで真っ赤だった麻衣の顔は、真っ青になっていた。

　──そ、そっちのケ、って、それって本俵さんって、男の子しか好きにならないってこと!?

　あまりのショックに、郷土史の本を取り落としそうになったが、辛かろうじて抑おさえる。

「じゃあどうして、あの子が一いつ緒しよにいるんだ？　俺は見覚えあるけど、あの子、うちの高校と楢山城で戦ったときに、ミニスカ姿だったぞ？」

「ミニスカだから女の子、って決まったわけじゃないぞ、世の中には『こんな可愛かわいい子が女の子のはずがない』という有名なセリフだってあるくらいだ」

　樫森高校の生徒たちの言葉を聞いていた麻衣の脳内で、いろんなことがぐるぐる回りはじめていた。

　──本俵さんが、女の子に興味が無いって……それって本当なの？

　そういえば、はじめて助けられたとき、ボク、学生服着ていたよね。

　あ、でも、二回目のときはいつもの制服よりも短くしたミニスカートだったはずだよ！　それに、あのとき、ボクはちゃんと『ボクは女の子です！』って言ったような気がするんだけど……。

　本俵と顔を合わせた時のことを思い出しながら、麻衣は、どこがまずかったのだろうと考えた。

　──ちゃんとボクは、女の子に見えていたはずなのに……。

　もしかしたら、この、自分のことを『ボク』って呼ぶ、この口くち癖ぐせと、いつもジーンズをはいているのが悪いのかな？

　芽衣ちゃんの言うとおり、中の見えそうなミニスカートで、もっと勝負をかけるべきだったのかな……って、なんの勝負するつもりなのさ、ボクは!?

　混乱しつつも、麻衣は自分の服装を見直してみた。

　──ミ、ミニスカートはともかく……この格好じゃあ、男の子に見えちゃっても、仕方ないよね……。

　本俵さんだって、きっとボクのこと、女の子だって見えてないよね……。

　本俵さんが、本当に男の子が好きだって言うのなら……それでもいい。それならボクは、ずっとこのままでいたい。そうすれば、きっとあの人は、今と同じようにボクを優しい目で見てくれる。

　でも……それは、ボクの本当の姿じゃない、ボクは女の子なんだ。

　──ボク……本俵さんに嫌きらわれたくない……どうしよう？　ボクはどうすればいいんだろう？

　麻衣が、本を抱かかえたままその場にうずくまったとき、麻衣のシャツの胸ポケットに入れてあった携けい帯たい電でん話わが振しん動どうし始めた。

　図書館の中に入るときにマナーモードにしておいたので、呼び出し音は鳴らない。

　麻衣は、あわてて携帯電話を取り出して相手を確かく認にんした。

　──芽衣ちゃんからだ。なんだろう？

　辺りを見回した麻衣は、携帯電話の保留ボタンを押して、本を棚たなに戻もどすと、急いで閲えつ覧らん室しつを出た。

　閲覧室から出たところにある、ソファーと自じ動どう販はん売ばい機きのある休きゆう憩けいコーナーにやってきた麻衣は、そこで保留を解除しようとしたが、電話はもう切れていた。

　──芽衣ちゃんは、待つのが嫌いだからなあ。

　麻衣は、小さく、ふう、とため息をつくと、リダイヤルボタンを押して携帯を耳に当てた。

　三回目の呼び出し音が鳴り終わる前に、電話の向こうで芽衣の声がはじけた。

『遅おそいよ麻衣ちゃん！　なんで電話に出ないのよ！』

「だって、ここ、図書館だよ？　その場で話なんかできるわけないじゃない」

『あ、そうか、そうだっけ……ごめんごめん、ころっと忘れてた』

「何かあったの？」

『え、あ、そうだ、えーとね、所副会長のゲーム企き画かくが決まったの。それでね、具体的な企画に必要だから、樫森町のデータのとりまとめが終わったなら、そこを切り上げて、駅に来てくれって！　要するに撤てつ収しゆうってことね、一緒にいる山仲さんにも伝えて！』

「えっと、他ほかの高校の人たちはどうするの？」

『樫森高校と桜川女子高の生徒さんたちには、それぞれの生徒会長から連れん絡らくが行くと思うわ。だからそのまま麻衣ちゃんたちだけ帰ってくればいいよ！』

「うん、わかった……」

『駅前に、美味おいしいお団子屋さんがあるって中矢さんが言っていたから、そこでお団子食べよう！　早くおいで！』

「うん！」

『じゃあね、待ってるから！』

　そう言って、芽衣からの電話は切れた。

　──お団子か……中矢先せん輩ぱいのオススメということは、きっと美味しいんだろうな。

　そんなことを考えながら携帯電話を折りたたんだとき、目の前に本俵が現れた。

　その手に同じように携帯電話を持っているところをみると、さっき芽衣が言ったように、真行寺からの指示が来たのだろう。

　麻衣は思わず本俵の前に飛び出していた。

　そして、休憩コーナー中に響ひびくような大きな声で、

「あ、あのっ！　本俵さんって、男の子が好きだって、本当ですか!?」

「え？」

　本俵には、麻衣の言っている言葉の意味が判わからなかった。

　彼の持っている携帯電話の液えき晶しようのバックライトが消える。

　麻衣が続けて叫さけんだ。

「……男の子が好きなら、ボク、男の子になります！」

　自分を、まっすぐに見つめるその真しん摯しな視線から、本俵は目を逸そらすことが出来なかった。そして、理解も、出来なかった。

　──な、なんの話だ!?

　携帯電話を持ったまま、その場に固まった本俵の周りには、休憩コーナーに並んでいる自動販売機のコンプレッサーの低い唸うなりだけが響いていた。

　本俵の口が少しだけ、開いた。ぽかんと。

　次の瞬しゆん間かん。

　麻衣は我に返った。

　──うわあああ、ボクって馬ば鹿かだ！　大馬鹿だ！　いきなり何でこんなことを言っちゃったんだろう！

　麻衣は耳の先まで一気に真っ赤になった。

「あ……いえ……その……ごめんなさい！　今の……忘れてください！」

　麻衣はぴょこん！　と頭を下げ、それだけを言い残すと、脱だつ兎とのごとく逃にげ出した。

「あ、おい、ちょっと待ってくれ！」

　本俵の呼び止める言葉を、麻衣は聞いていなかった。

　閲覧室に戻ってきた麻衣は、山仲に切り上げるように連絡が来たことを告げ、『ちょっと用事がありますので、先に駅前に向かいます』と言い残して、そそくさとその場を後にした。

　戻ってくる本俵と顔を合わせないように、閲覧室の裏にある階段を使って一階のロビーに降りた麻衣は、そこに人ひと影かげがないことを確認して、大きくため息をついた。

　──ボクって馬鹿だ、サイテーだ！　きっと本俵さんは、あきれ果ててるか、大笑いしているに違ちがいない。

　そうか、これが『黒歴史』ってやつなんだ……。

　ああ……逃げたい。逃げ出したいよ……。

　そうだ、尼あま寺でらにいこう。尼に僧そうになって、菩ぼ提だいを弔とむらいながら毎日を静かに過ごそう。誰だれも死んでないけど。

　もう、泣きたい。泣けばさっきのことがなかったことに出来るのなら、もう思いっきり泣きたい。

　けれども、麻衣の口からこぼれ出したのは泣き声ではなく、あはは、と力のない笑いだった。

　と、そのとき、二階の閲覧室から、大勢の人間が出てくる気配がした。

　どうやら樫森高校と桜川女子高の生徒たちも全員撤収するように指示を受けたらしい。

　──そっか。ボクも、いかなきゃ、ね……。

　麻衣は、あわてて中央図書館を飛び出した。




　さて。

　光明が、樫森町で行われる樫森高校と桜川女子高の対決ゲームの企き画かく書しよの草そう稿こうを書き上げたのは、月曜日のことだった。

　放課後の生徒会室で、光明が朋絵や山仲たちにプリントアウトした企画書を読ませながら解説していた。

「えーと、ゲーム内容は樫森町で、真行寺くんと華之宮さんに話した『実物モノポリー』だ。

　このゲームは、前半と後半の二部構成に分かれており、前半戦は、樫森商店街にある実在の商店を物件に見立て、その権利を競せって、各店てん舗ぽごとで行われるミニゲーム。そして後半戦は、商店街の店舗の権利者が決定した後に行われる、ポイントの争そう奪だつ戦せんだ。

　この後半戦では、樫森高校の真行寺くんと、桜川女子高の華之宮さんがサイコロを振ふって、マス状に区切られた商店街のアーケードを回ることになる。

　ミニゲームで獲かく得とくした自分の物件のマスに止まれば、そこでチャンスカードを引く。しかし、相手側の物件のマスに止まれば規定のポイントを支し払はらい、そこでアクシデントカードを引かねばならない。

　チャンスカードには『相手の物件が無条件でこちらに来る』『ボーナスポイント支給』という有利なカードが、そしてアクシデントカードには『物件が取られる』『物件が白紙化され、再度ミニゲームで取り合う』『ポイントを失う』『貧びん乏ぼう神がみがつく』などの不利なカードが用意されているわけだ。

　この貧乏神は、一周する間、もしくはどこかの物件で『おはらいカード』を引くまで、ずっとついてきて、止まったマスが自分たちのものか、相手のものかに関係なく、マスに止まればその場でアクシデントカードを引いてくる……」

　芽衣が、顔をしかめた。

「うわ、嫌いやなヤツですねえ、その貧乏神って……誰がその役をやるんですか？」

　光明はにっこり笑って答えた。

「うん。君たち、つまり芽衣ちゃんと麻衣ちゃんの二人にやってもらおうと思うんだ」

　あまりにあっさりと、爽さわやかに答えたので、説明を聞いていた一同が「ああそうか」とうなずきかけてから、

「私ですか！」

「ボクですか！」

　さすがは双ふた子ごである、二人の返事はきれいなユニゾンになった。

「こういう嫌な役目は、可愛かわいい女の子がやるからいいんだよ。小こ悪あく魔まっぽいイメージでね。俺とか霧島とかがやったらシャレにならない」

　朋絵がうなずいた。

「確かに、霧島君がその役をやったら、樫森高校の生徒とかと本気でケンカになりかねないものね……」

「副会長や会長がおっしゃりたいことは、判りますけど……」

　どうやら麻衣は、貧乏神という役に納なつ得とくがいかないようだ。眉み間けんにちいさな皺しわを寄せて、首をかしげている。

　樫森町から帰ってきてから、ずっと麻衣は元気がない。

　光明の言葉の中にあった『小悪魔』というキーワードが気に入ったのもあって、芽衣は麻衣の気分を引き立てるために、少し大げさにはしゃいでみせた。

「うーん、そっか、小悪魔ね。うん、いいかも！　コスチュームも、貧乏神っぽくじゃなく、小悪魔っぽくすれば、きっと受けるわね！　黒のゴスロリっぽい衣装で、ミニスカに、フリフリのペチコートはいて……麻衣ちゃんもそうしようよ！　お祭りなんだし、たまには女の子っぽくさ！」

　ぐさり。

〝女の子っぽい〟が麻衣の中の黒歴史の封ふう印いんを貫つらぬいた。

「女の子っぽいボクじゃ……ダメなんだ……ダメなんだよ、芽衣ちゃん……」

「麻衣ちゃん、どうしたの？　何かあったの？」

　うつろな瞳ひとみで、中空を見つめ、なにやらつぶやいている麻衣と、それを揺ゆさぶる芽衣を見て、苦笑を浮うかべながら山仲が聞いた。

「で？　ミニゲームはどんなものになったんですか？」

「うん、それも一応決めてきた。この後、樫森町商店街とか、イベントの立ち上げを手伝ってくれるＯＢの人たちと話を詰つめないと、このとおりできるかどうかまだわからないけどね」

　光明はそう言うと、一覧表を開いた。




「山仲鮮せん魚ぎよ店てん」

　・魚へんの感字テスト。

「銭湯・樫かし葉わ湯ゆ」

　・定温がまん大会。

「ブティック・ライラック」

　・女装男装ファッションセンス・コンクール。

「神しん明めい神社境けい内だい」

　・郷土の宝物を探せ！　宝探し。

「ウサギヤ」

　・ショッピングカート集め。

「仕出しの山やま善ぜん」

　・デリバリー競争。




　一覧表を読んだ朋絵がつぶやいた。

「ゲームの内容が読んだだけでわかりそうなものと、わかんないものがあるわね……。

　この銭湯でやる、定温がまん大会ってどんなものなの？」

「熱いお湯でがまんするのは、身体からだにもよくないから、熱く感じるお湯にして、どっちが先に首まで浸つかることができるのかを競きそうのさ。まあルールについては、別にまとめたから、それを読んでもらえばわかるよ」

　光明はそう言うと、立ち上がった。

「さて、じゃあ、ちょっと出かけてくる」

「どこに行くの？」

「藍山さんのところさ。樫森町の商工会議所の人とか、楢山城攻こう防ぼう戦せんと桜川町水すい雷らい艦かん長ちようゲームのときにイベントを運営してくれたＯＢの人や、あとテレビ局の制作の人とかと打ち合わせをするんだ。

　このイベントが、成功するかどうかってのは、実のところ俺の企き画かくの善し悪あしよりも、そういった送り手の人の努力しだいだからね……」

　光明はそこで言葉を切ると、肩かたをすくめてみせた。

「実際のところ、もし、俺に才能があるとしたら、それは、俺が自分で何かをする才能じゃなくて、才能ある人を集めて、その力をいかに使うかという才能だろうね……あんまりカッコ良くないけど……」

　朋絵は首を振ふったあとで、にっこり微笑ほほえんだ。

「ううん、違ちがうと思うな。それって、監かん督とくのカッコ良さだと思うよ。映画なら、役者さんにみんなが注目するし、スポーツでも注目を浴びるのは選手だわ。でもね、どっちも監督がいなくちゃはじまらないのよ。

　カッコイイ俳優にあこがれたり、カッコイイ選手になりたい、って思う人がいるように、名監督になりたいって思う人がいてもいいじゃない。

　私、思うんだけど……有名俳優や有名選手になるより、名監督になるほうが難しいんじゃないかな？　だから、そういう才能があるって、すごいことだと思うな」

　光明は照れたようにうなずいた。

「ありがとう……君に褒ほめてもらえると、少し自信が出てくる」

　朋絵は笑いながら胸を張った。

「安心して！　私、本当に、心の底から光明のこと尊敬しているんだよ。

　自分のことを、俺はスーパーマンだってうぬぼれている人は、世の中にいっぱいいるけど、自分はまだまだスーパーマンじゃない、もっと努力しなくちゃ！　って、そんな風に自分を思える人って、そんなにいないと思うんだ。

　私の言葉で、自信をつけてくれるなら、いくらでも褒めてあげる！　だから、胸を張って、打ち合わせに行ってきて！」

「うん、わかった……じゃあ、後は頼たのむ」

　光明は照れたような顔で、そう言うと、生徒会室を出て行った。

　見送った朋絵を見て、芽衣がつぶやいた。

「……そうか、ああやって亭てい主しゆを操縦するのが、賢かしこい奥さんなのね」

「操縦なんかしてません！　亭主でもありません！　馬ば鹿かなこと言ってないで、このミニゲームの企き画かく書しよをコピーして来なさい！」

「はーい！」

　芽衣は、ちろっと舌を出して、生徒会室から逃にげ出した。







[image: 第五章　はじまった戦い]




　どどん！　どん！　どん！

　樫森町の北にある『香か貫ぬき山やま』と呼ばれる、小高い山のてっぺんから打ち上げられる花火の破は裂れつ音おんが、樫森町の上空に響ひびき渡わたった。

　きれいに晴れ上がった秋の空に浮うかんだ花火の白い煙けむりが、形を崩くずしながらゆっくりと流れていくのが見える。

　樫森町の商店街の中心部にある中央公民館は、本日行われる樫森高校と桜川女子高の高校対決イベントのメイン会場になっていた。

　駐ちゆう車しや場じようには、過去二回の高校対決のときと同じように、大型のモニターが並んだ特設ステージが作られていた。

　中央の巨きよ大だいスクリーンには、ミニゲームが行われている各所の物件に設置されたテレビカメラの映像が映し出され、スピーカーからはその光景を実じつ況きよう中ちゆう継けいするアナウンサーの声と解説者の解説が流れるようになっている。

　一つの会場で、目の前の一つのゲームしか見ることができない、という不満をなくすためにテレビカメラが各ミニゲーム会場に配置されており、町内のどこのミニゲームが行われている会場でも、他ほかの会場で行われているゲームの進行状じよう況きようを見ることができる。

　メインスクリーンには、その中で最も盛り上がっている会場の光景が映し出されるのである。

　その特設会場のメインスクリーンの裏手には、その各会場のテレビカメラが映している映像の中で、どれをメインスクリーンに映し出すのかを選せん択たくし、各カメラマンに指示を与あたえるサブディレクターが、中ちゆう継けい車の中でカメラとインカムのテストを行っていた。

「はい、次は三カメ、ブティック・ライラックの嬉うれし野のくん！　どう、インカム聞こえてる？　聞こえてたら、カメラ縦に振ふって！」

　サブディレクターの前に並んだマルチモニターの画面の一つが縦に揺ゆれた。

「はい、オッケー！　あと一時間でゲームスタートだからね。そこの中継が入るのは、それから三十分後で、ゲームの解説が終わったらＶＴＲに切り替かえて、着き替がえとか服を選んでるところとか、後で番組構成できる素材をがっちり撮とっておいてくれよ。一いち巡じゆんした後で、審しん査さのときにまた中継繫つなぐから」

　画面がもう一度縦に揺れた。

「はいオッケー！　音声繫げたらまた呼び出すからね、よろしく！」

　各カメラマンと手て馴なれた様子で映像回線をつないでいくサブディレクターを見て、メインモニターのマルチ画面の切り替えを確かく認にんしていた、二十代半ばの若いアシスタントディレクターがつぶやくように言った。

「今回も、前回と同じくらい視し聴ちよう率りつの数字が取れるといいんですけど、どうでしょう？」

「ん？　ああ、初回の楢山城攻こう防ぼう戦せんは、日曜の午後四時なんて中ちゆう途と半はん端ぱな時間に放映されたのに結構な数字を取ったし、桜川女子高との決戦は、特番でやったら二十五パーセント行ったからな、今回も行くんじゃないか？　ってんでプロデューサーは鼻息荒あらいけどな」

　アシスタントディレクターは、ニヤニヤ笑いながら答えた。

「セーラー服の女子高生と、ブレザー姿の女子高生が本気で町の中を走り回る、なんて映像はなかなかお目にかかれませんからね」

「まあな。前回のあれは素材も良かったんだけどな……まあ素材で言えば、この高校決戦ってのは企き画かくの勝利かもしれねえな……ここ最近、こういった素人しろうとの参加する番組ってなかったからな……」

　若いアシスタントディレクターは怪け訝げんな顔になった。

「そういえば、俺が小学生の頃ころって結構ありましたよね、こういった視し聴ちよう者しや参加番組。ほら『アメリカ横断ウルトラクイズ』みたいな番組。いつの間にか無くなっちゃいましたけど……」

「ああ、なんでかというとだ。一言で言うと手間が掛かかりすぎるんだ。シロウトを使うと、一発で使える絵が取れるわけじゃないから長回しになって、後で映像編集に時間が掛かるし、予想外のハプニングが起こる可能性だってある。

　そういうときに、タレントなら問題が起きても所属事務所とのなあなあで話がつけられるだろう？

　タレントや芸人をひな壇だんに並べて、適当に面おも白しろおかしいトークさせておけば数字が取れるなら、誰だれがめんどくさいことなんかするもんか。楽して番組作れるならそれに越こしたことはない……と、みんなが考えるようになっちまった、というわけさ。

　面白い企画があっても、上が認めねえ。返ってくる言葉は『リスクが大きすぎる』と『視聴率が取れる保証がない』の決まり文句だ。

　リスクが少ない、数字が取れそうな企画しか通らねえから、みんな二に番ばん煎せんじと、他局の構成をトレースしたようなデッドコピー番組ばかり。

　ひな壇のタレントのギャラだけで作れるから、制作費は安いし、台本なんざあってないようなものだから、構成作家に払はらう金も少なくてすむし、なんと言っても作る側が楽できる……」

　サブディレクターは、椅い子すの上で姿勢を変えると、再びインカムを頭にかぶってコンソールを操作した。

「おう、音声が入ってきた。今日はミキサーのご機き嫌げんがいいみたいだな……まあ制作会社の俺たちが苦労したからって、それが数字に出るという保証はどこにもないわけだよ。

　いい番組を作っても、結果が出なけりゃ評価はしてもらえねえ。次から仕事を請うけ負おう金額が下げられちまう……でもよ、守りに入っちまうと、後は斜しや陽ようの坂道を転がり落ちるだけだ。ここらで踏ふん張って、攻せめに出ようってプロデューサーもいることはいるんだぜ」

「この番組のプロデューサーみたいな人ですか？」

　サブディレクターはにやっと笑った。

「ああ、そうだ。俺も常つね日ひ頃ごろ同じようなことを考えていたんだ。このままじゃテレビは映画の二の舞まいだ、とな……だから、まあ、こうして半分ボランティアみたいなギャラで仕事しているんだけどな……さて、開始十五分前だ。中継が始まる前にもう一回ぐるりとカメラをまわって、モニターテストをやっておくか……」

　サブディレクターがそう言って、コンソールの切り替えスイッチを動かし始めたその頃。

　中央公民館の中の大会議室では、真行寺と華之宮、そして光明と朋絵が、室内に設置されている八つの液えき晶しようモニターに映る、ミニゲームの準備をしている映像を見ていた。

　腕うで時ど計けいを見て、真行寺がつぶやいた。

「開始まで、あと十五分か……」

「皆みなさん、緊きん張ちようしていなければいいのですけど……」

「こうやって、テレビカメラに映されている、と考えると緊張しないわけにはいかないからな……とはいえ、我々樫森高校は、それぞれのゲームに向いている人材を選び出すことに成功したからな。楽勝だ」

　そう言って胸を張る真行寺を見て、華之宮も負けじと胸を張った。

「その言葉、そっくりお返ししますわ。適材適所なら、我が桜川女子高も負けませんわ。我が高校の人材の厚さにあなたが驚おどろく顔は、きっと見ものでしょうね」

　真行寺と華之宮の視線が火花を散らした、そのとき、会議室の中にアナウンサーと解説者が入ってきて、中ちゆう継けいブースの席に座った。

　インカムをつけたアシスタントディレクターが、中継ブースのマイクのテストを始めるのを見て、朋絵が聞いた。

「イベント会場に中継するだけじゃなくて、テレビ中継もやっているんでしょう？」

「うん、ＵＨＦの地方局の番組だけど、生中継が入っているんだ。それとは別に、ＶＴＲ取材も入っていて、そっちはドキュメンタリーみたいな番組で全国放送するそうだよ。ほら、ちょっと前に君の家で一いつ緒しよに見ただろう？　楢山城攻防戦のドキュメンタリー番組……」

　朋絵は、家のテレビに大写しになった自分の顔を思い出して顔をしかめた。

「ああ、あれね。私の変な顔が、日本中に公開されちゃった番組……」

「ちっとも変じゃなかったよ。弓をいるシーンなんか、カッコ良かったじゃないか。あれで君のファンになったって人の話をいろんな所から聞くけど？」

　朋絵は光明をにらんだ。

「なに言ってるのよ！　光明だって楢山高校の諸しよ葛かつ孔こう明めいとか言われて、女の子のファンがどっと増えたってもっぱらのウワサじゃない！　この間も、街で女子中学生に囲まれて鼻の下伸のばしてたくせに……」

「いや、あの子たちは共学校が残って欲しいから頑がん張ばってくれって言いに来ただけだよ」

「ふーん……どうだか？」

　朋絵が横目で光明をにらんだとき、会議室の中の照明が一いつ斉せいに点灯し、フロアディレクターの声が飛んだ。

「はい！　本番中継五分前！　スタンバイよろしく！」

　やがてタイムキーパーの秒読みが始まり、カメラがぐーっと司会者と解説者に寄ったところで番組がはじまった。

「過去に二回お送りした、地方高校の統とう廃はい合ごうをかけた高校対決！　ついに今回、その決勝戦が、この樫森町で行われることになりました！　勝った高校は存続し、負けた高校はその長い伝統に幕を下ろすことになります！

　第一回の城しろ攻ぜめ戦国バトル、二回目の水すい雷らい艦かん長ちよう遊ゆう撃げきバトルと続いた高校対決は、今回少し趣しゆ向こうが違ちがいます。ミニゲームとスゴロクを組み合わせ、樫森町全体を使ったリアルモノポリーということですが、果たしてどういうことなのでしょうか？　今回の企き画かくについて、ボードゲームとマネーゲームの評論家、黄こ金がね太ふとし先生に来ていただきました。先生、よろしくお願いします」

　アナウンサーがそう言って頭を下げると、横に座っているスキンヘッドの、見覚えのある眼光の鋭するどい中年男が同じく頭を下げた。、

「よろしくお願いします」

「えーと、戦国バトルのときは、赤あか銅がね太ふとしさんでしたよね、前回の水すい雷らい艦かん長ちようのときは黒くろ鉄がね太ふとしさん、で、今回は黄金太さんですか？」

「ええ、はい、私は全部で七色のペンネームを使い分けております。今回のゲームは、ボードゲームのモノポリーを下した敷じきにしたゲームということで、ボードゲーム評論家である肩かた書がきと、経済的な駆かけ引きを考えて、マネーゲーム評論家としての肩書きで、解説を行いたいと思います」

「一人二役、ご苦労様です。さて、モノポリーというボードゲームは有名ですが、ご存じない方もいらっしゃると思いますので、まずどんなゲームなのかについて簡単にご説明願えますでしょうか？」

「ええ、モノポリーは一種の投資ゲームですが、ルールの解説をしているとそれだけでかなり時間が掛かかりますから、概がい要ようだけをご説明しましょう。まず、これがモノポリーのゲームボードです……」

　解説者はそう言うと、テレビカメラの前にゲームボードを広げて見せた。

「この四角いボードの縁ふちが、マス目になっているのがお分かりでしょうか？　これがいわゆる物件ですね。

　プレイヤーは、このゲーム盤ばんの上を回りながら、この物件を買っていくわけです。

　『モノポリー』とは『独どく占せん』という意味です。その名のとおり物件の上に建物を建てたり、同じ色の物件を買い占しめたりして収入を増やし、最終的にこのボード上の物件を独占するか、他ほかのプレイヤーを破産に追い込んで、最後の一人になってしまえば勝ちです……」

　解説者は机の上においてあった、別のフリップを立てた。

　モノポリーと同じように縁に四角くマス目が区切られているが、上と下だけで左右の縁にはマス目がない。

「さて、これが今回行われる、樫森商店街モノポリーの概がい念ねん図ずです。実を言うと、これは商店街そのままなんですね。真ん中は道路なんです。つまり、道路をはさんで、向かい合わせに商店が並んでいる様子を略図にしたものなんです。この上のマス目と下のマス目は、商店街の商店を意味しています。ここに書いてありますけど、たとえばこのマス目は山仲鮮せん魚ぎよ店てん、隣となりは銭湯の樫葉湯、こっちはブティック・ライラック、となっていますね。神明神社も入ってます。

　これからそれぞれの場所で、それぞれの物件、つまりお店や場所の特色を生かしたミニゲームが行われます。樫森高校と桜川女子高は、この物件の権利を賭かけてそのミニゲームに挑ちよう戦せんするわけです」

「つまり、陣じん取とり合戦みたいなものですね？」

　アナウンサーの言葉に、解説者はうなずいてみせた。

「ええ、まさにそのとおりです。物件ごとにポイント数が決まっておりまして、勝ったほうにそのポイントが加算されていきます。

　そしてミニゲームが終しゆう了りようし、すべての物件の所有者が決まったところで、いよいよ生徒会長がサイコロを転がして、この商店街を回るわけです。敵の所有する場所に止まると、悪いことが起こるアクシデントイベントカードを引きます。自分の所有する物件で止まれば、良いことが起きるチャンスイベントカードを引きます。

　カードの内容は引いてみなければわかりませんが、このときに取得したポイント数が大きくものを言うとのことです。

　三周した時点で総決算を行って、ポイント数の多い方が勝つわけです」

「本物のモノポリーっぽくなるのは、物件の権利を賭けたミニゲームが終わってから、というわけですね……」

　アナウンサーはそこで言葉を切ると、フロアディレクターの出しているボードにちらっと視線を投げてから話題を変えた。

「あ、どうやら各物件でミニゲームが始まるようです。このメインモニターに映っているのは、これはどうやら鮮魚店のようですね。

　山仲鮮魚店でしょうか？　現場にレポーターの中なか村むらアナウンサーが行っておりますので、呼び出してみましょう。鮮魚店の中村さん？　聞こえますか？」

　モニターの中の女性レポーターの声が聞こえた。

『はーい、こちらは山仲鮮魚店の店先です。こちらは、創業は今から約七十年前、三代続いて、この樫森商店街で鮮魚店をやっているそうです』

「老舗しにせなんですねえ」

『店は古いですけど、扱あつかっている魚は新しいものばかりだ、と店のご主人はおっしゃっていました。魚屋さんですからね、あまり古い古いというと、さしさわりがありますので』

「それもそうですね。さて、そこではどんなゲームが行われるんですか？」

『えーとですね、ここで行われるのは、感字テストです。漢字ではありません、感字です』

「感字？　どういう意味ですか？」

『詳くわしいことは、審しん判ぱん員いんの方に説明してもらいましょう。どうぞ、こちらの方が、この山仲鮮魚店で行われるゲームの審判員の方です』

　モニターに、フリップを持って立っている山仲が映った。

『はい、このゲームの審判員をつとめます、楢山高校生徒会、二年総代の山仲と申します』

『山仲さん？　というと……』

『ええ、この鮮魚店は私の実家です』

『さっそくですが山仲さん、感字ってどういうものなんですか？　説明していただけますか？』

『はい、わかりました、簡単にご説明します』

　山仲は、そういうと、手に持っていたフリップを裏返した。

　そこには大きく「河豚」と書かれていた。

『これは、魚の名前で「ふぐ」と読みます。でも、もし、この「ふぐ」を魚へんの漢字一文字で書くとしたら、なんと書けばいいでしょうか？　答えはこうなります』

　山仲は「河豚」と書かれた漢字の横に張ってあるシールをはがした。すると、そこには魚へんに「毒」と書かれた字があった。

『こんな漢字はありません。ありませんけど納なつ得とくできますよね。毒をもった魚だ、ふぐのことだ！　って。

　漢字って、へんとつくりで意味を表す表意文字ですから、こういう風に文字を見ただけで意味がわかるんですね。読んで感じることができます。だから、漢字じゃなくて「感字」って名づけました。

　これから見せる魚へんの漢字には、いくつかこういったトンチ問題の「感字」も含ふくまれています。

　正しい漢字も、トンチの感字も同じように読んでください。このクイズは早押しです』

『はい、ありがとうございました。面おも白しろいですね、漢字の知識だけじゃ答えられない問題も含まれる、まさに感覚を試ためされる感字テスト、というわけですね』

　レポーターは、画面の奥にある解答ブースに座っている一組の男女に近づいた。

『こちらが、この山仲鮮せん魚ぎよ店てんの物件の権利を競きそう桜川女子高と樫森高校の代表選手のお二人です。

　桜川女子高の生徒さんは、二年生の金かね田だ一かず美みさん。苗みよう字じが「金田」で、名前が「一美」でいいんですよね？』

　金田と呼ばれた生徒は、笑ってうなずいた。

『ええ、かねだ、です。きんだいち、ではありません』

『金田さんは、漢字検定一級を持っているそうですが、一級ってすごいですよね？』

『ええ、まあ……』

　金田は照れたように頭を搔かいた。

　レポーターは、樫森高校の制服を着た男子高生に近づいた。

『はい、そしてこちらが樫森高校の生徒さんで、同じく二年生の新にい村むら出いず男おさん』

　新村と呼ばれた男子高生は、頭を下げた。

『はい、新村です、よろしくお願いします！』

『えーと、新村さんは漢字検定とかはお持ちじゃないんですね？』

　新村は、にこにこ笑ってうなずいた。

『はい、持っていません！』

『大だい丈じよう夫ぶですか？　相手は漢字のプロみたいな人ですよ？』

『ええ、僕は雑学が得意なんです』

　モニターを見ていた華之宮が鼻で笑った。

「ふん、樫森高校は、よほど人材が不足しているようですわね？　どんな生徒を探し出してきたかと思ったら、雑学ですって？　こっちの選手は、漢字検定というちゃんとした機関が認めた資格を持っているのよ？　これは勝負になりっこないわね」

　だが真行寺は動じなかった。

「これがただの漢字のテストなら、確かに君の選手の方が有利だろう。だが、このゲームに必要なのは漢字の知識だけではない。私はそう踏ふんだから彼を選んだのだ。まあいい、とにかく勝負を見てからだ」

　カメラが引かれ、二人の解答者と、問題を出す山仲が同じフレームに入ったところでゲームが始まった。

『スタート！』

　掛かけ声と共に、山仲が、漢字が書いてあるフリップの束を次々にめくっていく。

「鯖」「サバ！」「ぴんぽーん」「桜川女子高一点！」

「鰆」「サワラ！」「ぴんぽーん」「桜川女子高一点」

「鱈」「タラ！」「ぴんぽーん」「桜川女子高一点！　あっというまに三点先取です！」

　モニターを見ていた華之宮は胸を張った。

「ほほほほ、見なさい！　圧あつ倒とう的てきじゃありませんか、我が軍は！」

　光明の後ろに座っていた芽衣が、ぼそっとつぶやいた。

「あのセリフって、負けフラグだよねえ……」

　芽衣の言葉のとおり、次の漢字が出たとたん、桜川女子高の快かい進しん撃げきが止まった。

　それは「魚へんに『偽にせ』」の文字だったのだ。

　モニターに映ったその文字を見て、華之宮が叫さけんだ。

「あんな文字あるわけないわ！」

　だが真行寺は、にやりと笑った。

「これが例のトンチで解答する感字ってヤツだな」

　二呼吸ほどの時間の後で、樫森高校の選手が解答ボタンを押した。

「偽の魚だから……産地偽ぎ装そうで……国産ウナギ？」「ぴんぽーん！」「樫森高校一点！」

　レポーターが目を丸くした。

『これ、国産ウナギって読むんですか？』

　山仲はにこにこ笑って答えた。

『ええ、それっぽいじゃないですか。国産と偽いつわって、外国製のウナギを売ったりすることがあるでしょう？　だから、産地を偽装した魚で、国産ウナギなんです』

　レポーターは感心したようにうなずいた。

『わかりました、いやあ実に難しい感字でしたねえ』

「では、続けます」

「蛤」「ハマグリ」「ぴんぽーん」「桜川女子高一点！」

「鰤」「ブリ！」「ぴんぽーん」「樫森高校一点！」

「鰹」「カツオ！」「ぴんぽーん」「樫森高校一点！」

　実じつ況きよう中ちゆう継けいのアナウンサーの声が画面にかぶった。

『おっと、ここで桜川女子高のスピードが落ちてきましたね』

『ええ、人間というのは漢字を図形パターンとして脳内に記き憶おくする人が多いんですね。ですから、反射的に答えが出やすい。でも、こうやって漢字の意味をいったん考えて、それから判別する、という作業になると、脳内の別の回路を使わなくちゃならないわけです。今までのような、反射的な早押しができなくなってしまうんですね』

『そうなんですか……さあ一方的と思われてきた、この感字よみとりクイズ、先が読めなくなってまいりました！』

　山仲が次に示した漢字は「魚へんに『危』」だった。

　──鮠はや!?

　桜川女子高の金田は、自信満々にスイッチを押した。

「ハヤ！」「ぴんぽーん！」「桜川女子高一点！」

「へえ、魚へんに危ないって書いて、ハヤって読むんですか、知りませんでした。私、もしかしたらサメかな？　とか思ってしまいました」

　山仲は、にっこり笑って首を振ふった。

「残念です、確かにサメは危ない魚ですけど、実際に存在する漢字の場合は、そっちが正解になります。たとえば、この漢字を『ピラニア』と読んだとします。ぴったりのイメージなんですけど、残念ながら不正解とさせていただきます」

「今回は、漢字検定一級の面めん目ぼく躍やく如じよというところですね」

「どうもありがとうございます！」

　桜川女子高の金田は、自信を取り戻もどしたように微笑ほほえんだ。

　そして、ゲームは再開された。

「鯳」「すけとうだら！」「ぴんぽーん」「桜川女子高一点！」

「鯡」「にしん！」「ぴんぽーん」「樫森高校一点！」

「魵」「えび！」「ぴんぽーん」「桜川女子高一点！」

　次の字は、「魚へんに『筒つつ』」と書いてあった。

　──なにこれ？　魚の右に筒？

　金田が考えるより早く、新村が答えた。

「もしかして……魚肉ソーセージ？」「ぴんぽーん」「樫森高校一点！」

　山仲が笑って言った。

「もうお分かりかもしれませんが、この漢字ならぬ感字には一応の正解はありますけど、より面おも白しろい、よりぴったりくる解かい釈しやくをした答えも正解になります。漢字は厳密に判断されてミスは許されませんが、感字に絶対の正解はありません。頭をひねった方の勝ちです」

　テレビのモニターを見ていた華之宮が部屋の隅すみに座っている光明に、恨うらみがましい視線を投げてつぶやいた。

「おのれ所光明！……こういうひねりを加えてくるとは！　単に漢字を暗記しているだけの漢字マニアでは、あの問題は解けません。表意文字としての漢字のセンスが無ければ、無理です！」

　真行寺は、モニターに映る新村を見て微笑んだ。

「あの新村出男の趣しゆ味みは、広こう辞じ苑えんを読むことなのだ……」

　華之宮は目を丸くした。

「広辞苑を？　あれ読み物じゃないですわよ？」

「ああ、そうだ。でも彼は読むんだ、実に面白いと言ってね。樫森高校では彼のことを、歩く広辞苑と呼んでいるやつもいるくらいだ」
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「すごい記憶力ですわね」

　感心するようにつぶやいた華之宮を見て、真行寺は首を振った。

「記憶力だけではない、彼にはそれを応用する才能もある。魚へんに『筒』と書いて魚肉ソーセージと読ませる知識なんか、広辞苑のどこのページにも無い。

　あれは彼の脳内で考えて出した、新しい答えだ。

　応用力というのは、学校で行われるテストではあまり価値が認められない。暗記能力の方が評価が高い。だが社会に出れば、この応用力こそが生き抜ぬくために必要な才能、つまり正解の無い問題の答えを出す才能なのだ」

　真行寺は光明に視線を投げて、言葉を付け足した。

「……あの男には、その答えの無い問題に答えを出す才能がある……ということだ」




　一方。

　別の場所でもゲームが始まった。

　メインモニターの映像が切り替かわって、どこかの脱だつ衣い場じようのような場所に、女性レポーターが立っている映像が映し出された。

『はーい、こちらは銭湯の「樫葉湯」さんです。創業昭和十二年、戦前戦後と、この樫森町の中心部でがんばってきた、老舗しにせの銭湯さんなんですよ！　この脱衣場の床ゆかは木なんですけど、もうぴかぴかに磨みがかれていて、すごく気持ちがいいです。さて、ここで行われるのは、体力勝負のがまん大会です！』

　実じつ況きようのアナウンサーが聞いた。

「ははあ、頭の次は身体からだで勝負というわけですね？　そこではどんなルールで行われるんですか？」

『はい、こちらのルールについては、楢山高校のカナダから来た留学生のリタ・フォレスタル・エドワースさんからご説明願いましょう。リタさん、どうぞ！』

『ハーイ！　ココノ審しん判ぱんノ、リタりんデスネ！　カナダから来テまだ一ヶ月ナノデ、日本語チョットワカンナイカモシレナイケド、ガンバリマスヨー』

　そう言いながら登場したリタは、なんと水着姿！　それもビキニスタイルだった。

　水着としては、ハイレグでも超ちようビキニでもない、ごく普ふ通つうのおとなしい部類に入るが、その水着に収まった身体は、お世辞にもおとなしいとは言えない。

　メロンを二個胸の中に入れているのではないか、と疑いたくなるようなバストに、きゅっと締しまった健康的なウエスト、そして健康的なヒップ。

　巨きよ乳にゆうと呼ばれるサイズでありながら、全体が重力に負けていない理由は、やはり若さゆえの肌はだのつやと張りによるものだろう。

　斜ななめ前に座ってモニターを見ていた七十過ぎの老人が、手を合わせて拝んでいるのを見て、光明は思った。

　──まあ、なんというか、目の正月だって思うのもうなずけるかな……。

　だが、その場にいる女子高生たち、特に華之宮は目に見えて不ふ機き嫌げんになった。

「なんで、あのおっぱいお化けはビキニなんて着てるのよ！　他ほかの生徒はみんなスクール水着だってのに！　あそこまでして、自分の身体を見せ付けたいのかしら！」

　光明がつぶやいた。

「わざと着ている、というよりは、単に日本の女子高生用のスクール水着だと、サイズが無かったんじゃないかなあ？」

「どうせ私はごく普通のありきたりの体型ですからね！」

　むくれる朋絵を見て、光明は苦笑いを浮うかべた。

「まだ、根に持ってるらしいね……」

「え？」

「ほら、桜川女子高との決戦の前に、リタをオトリに使う方法を考えていたときに君の体型を見て、俺が思わず『貧弱……』って言っちゃって、君がキレたことがあっただろう？」

「あ！」

　朋絵の脳のう裏りにそのとき、光明に口走った言葉が蘇よみがえった。

　──見ればいいじゃない！　触さわればいいじゃない！　あなたが言えばいつだって……もう！　人の気持ちも知らないで！

　ああああああああ！

　忘れてって頼たのんだのに！　なんで、そんな黒歴史を覚えてるのよ！

　朋絵は、うっすら頰ほおを染めて知らん顔をした。

「知らない、忘れた！」

「え？　でも……」

　なおも言おうとする光明を、真っ赤な顔でにらんで朋絵は言った。

「忘れなさい、いい？　もういっぺん言うわよ、わ・す・れ・な・さ・い！　わかった？」

　朋絵の剣けん幕まくに目を丸くした後で、光明は肩かたをすくめた。

「……わかったよ」

　モニターの中では、リタがルールを解説していた。

『ルールは簡単デース。どれだけ早くお湯に入れるか、それを五人でリレーしてその合計タイムが短い方が勝ちデス！』

『え？　長い方が勝つんじゃないんですか？　普通、ガマン大会って、人より長くがまんできたほうが勝ちますよね？』

　リタは、微笑ほほえんだ。

『エエ、普通ハソウデス。デモ、コレハ違ちがウノデス。入浴スル湯ノ温度は摂せ氏し四十三度カラ四十四度クライデスネ。チョット熱いケド、ガマンできないホドデハアリマセン。

　デモ、その温度デハ、ガマンニナラナイノデ、体感温度を上げマス』

『体感温度と言いますと……どのようなものでしょう？』

　リタはにっこり笑った。

『お湯に入る前に、冷たい水に三分浸つかってモライマス。身体が十分冷えたトコロデ、湯船にハイッテモライマス。湯船の温度ハ、それほど熱くアリマセン。デモ身体が冷えていると、めちゃくちゃ熱く感じマスね。

　寒い冬の日ニ、冷えた身体デ熱いシャワーを浴びると、足の先ヤ指の先トカ、じんじんシマスネ！

　その状態デ足の先からお湯に入ってモラッテ、そのまま、肩まで浸かってもらいマス。全身がお湯に浸かったら合格デス。湯船カラ出てモラッテ、次の人にバトンタッチデスネ。

　五人全員のトータルタイムガ短い方が勝ちデス。

　このガマン大会ハ、ガマンして早く入った者が勝利スル、というゲームですネ。

　ア、ソウソウ。ちゃんとドクターがついてマスネ、心しん拍ぱく数すうと血圧を測っているので大だい丈じよう夫ぶ！　安心シテ勝負してクダサイ！』

　モニターを見ていた華之宮が、爪つめを嚙かんだ。

「一ひと筋すじ縄なわじゃいかないとは思っていたけど、本当にいろいろひねるのが好きですわね。予想が立てられない、というか、展開が読めませんわ」

　真行寺はうなずいた。

「ああ。だが、展開が見通せないということは、逆に言えば、ああじゃないか、こうなるんじゃないか？　と考えることに繫つながる。いろいろ思い描えがける余地があるからこそ、面おも白しろいのかもしれないな」

　モニター画面は男湯に切り替かわった。

『はい！　今度は男湯に来ました！　こちらには樫森高校の男子生徒の方々が待機していらっしゃいます。えーと審しん判ぱん員いんは、楢山高校の河かわ瀬せ則のり之ゆきさんです』

　忍にん者じや同好会の会長である百地三さん太だ夫ゆうこと河瀬は、海水パンツ一丁姿のまま神しん妙みような顔でうなずいた。

『はい、私たち審判員は、まずこのガマン大会が、実際にどんなものか体感して、レポートします』

『え？　女湯のリタさんも入るんですか？』

『ええ、彼女にも実際にやってもらいます』

『大変じゃないんですか？』

　河瀬は半分苦笑いにも似た微笑を浮かべた。

『いや、どっちかというと、彼女は興きよう味み津しん々しんでして。彼女のほうからやらせてくれ、って言って来たくらいですので……』

『そうですか、では実際にお二人にやっていただきましょう！』

　レポーターの女性アナウンサーが、納なつ得とくしたようにうなずいたとき、実じつ況きようのアナウンサーが割り込んだ。

『あっと、申し訳ない！　ちょうど今、山仲鮮せん魚ぎよ店てんの魚へん感字テストが終しゆう了りようするところですので、そっちと中ちゆう継けいを繫ぎます』

『はい、わかりました！』

　メインモニターに、山仲鮮魚店で行われている感字テストの光景が映った。

「魚へんに渦うず」「なると！」「樫森高校一点！」

「鮴」「ごり！」「桜川女子高一点」

　双そう方ほうの得点が後ろの掲けい示じ板ばんに表示されているが、わずか一点差で樫森高校がリードしていた。

『さあ、残りの問題もあと二つ！　ここで桜川女子高が正解すれば、同点です！』

　山仲がフリップを返した。

　そこには、魚へんに人という字が書かれていた。

　──あ、あれは『えり』？　あ、違ちがうわ『入』じゃなくて『人』だ！

　金田が、思わずボタンを押しそうになった手をぎりぎりで止めたとき、樫森高校の新村がボタンを押した。

「えり！」「ブー」「残念！　違います。見間違いを狙ねらった引っ掛かけ問題でした」

『さあ、金田さんが答えられなければ、ノーカウントとなり、残り一問を正解しても、逆転は不可能。この時点で桜川女子高の敗北が決まります！』

　その通り。これは漢字ならぬ『感字』でポイントが取れなかった金田にとって、文字通り最後のチャンスだった。

　金田は必死に考えた。

　──魚へんに人って、なんて読むんだろう？　これは間違いなく感字だわ。トンチで答えなきゃいけないのよね……。

　──人魚？　いえ、違うわ、人魚なら、にんべんに魚だわ……ということは……。

「……半魚人？」「ぴんぽーん！」「はい正解です！」

「きゃああああ！　やったわよ！　一点取り返したわ！」

「同点に持ち込んだわ！」

　山仲鮮魚店にいる桜川女子高の応おう援えんの生徒たちの、悲鳴にも似た歓かん喜きの叫さけび声が上がった。

「はい、これで半魚人と読めますよね。にんべんに魚なら人魚ですけど、これは逆ですから」

　山仲は、そう言うと、最後のフリップを手に取った。

「さあ、最終問題です！　準備はいいですか？　泣いても笑っても、これが最後。正解したほうが勝利します！」

　山仲鮮魚店の中が静まり返った。

　そしてそれは、メイン会場である公民館の中も同じだった。

　真行寺と華之宮が固かた唾ずを吞のんで見つめる中で、山仲がフリップを返した。

　そこに書かれていた文字は……。

「魚へんに『好』」という字だった。

　──こんな漢字は無い！　これも感字だ！

　金田は、文字のつくりである「好」を「好き」と考えた。

　──魚へんに、好きということは……。

　魚が好きな人……魚が好きな商売……ってことは……魚屋さん？

　そうよ、そうかもしれない！　ここは鮮魚店なんだもの！　最後に、この店の紹しよう介かいで終わるはずよ！

　そして、新村は「好」を「女の子」と考えた。

　──魚と女の子……魚の女の子……そうか！

　ボタンを叩たたいたのはほぼ同時だった。だが、ほんの少しだけ金田が早かった。

「ピン！」

　電子音とともに、解答権を得た印であるランプが点灯した。

「金田さん、答えをどうぞ！」

「えーと、魚が好きだから、魚屋さん！」

　その場にいる全員が見つめる中、山仲は首を振ふった。

「ブー！」

　不正解を意味する、無情なブザーが鳴り響ひびいた。

　鮮魚店と、そしてメイン会場に、桜川女子高の生徒の落らく胆たんのため息が満ちた。

　だが、華之宮はあきらめてはいなかった。

「まだよ！　まだ終わらないわ！　これで樫森高校が不正解なら、同点のままよ！」

　モニターの中に映った山仲は、華之宮と同じことを口にした。

『さあ、樫森高校の新村さんの答えを聞いてみましょう。これが不正解なら、同点のまま続きます！　さあ、解答をどうぞ！』

　新村は、ゆっくりと答えた。

「魚の女の子だから……ポニョ！」

　山仲はにっこり笑ってボタンを押した。

「ぴんぽーん！」

　正解を告げるチャイムの音が鮮魚店に鳴り響き、それに応こたえるように樫森高校の生徒たちが立ち上がって歓かん声せいを上げた。

　中継の映像に、アナウンサーの言葉が割り込んだ。

『さあ、最初の物件は樫森高校が先取しました！　黄金さん、山仲鮮魚店は何ポイントになるのでしょう？』

　解説者の黄金は、手元にある資料を確かく認にんしてから答えた。

『山仲鮮せん魚ぎよ店てんは五百ポイントですね。これが樫森高校の得点として加算され、山仲鮮魚店は樫森高校の物件となります』

　解説者の言葉が終わらないうちに、メイン会場にある大きなモニターの両側にある電光掲けい示じ板ばんの樫森高校側に５００という数字が点灯し、商店街の略図の山仲鮮魚店のマス目が青色に変わった。

　モニターには、負けた桜川女子高の生徒たちが山仲鮮魚店から出て行く光景が映っていた。

『あそこは、樫森高校の物件になったので、桜川女子高の生徒たちは出て行かねばならない、ということですね？』

『ええ、出て行くだけではありません。物件を争って負けた生徒たちは、そのまま刑けい務む所しよ送りになります』

『刑務所ですか!?』

『ああ、いや。当然、本物ではありません。モノポリーのルールにあるのですよ、刑務所送りになる、というのが』

『彼女たちはもうゲームに参加できない、という意味ですね。あれ？　でも、もうゲームは終わったんじゃないのですか？　山仲鮮魚店という物件は、樫森高校のものですよね』

『いえ、すべての物件が確定したあと、実際にサイコロを振って双そう方ほうの生徒会長さんが商店街を回りますが、この段階でアクシデントやポイント不足によって物件を手放す可能性があるのです。そこで再ゲームになるのですが、刑務所にいるプレイヤーはそのゲームに参加できません。たとえば、先ほど、漢字の知識を披ひ露ろうしてくれた、桜川女子高の金田さんは、もし同じゲームをやるとしても参加できないわけですね』

『それは痛手ですねえ……』

『ええ、そうならないためには、保ほ釈しやく金きんを支し払はらう必要があるわけです。保釈金は獲かく得とくしたポイントを使って支払うことになりますから、そういった意味でもポイント数が大きく意味を持ってくるわけです』

『なるほど、ミニゲームに負ければ、後半戦のモノポリーで資金不足に陥おちいるわけですね』

『ええ、ポイントのやりくりとか、人員のやりくりとか、作戦を立てていかないと、大変なことになりますから。いや、実に奥が深いゲームになっておりますな』

　解説者の黄金がそう言ってうなずいたとき、メイン画面に『樫葉湯』からの中ちゆう継けいがつながった。

　まず大写しになったのは、湯船に浮うかぶ、水着に包まれたリタの大きな胸だった。

「うわぁ……」

　会長たちが控ひかえている公民館の会議室に、誰だれが漏もらしたのか、ため息が響き渡わたる。

「本当に、浮くんだなあ……」

　その声に、朋絵や華之宮の目がつり上がる。

　しかし、それが映っていたのは一いつ瞬しゆんのことで、画面が引くと、そこは女湯の浴よく槽そうの中だった。

　大きな湯船の脇わきにある、ハーブ湯などに使われている一回り小さな湯船の中に、ビキニ姿のリタが入っている。

　目を見開いたまま両手を胸むな元もとで握にぎり締しめ、固まっているリタの姿に、レポーターの声がかぶった。

『はい！　この「樫葉湯」では、すでにガマン大会が始まっています！　まず、最初にレポート役として、冷水風ぶ呂ろに入っているのは、審しん判ぱん員いんのリタさんです！　この水は冷たいんですよね？』

　リタはこわばった表情に、ぎこちない微び笑しようを浮かべてうなずいた。

『ハイ、ソウデス。氷を浮かべた水に浸つかってイマス。まず、氷水に三分間浸かって、それから、あっちの湯船に入るワケデス。

　肩かたまで浸かったら、終しゆう了りようデス。すぐに出て、ツギノ人にバトンタッチ！　次の人は、肩まで氷水に入ってもらって、そこで三分間……コノローテーションを五人全員、先に終わった方が勝利デス』

『はい、わかりました、あと一分三十秒で、氷の池地じ獄ごくが終わります……さて、男湯はどうでしょう？　ちょっと男湯に行ってみましょう！』

　レポーターが女湯から出たところでカメラが切り替かわった。

　脱だつ衣い場じようを抜ぬけて浴室に入ると、そこでは忍にん者じや同好会の河瀬が同じように氷の池に浸かっていた。

『あっと、審判員の河瀬くんも氷の池に入っています！　河瀬くん、どうですか？』

　河瀬は、胸の前に両手で印を結んだまま答えた。

『これも修しゆ行ぎようのうちです』

『は？　修行？』

『そう思わないと、やっていられません。もう、足の先の感覚が無くなってきましたね』

　レポーターは、手に持った温度計を読み上げた。

『水温は摂せ氏し五度です！　これは冷たいですね！　無理しないでください！』

　女性レポーターがそう言って頭を下げたとき、女湯のほうから、リタの声がした。

『ノリユキー！　寒いヨー！　痛いヨー！』

　河瀬は大声で返事を返した。

『修行だぞ、リタ！　心頭滅めつ却きやくすれば、火もまた涼すずし！』

　半分泣き声のような返事が返ってきた。

『ワカリマシター！　兄あに弟で子しドノー！』

『兄弟子？』

　怪け訝げんな顔をするレポーターを見て、河瀬はあわてて説明した。

『ああ、私の家は剣けん術じゆつ道場をやってまして、リタはうちの門下生なんです』

『ああ、そうなんですか、それで修行だぞ……と』

　レポーターがそう答えたときカウントダウンが始まった。

『冷水浴終了まで、あと二十秒！　十八、十七、十六……』

　浴室の中に、タイムキーパーの声が響ひびく。

　河瀬は、目の前にいるレポーターを見て言った。

『下がっていた方がいいですよ、勢い良く飛び出しますから、きっと水がはねます！』

『あ、そうですね！』

　レポーターが、そう言って後ろに下がったとき、カウントダウンが終わった。

『……五、四、三、二、一、終了！』

　河瀬は、勢い良く冷水の浴槽から飛び出し、そのまま湯船に足を突つっ込んだ。

　その瞬しゆん間かん。

『うわっちちちちちち！』

　河瀬は、突っ込んだ足を押さえて飛び上がった。

　女湯の方からも『きゃああああああ！』というリタの悲鳴が聞こえる。

『熱いヨー！　無理です！　煮にえてマス！　このお風呂！』

『煮えてない！　そう感じるだけだ！　湯温は四十四度だ！』

『入れマセン！』

『ガマンして入れ！　だからガマン大会なんだ！』

　河瀬は壁かべ越ごしにそう言い返すと、もう一度両足を湯船に突っ込んだ。

『うひぃ！』

　思わず情けない声を上げてしまう。

　無理も無い。熱い、というのではない。なんというか、痛い。

　お湯の温度を示すデジタル温度計の表示は摂氏四十四度を示しているにもかかわらず、肌はだに触ふれる感かん触しよくは熱湯以外のなにものでもない。

　しびれるような痛みが足の指先、そして足の皮ひ膚ふの表面全体から伝わってくる。

『どんな感じですか？』

　すかさずレポーターが聞いてきた。

『痛いですね。肌の上を、無数の針でちくちくと刺さされているような、そんな感覚です。足がしびれていったん感覚が無くなったあと、もどってくるときのむず痒がゆさを、何十倍にもしたような感じです』

　そう答えた河瀬は、意を決したように身体からだを湯船に沈しずめた。

　それと同時に声が出るのをとめられなかった。

『おほ、おほ、おほほほう！』

　しびれから回復するときのむず痒さが、全身を走り回るのだ。思わず奇き声せいを上げてしまうのも無理は無い。

　──うわ、これは思ったよりキツイぞ！

　河瀬がそう思ったとき、女湯の方から「わあっ！」と歓かん声せいが上がった。

『桜川女子高の方で何かあったみたいです！　行ってみましょう！』

　レポーターがそう言って、男湯から飛び出すのと、カメラが切り替わるのは同時だった。

　画面に映っていたのは、お湯の湯船に腰こしまで入って、目をつぶって、必死になって耐たえているリタの姿だった。

『リタさん！　大だい丈じよう夫ぶですか？』

『くううううう！　ガマンしてマス！　ちゃんと肩かたまで浸つかりマスヨー！　頑張リマス！』

　リタはそのままゆっくりと浴よく槽そうに身を沈め始めた。

『ひぎぃ！』

　リタの身体が、びくん！　とはねる。まとめた金きん髪ぱつや、肩や、胸が大きく動く。

『ダ、ダイジョウブデス！　熱いケド、熱くナイ！　痛いケド……痛くナイ！』
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　ふるふる、と首を振ふりながら、リタはゆっくりと腰を下ろしていく。

『アッ、アゥ……クゥン……！』

　あごを反らせて堪こらえながら、ビキニなので丸見えのおへそまでお湯の中に入る。

『オゥ……クッ……！』

　飛び出したくなるのをこらえようと、力の入ったお腹なかが、完全にお湯に浸かった。

　そして、ビキニに収まった胸の、下半分がお湯に触れる。

『ヒッ、アアゥ！』

　その一部始終を、カメラが映す。

　声を漏もらしながら、中ちゆう腰ごしの姿勢から、少しずつお湯に浸かっていくリタは、なんというか、壮そう絶ぜつに色っぽかった。

　中継車の中で、カメラマンの映像をモニターしていた、サブディレクターは思わずつぶやいた。

「いいんかな？　こんな映像、真っ昼間から流して……」

　とはいえ、視し聴ちよう率りつの取れる画えを追いかけるのはカメラマンの性さがである。

　この映像は、単に女子高生が水着を着て、風ふ呂ろに入っているだけの映像であり、その映像を見て、どう感じるかというのは見る人間の方の問題である。

　やがて、リタはガマンしながら肩まで湯船に浸かり、そっと目を見開いた。

　そして、自分が肩までお湯に浸かっていることを確かく認にんすると、ほっとした表情で、恥はずかしそうに微笑ほほえんだ。

『フォ、ウゥ……これでクリアしたことになるワケデスネ』

　湯船から上がって来たリタの身体は、ピンク色に染まり、ほほも真っ赤に染まっていた。

　レポーターがマイクを向けて聞いた。

『どうですか？　気分は』

『ハァイ……最初は、痛くて熱くテ、すごく怖こわかったケド、今はキモチイイデス……』

　顔を上気させたリタはそう答えると、顔を上げて男湯の方に向かって叫さけんだ。

『ノリユキー！　ちゃんとできたヨー！』

　一足早く浴槽から出ていた河瀬は、あわてて答えた。

『ばか、大声で言わなくていいんだよ、そんなことは！』

　レポーターは待機している桜川女子高の生徒たちに近づいて、マイクを向けた。

『どう？　怖くない？』

『怖いけど……リタさんが一いつ生しよう懸けん命めいトライしているのを見て、私も負けられないっ！　って気分になってきました！』

　にっこり笑って答える女子生徒を見て、レポーターがうなずいたとき、浴室に声が飛んだ。

『競技開始！　選手は冷水浴を開始してください！　心臓に負担がかかりますので、冷水に入るときは足の先からゆっくりと入ってください！』

　緊きん張ちようした顔つきの女子生徒が進み出て、ゆっくりと冷水の浴槽に身を沈めた。

『肩まで入りました、計測開始してください！　時間は三分間です！』

　レポーターは、女子生徒にマイクを向けた。

『どうですか？　今の気分は？』

　女子生徒は、少し恥ずかしそうに、それでいてどこか誇ほこらしげに答えた。

『え、ええ、最初は冷たかったんですけど、いまは冷たいって言うより、痛いって感じですね。足の先とか、感覚が遠くなっていくような感じです』

　そこに、バスタオルで体の水をぬぐったリタがやってきた。

『冷たいよネ、デモ、頑がん張ばレ！　熱いお風呂はすごくコワイケド、でも頑張るデスヨ。リタもガマンして飛び込みましたデスヨ！　このゲームは、熱いのをガマンして早く飛び込んだ方が勝つゲームデスヨ！　勇気あるモノが、最後に勝つゲームナノデス！』

　レポーターは目を見開いた。

『あ、そうか！　私、今の言葉ではじめてピンときました！　そうか、そうなんですよね、このガマン大会って、熱さをじっと耐え忍しのぶガマンじゃなくて、嫌いやだ、怖い、熱い、って恐きよう怖ふ心しんをガマンするガマン大会なんですね？』

　リタは、にっこり笑ってうなずいた。

『ハイ、忍にん耐たい力りよくを試ためすんじゃナクテ、勇気を試すガマン大会だって、ミツアキが言ってマシタ!!』

　メイン会場でモニターを見ていた真行寺は、思わず小さな声で叫んだ。

「そうか！　一秒二秒のためらいが、負けにつながるということか！」

　真行寺の言葉を聞いていたのだろう、解説者が手元のスイッチを押して、なにやらスタッフと会話をした後で、おもむろに話し始めた。

「いやあ、これは面おも白しろいゲームですね。一いつ瞬しゆんのためらいが、勝ち負けを左右するかもしれません！　これは自分との戦いですね」

「ほう、それはどういうことでしょう。黄金さん」

「このゲームは、お湯に浸つかる前に三分間の冷水浴が義務付けられるわけです。五人全員に。つまり合計十五分間は共通なわけですね。問題は、それ以外の時間をどれだけ短縮できるか、ということです。お湯に入るときためらってしまえば、そのぶん時間がかかります。

　相手が見えない、というのも、クセものですね。同じ場所でやっているなら、敵てき愾がい心しんが湧わくわけですよ。あいつには負けられない、という考えが、モチベーションになるわけです。でも自分たちが勝っているのか負けているのか、お湯に足を突つっ込む人間にはわからないわけです。すべては自分との戦いなわけです。

　さきほど、あのリタという留学生の女の子が、勇気を試すガマン大会だと言いましたが、まさしくそのとおりですね」

　実じつ況きようアナウンサーがうなずいた。

『さて、最初の選手の三分間の冷水浴がそろそろ終わります！　桜川女子高と樫森高校、勇気を示すのはどっちだ！』

　メイン画面に映ったのは、桜川女子高の選手が冷水風呂から飛び出すシーンだった。

　下のほうに並んでいるサブ画面にも、一瞬遅おくれて飛び出す男子生徒の姿が映っている。

　女子生徒は、湯船の横に来ると、そっと足を突っ込んで、びくんと引っ込めた。

『あっつーい！』

　男子生徒は、勢い良く両足で浴よく槽そうに入ったものの、一瞬で『ぎゃあ！』と叫んで飛び出し、そのまま浴室の床ゆかにしりもちをついてわめいた。

『うわあちちちち！　ハンパじゃねえ！　なんだよこのお湯！』

　実況のアナウンサーが聞いた。

「あんなに熱いものなんでしょうかね？　実際の温度はそれほどでもないんですよね？」

「ええ、体感温度というのが決め手ですね。冷水で冷やされた皮ひ膚ふの温度感覚と神経がお湯に触ふれると、その差の刺し激げきが一種の痛みとして感じられるわけです。

　そして冷やされた毛細血管が収縮しているところに、一気に温められて、血流が回復すると、その毛細血管が周囲の神経を刺激するわけでして、それはもう、すごい刺激でしょうね。まあすぐに収まるんですけど、その刺激が収まるまでが一苦労でしょうね」

　解説者の言葉が終わらないうちに、女子生徒が思い切ったように湯船に両足を突っ込んだ。

　しかし男子生徒は、おっかなびっくり右足の先をちょんちょんと湯船につけているだけだ。

　その姿を見て、メイン会場には小さな笑いが起こった。

「おのれ、恥はずかしい真ま似ねを！　それでも樫森男児か！　もっと思い切って行け！　思い切って！　一秒が貴重なんだ！　一秒が！」

　真行寺が叫んだ声が聞こえたのだろうか、男子生徒は思い切って足を湯船に突っ込んだ。

　だが次の瞬しゆん間かん、あれ？　という表情になった。

　解説者の言葉がかぶった。

「彼は今、思ったより刺激が無いことに気がついたんじゃないかと思いますが、彼の表情はもっともでして、温度差の刺激はそれほど持続するものではないんですね。人間というのはもともと体温が高いわけですから、時間が経たてばすぐに低体温状態から復帰するわけです」

「では、お湯に入る前に、手足をマッサージすればいいということですね？」

「ええ。しかし、この競技はタイムトライアルですから、余分な時間を使うわけにはいきません。相手のチームが見えませんから駆かけ引きもできません。そう考えると、マッサージなんかしているヒマはないわけです。いやあ実に良く考えられた競技ですね」

　解説者の言葉を聞いた真行寺と華之宮は、光明をちらっと横目で見た。

「……良く考えられた競技、と言えば聞こえはいいが……ようは、意地の悪い競技という意味だな……」

「まったく、おっしゃるとおりですわね……」

　光明は小さく頭を下げた。

「プレイする人間と見る人間の両方にわかりやすくするには、勝利条件を単純にしなくちゃなりません。でも、ゲームの展開を単純にしたのでは、見ていておもしろくありません。

　結果的に勝利条件は簡単でも、それをクリアするのは難しい、という少々意地が悪いゲームになってしまいました。申し訳ありません」

　光明があっさり頭を下げたのを見て、真行寺は少しあわてた。

「あ、いや、それほど強い意味で君を責めたわけではない。ルールや勝利条件はあらかじめ教えてもらっていたのだからな。そこに、どういう意図があったのかを見み抜ぬけなかった我々の不ふ甲が斐いなさを、君にぶつけただけなのだ」

　華之宮は、ちょっと見直したような目で真行寺を見た。

「意外と素す直なおなところもあるのですね……」

「意外と、は余計だ」

　むすっとした表情で答えた真行寺を見て、華之宮はつん、と横を向いた。

「ふん……感心して損をしましたわ」

　メインモニターには、バトンタッチされた三人目の選手が冷水風ぶ呂ろに入るシーンが映っていたが、実況アナウンサーの前にフロアディレクターがやって来て右手をあげた。

　手を開き、指を一本ずつ折って、残り時間を示していく。

　指が三本になって、二本になって、一本になり、親指を立てた。

　それが「合図キユー」だったのだろう、実況アナウンサーが話し始めた。

「さて、『樫葉湯』で行われているガマン大会が佳か境きようを迎むかえていますが、ここで、別の物件で行われているミニゲームの会場と中ちゆう継けいが繫つながっていますので、そちらをご紹しよう介かいしましょう。

　ガマン大会の様子は、サブモニターに映し出されておりますので、そちらでもご覧になることができます」

　実じつ況きようアナウンサーの言葉が終わるのと同時に、画面の映像が切り替かわった。

　そこに映し出されたのは、大きな神社の鳥居だった。

『はい！　こちらは、樫森商店街の一角にある、神明神社の境けい内だいです！　この神明神社は、江え戸ど時代、街かい道どうを行く旅人の安全と、宿場町の繁はん盛じようを願って建こん立りゆうされた由ゆい緒しよある神社なんですね。

　夏になると、毎年この神社のお祭りが盛大に行われ、太たい鼓こや鉦かねを鳴らした山車だしがにぎやかにこの樫森町の中を練り歩くそうです』

　そう言いながら画面に登場したのは、さっき山仲鮮せん魚ぎよ店てんで中継レポートをやっていた女性レポーターだった。

『こちらで行われるゲームは宝探しということですが、果たしてどのようなものなのか、審しん判ぱん員いんをやっている楢山高校の生徒さんに聞いてみようと思います』

　モニター画面に映ったのは、学生服を着て、額に迷めい彩さい柄がらのバンダナを巻いた楢山高校サバイバル同好会の会長である、望もち月づきだった。

　モニターを見ていた朋絵が小声でつぶやいた。

「さすがに、いつもの迷彩服は着ていないのね……」

「本人は着たがっていたけど、テレビのプロデューサーから止められたそうだよ。高校生に見えないから、やめてくれって」

「望月君が気合い入れると本格的すぎるものね……」

　光明はうなずいた。

「あのバンダナが、せめてもの彼のこだわりなのかもしれないな……」

　モニター画面に映った望月は、いつもの口調で説明を始めた。

『はい、ここで行われるのは、暗号解読による隠いん匿とく物ぶつの発見です……まあ、簡単に言ってしまえば、制限時間内にヒントを頼たよりに隠かくされた宝物を探せ、というものです……』

　望月は五センチ四方の立方体をポケットから取り出した。

『この神明神社の境内のどこかに、これと同じサイズの箱がいくつも置かれています。参加者には、まずその箱を見つけていただきます。その箱の中には、目的物の隠されている場所のヒントの紙か、もしくは全然関係ない命令……たとえば、ここから樫森駅まで行って来いとか、そういった時間をロスさせるような命令の書かれた紙のどちらかが入っています。制限時間内に、無事にヒントを見つけて宝箱……これより一回り大きな十センチ四方のサイズで、金色をしている箱ですが、それを探し出したほうが勝ちです』

『時間内に発見できなかったら、どうなるんですか？』

『その場合は、この神明神社の物件は白紙のままです。後半戦の生徒会長がサイコロを振ふって、商店街を回るときに、会長同士の直接対決で物件の所有者が決まります』

『はい、わかりました。解説ありがとうございました！』

　レポーターはそう言って頭を下げた後で、カメラと一いつ緒しよに神社の境内に向かって歩き始めた。

『実は、すでに宝探しは始まっておりまして、神社の境内には樫森高校の生徒さんと桜川女子高の生徒さんたちが入って、一いつ生しよう懸けん命めい宝物を探していらっしゃいます！』

　モニターには、手にメモを持って難しそうな顔で額をつき合わせている男子高校生のグループと、なにやらあやしげな黒いマントを肩かたからかけて目を閉じている女子高生のグループが映っていた。

　レポーターは、難しそうな顔をしている男子高校生のグループに近づいてマイクを向けた。

『皆みなさんは樫森高校推理研究会のメンバーだとお聞きしましたが、どうですか？　勝つ自信はありますか？』

　マイクを向けられた男子高校生たちは、少し離はなれたところでなにやら怪あやしげな格好で呪じゆ文もんのようなものを唱えている女子高生のグループをちらりと見て、怒おこったように口々に答えた。

『勝つ自信もなにも、あんな非論理的な連中に負けるわけがありません』

『隠した者がいかなる人物か、どんな目的で隠したのか。その数、大きさ、重要性。そこから答えを見いだすのは容易たやすいことです』

『推理とは合理の別名です。数式にも似た、ロジックの果てに結実するものです。この勝負は、合理的に思考ができる我々が勝つのが当然です。それは推理ではなく、事実です！』

『なるほど、自信満々というところですね。では、あちらの桜川女子高の生徒さんにもお話をうかがってみましょう』

　レポーターはそう言うと、カメラとともに女子高生たちに近づいた。

『こちらは桜川女子高オカルト研究会の皆さんだとお伺いしましたが、これは今、何をやられているんですか？』

　黒いマントのようなものを肩から掛かけた女子高生が静かに答えた。

『はい、私たちは、桜川女子高オカルト研究会のメンバーです。今、この地を治めている土地神様に、みんなで祈いのりを捧ささげておりました。これから神社の聖域を歩き回り、探し回りますが、悪意はありません。そしてできることなら、私たちに力を貸してください、というお願いも含ふくめてです』

『なるほど。でも、いくら神社とはいえ、神かみ頼だのみだけで宝物を探すのはちょっと難しいんじゃありませんか？』

　女子高生はにっこり笑った。

『ええ。けれども私たちには秘密兵器があります。霊れい感かん少女の佐さ藤とうさんです……！』

『霊感少女？』

　怪け訝げんな顔をするレポーターを見たその女子高生は、グループの真ん中にいた、日本人形のような顔立ちの長い黒くろ髪かみの小こ柄がらな女子高生を手招きした。

『ええ、こちらの佐藤さんは、なくし物や落とし物をしたときに彼女に尋たずねれば、たちどころにその場所を当ててみせる、というすごい霊感の持ち主です。佐藤さん、お願いできる？』

　佐藤と呼ばれた黒髪の美少女は、無言で、こくん、とうなずくと、どこからか長いＬ字の金属棒を二本取り出して胸のまえに構え、目をつぶって静かに歩き出した。

『あれは何なんですか？』

『ダウジングと呼ばれるもので、ヨーロッパでは古来、鉱脈や水脈、埋うめられた宝物を探したりするときに、木の枝やＬ字の棒を手に持って、その動きから目的の物を探さぐり出したのです』

『はあ、ヨーロッパですか……ここは日本の、それも神社なんですけど……』

『霊れい的てきなものに関する文化は、洋の東西を問わず世界中に存在します。それは、そういうものが存在するという証しよう拠こでもあると、私たちは考えています。

　そういったものは存在しない、それはすべて恣し意い的てきな捏ねつ造ぞうによるものだと考えるほうが、無理があると思いませんか？』

　オカルト研究会の会長は、にっこり笑って言葉を続けた。

『オカルト研究会と聞くと、怪しげなカルト宗教だとか、そういったものを思い浮うかべて警けい戒かいする方がいらっしゃいますが、私たちはそういうものとは無む縁えんです。

　私たちは、人間とは生まれつき霊的なものを求めるようにできている、そういう生き物なのだ、と考えているだけです。それを否定することで、自分は他人より高等な生き物なのだと思い込みたいのなら、それはその人の自由です。

　私たちはそういう人たちより、少しだけ自由に人間を生きてみたい、と思っている人間の集まりなのです。ですから、他人にこれを信じろと強制する気はありませんし、これが正しいと主張する気もありません』

　会長の言葉が続いている間も、佐藤と呼ばれた小柄な女生徒は、Ｌ字の金属棒を二本、前に突つき出すように持ったまま神社の境けい内だいをゆっくりと歩いていた。

　やがて、ある地点に来たとき、その金属棒が、すうっと左右に開いた。

　佐藤はそこでぴたりと足を止めると、無言で、こくん、とうなずいた。

　後ろについていた仲間が佐藤の周りに駆かけ寄って、足元を調べ始めるのを見て、オカルト研究会の会長はにっこり笑った。

『うちの佐藤がさっそく何かを見つけたようですよ』

『え？　本当ですか？　ちょっと行ってみましょう』

　カメラマンとともに佐藤のところにやってきたレポーターに、オカルト研究会のメンバーは、足元にある『止水栓』という文字が浮き上がっている小さな鋳い物ものの蓋ふたを指差した。

『きっと、これを感知したんだと思います』

『じゃあ、この中に宝箱があるんですか？』

『ええ、開けてみます！』

　そう言って、オカルト研究会のメンバーが蓋を開けると、そこには、五センチ四方の小さな箱が入っていた。

『きゃああああ！　見つけた！　見つけたわよ！』

『すごい！　さすがは佐藤さん！　霊感少女よ！』

『ねえねえ、開けてみて！　どんなヒントが書いてあるの？』

　きゃあきゃあと盛り上がる桜川女子高のオカルト研究会のメンバーの間にカメラが入って、箱をアップにした。

『いい？　開けるわよ？　それっ！』

　そう言って開けた箱の中には、折りたたまれた白い紙が入っていた。

　急いで開いてみると、そこにはワープロの文字で、

『これから樫森駅に行き、そこの伝言板の指示に従え』

　オカルト研究会のメンバーの落らく胆たんする声が響ひびき渡わたった。

『か、樫森駅……？』

『ってことは、これってハズレ？』

『なんだーがっかりー』

『時間がなくなっちゃうよー』

『はずれた……極きわめて遺い憾かん。ごめんなさい』

　ダウジングの棒を持って下を向いた佐藤を見て、会長が首を振ふった。

『いいのよ。ちゃんと、あなたは箱を見つけたんだから！　あなたの責任じゃないわ！　さあ、時間がないわよ、この紙の指示に従いましょう！』

『はい！』

　桜川女子高オカルト研究会のメンバーは元気良く答えると、神社の境内から走り出て行った。

　見送ったレポーターの後ろ姿に実じつ況きようアナウンサーの声がかぶった。

「さて、神明神社の宝探しも目が離はなせませんが、そろそろ『樫葉湯』のガマン大会も終しゆう盤ばんに差し掛かかったようですので、そちらに中ちゆう継けいを繫つなぎます」

　メインモニターには、冷水浴をしている女子高生と、それを見守る他ほかの生徒たちが映った。

『はい、こちらは「樫葉湯」です！　いよいよ最後の一人！　アンカーに突とつ入にゆうしました！　現在のところ、桜川女子高のほうが二十秒ほどリードしています！　この二十秒のリードを守りきれるかどうか！　注目しましょう！』

　冷水の浴よく槽そうの脇わきにある大きなデジタル時計の数字が、刻々とカウントダウンを続けている。

　レポーターの言ったとおり、確かに樫森高校のほうが二十秒ほど遅おそい。

「おのれ、何をやっている、不ふ甲が斐いない！」

　モニターを見て、ぎりり、と歯は嚙がみをした真行寺を見て、華之宮は余よ裕ゆうの微び笑しようを浮かべた。

「まあ、この勝負、私たちが有利なのは仕方ありませんわね。女性というのは、生しよう涯がいにおいて出産という大きな生物的役割を負わせられていますから、根本的な部分で痛みに強いのです。この勝負、勝つべくして勝ったと言うべきでしょうね」

「いや、まだだ、まだわからんぞ、勝負は終わってないのだ」

　そう答えた真行寺の見ている前で、桜川女子高側のカウントダウン表示がゼロになった。

『今よ！　行けーっ！』

『ガンバレ！　飛び込んじゃえ！』

『痛いのも熱いのも、気のせいよ気のせい！　錯さつ覚かくだから！』

　仲間の声せい援えんを浴びて、浴槽に駆け寄った女子生徒は、その手前で一いつ瞬しゆん足を止めたが、目をつぶると、そのまま両足で浴槽に飛び込んだ。

『うきゃ！』

　声にならない悲鳴を上げて身体からだがびくんと跳はねる。

『ガマンして！　大だい丈じよう夫ぶ！　お湯から出ると、逆につらくなるよ！』

『そう、そのまま浸つかるの！　肩かたまで！　一気に！』

　仲間の声援を受けた女子生徒は、こくん、とうなずくと、そのまま一気に身体を沈しずめた。

『うくくくくくく！』

　目をつぶったまま、声にならない声をのどの奥から出しながら、その女生徒は身体を沈めていく。

　そのとき樫森高校側の生徒のタイムカウンターもゼロになった。

　男子生徒は弾だん丸がんのように飛び出すと、そのまま浴槽に飛び込んだ。

　モニターを見ていた真行寺が立ち上がり叫さけぶ。

「やった！　逆転だ！」

　しかし、そのときにはすでに、桜川女子高の生徒側に、肩まで浸かったことを意味するランプが点灯していた。

　タイムカウンターは、五秒の差で桜川女子高が勝利したことを告げていた。

『やった！　やりました！　桜川女子高が、見事「樫葉湯」の物件の権利を手に入れました！　この物件のポイント数は五百ポイント！　桜川女子高が同点に並びました！』

「なんということだ……」

　ついさっきとはうって変わって、力なく椅い子すに腰こしを下ろした真行寺は、そう呟つぶやくとモニターに視線を戻もどす。

　そこには、スクール水着姿でぴょんぴょん飛び跳ねる女子高生たちが映っている。それを見ながら光明が立ち上がった。

「さてと、そろそろデリバリー競争の用意をはじめないとね。なんせ、審しん判ぱん員いんは俺だから」

「そうか、ルール解説とかも光明の仕事だものね」

　朋絵がそう答えたとき、真行寺が声を掛けてきた。

「このデリバリー競争は、一回で二千五百ポイントを獲かく得とくできる。ということは、つまりこれが、メインイベントということだな？」

「ええそうです。中継班も、ヘリコプターを加えて五班用意されていますし、樫森警察署と樫森町の全面協力で交通規制も行われていますからね」

　華之宮が目を丸くした。

「ヘリコプターからの中継もあるんですか？」

「ええ。テレビ局側が、これは面おも白しろそうだ、というのでヘリをチャーターしたそうです。立体的に中継できるので、かなり面白く伝えることができそうですよ」

「うーむ、さすがは二千五百ポイントだけのことはあるな……もっともその分、簡単には終わらんということだろうがな……」

　光明は、にやっと笑った。

「ええ、さまざまな部分にいろいろ落とし穴がありますから、甘く見ていると大変な目に遭いますし、逆に抜ぬけ道も用意されていますから、良く考えると上手うまくいったりします。その辺は見てからのお楽しみです」

「ホント、あなたと言う人は、一ひと筋すじ縄なわではいかない人ですね」

　小さくため息をついてにらんだ華之宮に、光明はにっこり笑って答えた。

「だって、そのほうが楽しいじゃないですか？　楽だけど楽しくない人生よりも、楽じゃないけど楽しい人生のほうが、生きているって気がすると思うんですよ、俺はね」
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　樫森商店街の中心部で、光明がデリバリー競争の解説の準備に入った頃ころ。

　そこから三キロほど離はなれた、周囲に生いけ垣がきを巡めぐらせた大きな家が規則正しく並んだ、古くからある住宅街の一角にある小さな公民館の前に、ちょっとした人だかりができていた。

　人だかりの真ん中には、テレビカメラの照明のライトが点灯しており、自転車に乗った男子高校生と女子高生が、そのライトに照らされている。

　男子、女子、ともに自転車の数は五台。そしてその中の一台には、蕎そ麦ば店が出前の時に使う出前機が取り付けられていた。

　ディレクターが声を上げた。

「はい、本番中ちゆう継けい入ります！　お静かに願います！」

　カメラマンが前に出て、若い男のレポーターに近づくのと同時に中継が始まった。

「はい、こちらは樫森町の北に位置する屋や敷しき町まちの一角にある公民館の前に来ています。

　この屋敷町というのは、江え戸ど時代、この樫森町が城下町だった頃に、上級武士の屋敷が並んでいたことから名前がついた、由ゆい緒しよ正ただしい場所なんですね。

　今回の樫森高校と桜川女子高との高校対決のゲーム対決のメインイベントであるデリバリー競争は、樫森町の歴史にちなんだ、この屋敷町にあるお蕎麦屋さんから始まります！　競きそうのは、樫森高校と桜川女子高の生徒会のメンバーが主体となった五人で編成されたチームです！　この五人でチームを作り、ルールに従って規定の料理をメイン会場まで届けるというのがこのデリバリー競争です。

　詳くわしいルールなどの解説は、このデリバリー競争を考え出した、メイン会場にいる楢山高校生徒会副会長の所光明くんにお願いしようと思います……と、言うわけで、カメラをいったんメイン会場の方にお返しします！」

　カメラが切り替かわると、メインモニターの前に立っている実じつ況きようアナウンサー、解説者、そして光明の三人が映し出された。

「はい、というわけで、このデリバリー競争を考えた、というよりも、この樫森高校と桜川女子高との高校対決ゲームを考え出した所光明くんに来ていただいております。所くん、よろしくお願いします！」

　メインモニターの前に立っている光明は、いつもと違ちがって少し緊きん張ちようした表情で小さく頭を下げた。

「よろしくお願いします」

　光明の表情を見た朋絵は、ほっと、ため息をついた。

　──良かった、いつもみたいな、のほほん、というか、へらへら、というか、どこかすっとぼけた表情のまんまだったらどうしようと思ってたけど、ちゃんと、きりっとした表情になってるわね。

　ふだんから、ああいった顔をしていれば、光明も結構イケていると思うんだけど、それって私だけかしら？

　実況アナウンサーが、メインモニターを見上げるとそこに、樫森町とその周辺の地図が映し出された。樫森町、桜川町、楢山町の三つの町が色分けして描えがかれている。

「さて、今回のこのデリバリー競争は、なんでも江戸時代にさかのぼる因いん縁ねんのある対決だそうですが、そのあたりのことについて、説明してもらえますでしょうか？」

「はい、わかりました」

　光明は一歩進み出ると、メインモニターに映る樫森町の地図を背景にして話し始めた。

「その因縁の対決を説明するには、まず、この樫森町と、隣りん接せつする桜川町、そして楢山町がどうして出来上がったのか、それからご説明しなくてはなりません」

　メインモニターの映像が切り替わると、デフォルメされた城のイラストが、樫森町の地図の上にぽん、と浮うかぶ。

「この三つの町の元となる、樫森藩はん、桜川藩、楢山藩が誕生したのは、江戸時代のはじめでした。徳川家の譜ふ代だいだった大名が、長男に家か督とくを譲ゆずる際に、次男三男を分家として立てて、本家に隣接する領地を与あたえ、守りを固めようとしたのが、そもそもこの三つの町の起こりです。

　本家があったのがこの樫森町でして、樫森町の北にある香貫山に城を構えたのです。一方、分家が治めている桜川と楢山では、簡単な掘割で囲まれた屋敷が城の代わりだったんです」

「ですが、前々回のゲームでは楢山城が舞ぶ台たいでしたよね？　あれはいつ頃ごろに建てられたんですか？」

「四代将軍家いえ綱つなのときです。楢山の藩はん主しゆの娘むすめが側室として大奥に召めしだされることとなりました。そこで実家の格式を上げる必要があるということで、楢山藩も本家並みに築城の許可が下り、楢山城が作られたんです」

　ぽん、と今度は楢山町に城が浮かぶ。

「こうなると同じ分家である桜川藩にも城が欲しい、ということになりまして、桜川藩の運動の甲か斐いあって、桜川藩にも築城の許可が下ります。

　こうして三つの町に城ができますと、分家も自分と同じ城持ち大名になってしまったわけですから、本家の樫森藩は大きな顔ができなくなってしまったわけです」

　前に出て説明している光明の言葉を聞いていた真行寺が、腕うで組ぐみをしてつぶやいた。

「……考えてみれば、こたびの対立の元となった三町の合がつ併ぺい問題がこじれたのは、この時からの因縁だな。三町それぞれ、分家は本家を見返してやりたい、本家は分家に負けたくないと江戸時代から見み栄えを張り合ったせいだ」
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「そうですわね。ですが、そうした見栄や対立は、悪いことばかりではないと思いましてよ？」

　華之宮の言葉に、真行寺もうなずく。

「そうだな。相手を引きずり落とすための見栄や対立は情けない限りだが、自らを高めるためにライバルと競いあうのは、素す晴ばらしいことだ」

　光明の説明はデリバリー競争の因縁へと変わった。

「江戸時代の終わりごろに、ある事件が起きます。

　日光例れい幣へい使しというのは、身分のあまり高くない公く家げの役目だったんですが、朝ちよう廷ていの権けん威いと幕府の権威をふりかざすことができるため、やりたい放題だったと伝えられています。駕か籠ごを自分で揺ゆすって転がり落ちて『振ふり落とされて怪け我がをしたから、迷めい惑わく料りようを払はらえ』と言って金を脅おどし取ることが多く、これが『強請ゆすり』の語源になったと言われています。

　他ほかにも、宿しゆく泊はく先の家の家財道具を全部持ち去るとか、そういった逸いつ話わが山ほどあって、街かい道どう沿いの宿場町では本当に扱あつかいに困ったと伝えられています」

「よく言われる『ゆすり、たかり』という言葉の語源はそれだったんですか！」

「ええ、江え戸ど時代の下級公家の生活が苦しかったせいもあるとは思いますが、やられる側としてはいい迷惑です。

　その日光例幣使は、この三つの町を通って日光に向かっていたわけですが、ある年、この樫森町に宿泊した日光例幣使が、いきなり『鶴つるの吸い物を食わせろ』と言い出したのだそうです」

「鶴って、あの鳥の鶴ですか？」

　驚おどろくアナウンサーを見て、光明はうなずいた。

「江戸時代では鶴は珍ちん味みであり、高貴な食べ物とされていました。徳とく川がわ家いえ光みつは、新年の挨あい拶さつに来た功労のあった者に、鶴の吸い物を振ふる舞まったと言われています。

　日光例幣使はそれを知っていて、嫌いやがらせをしたのでしょう。本当に鶴を食べたいわけではなくて、要するに食わせられないなら、迷惑料を払え、という新手の強請なわけです」

「でも、どうして他の宿場ではなく、樫森町で鶴の吸い物なんですか？」

「どうやらその前の年に、樫森藩が獲とれた鶴を将軍家に献けん上じようしたみたいなんです。自分は朝廷の名代である、自分を軽かろんじるのなら江え戸ど表に訴うつたえ出て、役目不行き届きとして処分されるようにしてやる──と言ってきたのです

　しかし、急に言われても、接待する側は困ります。今のように冷れい凍とう技術があるわけでもありませんし、スーパーに買いにいくわけにもいきません。

　接待を申し付かっている世話役の武士にも使える予算に限りがありますし、貧びん乏ぼうな地方の小藩に余分なお金があるわけがありません。

　他の鳥の肉を使ってごまかせないように、日光例幣使は吸い物に使った鶴の首を見せろと要求してきたそうです」

「鶴の首ですか！」

「ええ、鴨かもとか鶏でごまかされはしないぞ、ちゃんと鶴の肉であることを証明しろ、と言う意味ですね。

　時の接待役と城の料理方は困り果てて、料理を作って仕出しをしていた街中の料理屋である山善、という店に相談しました。接待役と親しくしていた山善の主人は、お殿との様さまの一大事ということで、八方に手を尽つくして鶴の肉を求めました。

　しかし、ようやく鶴の肉が手に入った時、日光例幣使は宿を発たち、次の宿場に向かって出発する時間でした。急いで吸い物を作っても、とても間に合わない。そこで接待役は日光例幣使を時間通りに出発させました」

「じゃあ、鶴の吸い物は次の宿場で出したんですか？」

「いえ、それでは樫森藩が鶴の吸い物を出したことになりません。ですが、接待役には計算がありました。日光例幣使は駕籠に乗っての移動ですし、休きゆう憩けいもはさみますから移動速度は遅おそいんです。そこで一行が移動している間に山善で汁しるだけを作り、できたら汁と具を持って、行列を追いかけさせたのです。

　そして、行列が樫森の領地を出る寸前に追いつき、目の前で吸い物を完成させて、無事に日光例幣使に鶴の吸い物を振る舞うことができたのだそうです」

「なるほど、それが江戸時代のデリバリーですか。でも、その公家はアテが外れたでしょうね」

「はい。日光例幣使は、実につまらなそうな顔で鶴の吸い物を飲んだ、と伝えられています。今回のデリバリー競争は、その故事にちなんだものなのです」

　光明はそう言うと、自分の後ろにあるモニターに映し出された樫森町の地図を指差した。

「今回のゲームは、この屋敷町にある公民館から、ここ中央公民館まで、ミックスフライ定食をデリバリーして、どちらが先に到とう着ちやくするかを競きそうゲームです。

　でも、それだけでは芸がありません。樫森高校のチームと桜川女子高のチームが運ぶミックスフライ定食は、実を言うと肝かん心じんのフライがありません。フライを途と中ちゆうで調達して、料理を完成させてここに持ってくる、というのが彼らに与あたえられた課題です」

「フライを調達する、と言いますと？」

「ええ、つまりミックスフライを構成する『コロッケ』『アジフライ』『エビフライ』『ヒレカツ』、この四つを樫森商店街で買いそろえ、料理を完成させなければならないわけです。それぞれの品物の調達先は自由ですが、スーパーマーケットなどでまとめて買って、一気に完成させるのは禁止です。一つの店で手に入れることができる品は一品だけです。

　どこの店で何を調達するのか、それも重要な駆かけ引きですし、急ぐあまり皿の上の料理がひっくり返ってしまってもダメです。見た目も含めて、総合的に判断します」

「それは事前の下調べが重要そうですね」

「さらに、もう一つ重要なチェックポイントがあります。

『鶴の吸い物』のエピソードに出てきた、日光例れい幣へい使しを接待した世話役ですが、彼はその後、その機転を認められて出世し、ついにはこの樫森藩はんの家老職となります。樫森藩が幕末の混乱期を無事乗り越こえることができたのは彼の功績である、ということで、彼の偉い業ぎようを称たたえる石せき碑ひがこの樫森町のどこかに建てられています。その石碑のところにスタンプがありますから、伝票にスタンプをもらって来てもらいます。これは、チーム全員で行く必要はありません。誰だれか一人がもらって来ていただければ結構です。

　正しいスタンプが押してある伝票と、ミックスフライ定食が揃そろえば会場に入れます。スタンプが間ま違ちがっていれば、新しい伝票を持ってスタンプを押しなおしていただくことになります。そうなれば、伝票が来るまで会場の入り口で待つことになります。タイミングも重要になってくるわけですね」

　光明はそう言って、にっこり笑った後で再び地図を見上げた。

「このデリバリー競争のスタート地点が、江戸時代にその『鶴の吸い物』で機転を利きかせた世話役の武士の屋や敷しきがあった場所で、今私たちが立っている中央公民館が、日光例幣使が宿しゆく泊はくした本ほん陣じんのあった場所です。

　樫森藩を救ったご先人のように、ぜひとも機転と努力でこのゲームに勝っていただきたいと思います」

　光明がそう言い切ると、後ろのモニター画面が切り替かわって、自転車に乗った樫森高校の生徒たちと桜川女子高の生徒たちの姿が映し出された。

　レポーターの声がかぶる。

『はい、こっちはデリバリー競争のスタート地点である屋敷町公民館です。樫森高校と桜川女子高の各チームの準備ができたようです……』

　画面に映っていたのは、ずんぐりとした体型の猪いのしし武む者しやのような高校生……本俵だった。

　レポーターは本俵にマイクを向けた。

『樫森高校チームのリーダー、本俵くんですね？　どうですか、勝利をつかみとる自信のほどは？』

　本俵は胸を張ってうなずいた。

『勝負に勝つために必要なのは、知力、体力、時の運だと言われています。しかし、時の運を呼び込むためには相応の努力が必要です。我々樫森高校は、知力、体力、そして努力によって時の運を呼び込み、勝利をつかむつもりでおります！』

『なるほど、力強い言葉です。では、桜川女子高チームの方にも聞いてみましょう。どうですか？　勝利をつかみとる自信のほどは？』

　画面に映ったのは、メガネをかけた長い髪かみの女子高生……大西だった。

『確かに女子は男子に比べて体力に劣おとり、自転車のスピードも違います。しかし、このゲームは体力だけの勝負ではありません。私たち桜川女子高は、この樫森町で最後の決戦が行われると決まってから、樫森町の歴史について調べ尽つくしてきました。最後に笑うのは私たちです！』

　本俵と同じように胸を張って答えた大西を見て、レポーターはうなずいた。

『双そう方ほうともに闘とう志し満まん々まんですね。頑がん張ばってください！』

　レポーターが下がると、岡おか持もちを持った樫森高校の生徒と桜川女子高の生徒がやってきて、自分たちのチームの自転車の出前機に取り付けた。

『さあ、出前機にぶら下げられた岡持ちに、ミックスフライ定食の皿が入れられました。

　しかし、このミックスフライ定食は未完成です。ごはんと味み噌そ汁しる、そしてキャベツの千切りが載のせられた皿しかありません。このキャベツの上に「コロッケ」「アジフライ」「エビフライ」「ヒレカツ」の四品が載せられてはじめてこのミックスフライ定食は完成します。

　途中にあるさまざまな関門を潜くぐり抜ぬけ、一番最初に樫森町中央公民館にあるメイン会場にミックスフライ定食を完成させて届けることができるのはどっちか！　獲かく得とくできるポイント数は今回のミニゲームで最大の二千五百ポイント！　このゲーム大会の天王山とも呼べる戦い、いよいよスタートです！』

　出前機をつけた自転車一台と、チームを組む普ふ通つうの自転車四台が、屋敷町公民館の前に一列に並んだ。

　レポーターが笛を持ってその脇わきに立つ。

『私がスタートの合図をさせていただきます。用意はよろしいでしょうか？』

　自転車にまたがった、本俵たちと大西たちがうなずいた。

『準備完かん了りよう！』

『こちらもです！』

『では……用意！』

　レポーターの声を合図に、本俵たちと大西たちは自転車のサドルから腰こしを浮うかして、前ぜん傾けい姿勢を取った。

『ピィイイイイ！』

　笛が鳴り響ひびくのと同時に、二チーム十台の自転車が一いつ斉せいに道路を走り始めた。

　サンルーフから身を乗り出したカメラマンが乗る二台のミニバンが、すかさずその後を追う。

　メイン会場にある大きなモニターには、道路を走っていく自転車の姿を上空のヘリから映した映像が流れていた。

「さあ、はじまりました、今回のメインイベントである、デリバリー競争！

　最初に立ちはだかるのは、屋敷町とこのメイン会場との間にある香貫山です。

　かつて樫森城が築かれていたこの山を迂う回かいするのか、それとも登って降りるのか。迂回するには、まず大きく町外れに出てから、樫森町中心部にもどってくる必要があります。一方、登って降りるルートは、確かに距きよ離りは近いのですが、かなりの体力を必要とします！」

　実じつ況きようアナウンサーの言葉に、解説者の黄金の言葉がかぶった。

「それに、江え戸ど時代に日光例幣使の世話役だった武士の石せき碑ひを探し、そこでスタンプを押さねばなりません。その石せき碑ひがあるのは、この香貫山の上にある樫森城じよ址うし公園ではないかと思われます。それを考えると、やはり山を登らねばならないのではないでしょうか？」

「そうですね、このデリバリー競争は、ただ早ければいいというものではありません。途と中ちゆうでさまざまな条件をクリアしなければゴールできません。最初の関門は、江戸時代に日光例幣使を接待した武士の石碑です。それを探し出して、そこにあるスタンプを伝票に押さねばなりません。果たして、その石碑はどこにあるのか？　その石碑の位置を知る者が勝利を得ることができます！」

　実況アナウンサーの言葉を聞いていた真行寺がつぶやいた。

「うむ……知る者が勝つ。つまり、これは鶴つるの吸い物の故事にちなんだ『汁しる物もの』に掛かけたということか。奥が深いな」

「……そういう意味があったのですね。そこまで寓ぐう意いを込めてゲームを作り上げるとは……所光明、さすがです……」

　──ないない、それはない！　あんたら、考えすぎ！

　目を見開いて感心する華之宮を見た朋絵が、思わず胸の中でツッコミを入れた……その頃ころ。

　自転車に乗っていた大西は、ぐんぐん自分たちを引き離はなしていく本俵たちの背中を見て、悔くやしそうにつぶやいた。

「……体力では、やはり向こうが有利ね……でも、いくらでも挽ばん回かいできるはず。ここから先は知力の勝負だものね」

　大西は、脳内に光明の顔を思い浮かべた。

　──あの魔ま王おうが単純な体力勝負にするわけが無い。必ずひねりを加え、どこかに大逆転ができる要素を入れるはずだ。

　その部分さえ見み抜ぬけば、我々にも勝ち目はある！　その勝ち目こそ、あの石碑のスタンプだわ！

　大西の目の前に分ぶん岐き点が近づいて来ていた。

　まっすぐ行けば香貫山を登り、左に行けば迂回路である。

　先を行く本俵たちはその分岐をまっすぐ抜けていく。

　──やっぱり香貫山の樫森城址公園に行くのね。石碑もあるし、それが当然かもしれないけど、私はそうは思わないわ！

　大西は振ふり返ると、仲間に向かって叫さけんだ。

「打ち合わせどおり、左手に行くわよ！」

「はい！」

　分岐点に差し掛かった桜川女子高のチームは、全車が左折して山を迂回する道に向かった。

　メイン会場のモニターに映った光景を見て、実況アナウンサーが叫んだ。

「おおっと！　桜川女子高は、左折しました！　これはどういう作戦なのでしょうか？」

　解説者がうなずいた。

「桜川女子高は、体力の温存と時間の配分を考えたのでしょう。山を登る道は、反対側のほうがなだらかですから、おそらくミックスフライを手分けして手に入れる際に、一台だけ山を登って伝票にスタンプをもらいに行くという作戦でしょう。わざわざ重い出前機をつけて、山を登る必要は無いと判断したんだと思います」

「しかし、あそこで迂回するとなると、かなりの遠回りになりませんか？」

「距きよ離り的てきにはそう見えますが、平へい坦たんな道を同じ速度で走る方が、急な坂道を登るより、疲ひ労ろうが少ないのです。山を登るとかなりバテますから、後半を考えると迂回した方がトータルでは早いと判断したのでしょう」

「さあ、スタートして早くも作戦が分かれました。この戦いの結末はどうなるのか、予想がつきません！」




　本俵たちと大西たちが樫森商店街を目指して自転車を走らせていた……その頃。

　その樫森商店街の中にある、既き製せい服ふく専門店「ブティック・ライラック」では、新たなミニゲームが始まろうとしていた。

「そろそろレポーターが銭湯からこっちにきまーす！」

「それじゃあ、解説役の長篠さんはこっちに立ってください」

「は、はいっ」

　テレビ中ちゆう継けいのためのスタッフたちが駆かけまくり、叫びまくるどたばたの中。

「審しん査さ員いんのおばちゃ」

「おばっ!?」

　顔色を変えた、着き飾かざった中年女性たちを見て、テレビ局のアシスタントディレクターはあわてて言い直した。

「……じゃねえです！　ええと、奥様方は、こちらに来てくださーい！」

「樫森高校の選手の皆みなさんはあっち、桜川女子高はこっち側に並んで！」

「全員揃そろいましたか!?」

「樫森高校、揃いました！」

「桜川も……ああっ、ごめんなさい、あと一人！」

「どこ行ったんだよ、こんなときに！」

　本番直前のスタッフの怒ど号ごうに、びくんっ、とする桜川の生徒たち。

「あ、いや、怒おこってるわけじゃないんだ。ただ、そろそろ勢揃いしてないと、段取りがうまくいかないからね」

　あわててなだめるスタッフは、そういって辺りを見回した。

「でも、さっきまでは揃ってたんだろ……ええと……ああ、一本みつあみの小さい子がいないのか。どこ行っちゃったんだ……？」

　そんな様子を見ていた長篠は、何となく、心当たりがあるような気がした。

　──みつあみって……秋野さん？　ってことはもしかして『あそこ』かな……？

　と、思って。実際に『あそこ』に来てみると。

「うぇぇぉぅ、おぅぇぇぇぇ……」

　いた。

　正確には、目の前の扉とびらに向こうに、秋野茜はいるはずだ。

「ブティック・ライラック」の客用のトイレの前。扉の向こうからは、吐はく声が聞こえる。

「秋野さん……いる？」

　軽くノックしてから、長篠が問い掛かけると、

「は、はいぃ……」

　──ああやっぱり。

　茜がやたらと緊きん張ちように弱いということは以前から知っていた。多分、テレビ中継が入ると聞いて緊張が極きよく致ちに達したのだろう。

「もうじき、ここでの対決が始まるみたいよ。大丈夫なの？」

「は、はいぃ、大丈夫です、大丈……ぅおぅぇぇぇ……」

「……ホ、ホントに？」

　と聞き返すと、力なくトイレの扉が開き、真っ青な顔をした茜が出てきた。

「うわ……大丈夫そうに、見えないんだけど……？」

「だ、大丈夫、です……」

　と呟つぶやきながら、ふらふらと洗面台に向かい、水道の蛇じや口ぐちをひねる。

「体調がよくないなら、もう少し対決の時間を延ばしてもらおうか？」

　脇わきに立って茜の顔をのぞき込んだ長篠はたずねた。十分程度なら、延ばしてもらっても大丈夫なはずなのだ。

　けれども、茜は力なく笑えみを浮うかべて、

「いえ、ほんとに……大丈夫ですから……スイッチが入れば……」

　そう答えて茜はざばざばと顔を洗い、うがいをして、もう一度顔を洗う。

　持っていたレースのハンカチで顔をきれいに拭ぬぐい終わってから、そのハンカチが先日借りたものだったことを思い出したが、もうハンカチはずぶ濡ぬれだ。

　──もう一度洗せん濯たくし直さなきゃ。

　そう思いながら、とりあえず軽く絞しぼって、きれいにたたみ直す。

　深呼吸。まっすぐ前を見る。そして、

「……愛ある限り、演じましょう！」

「えっ!?」

　突とつ然ぜんの大声にびっくりして、長篠が茜を見やると。

　茜は、さっきまでの顔面蒼そう白はくが噓うそのように、爽さわやかな満面の笑みをたたえていた。

「さあ、いきましょう」




　メイン会場である中央公民館のメインモニターに映ったのは、さっき『樫葉湯』でレポートをしていた女性レポーターだった。

『はい、私は次のゲームをご紹しよう介かいするために、こちらの「ブティック・ライラック」さんに来ています。こちらで行われるゲームは、お店の服を使ってファッションセンスを競きそう、ファッションショーだそうですが、はたしてどのようなものなのか、審しん判ぱん員いんの方からご説明していただきます』

　そう言ってレポーターが紹介したのは、楢山高校文芸部の部長、長篠だった。

　メインモニターに映る長篠の顔を見て、朋絵は、ぽそりと、

「長篠さんって、華はながあるなあ……テレビ映りもいいし……」

　と独り言を呟いていた。

　──背が高いからなのかな。私と、五センチも違ちがわないはずなんだけど。

　ううん、それだけじゃなくて、腰こしの位置も高いし……日本人離ばなれしてるわよね。

　私もあんなだったらよかったのになあ。そしたら光明も、もうちょっと……。

　と、そこまで考えて。

　──もうちょっと私の背が高い方がよかった？

　そんな風に聞いたとして、光明はどんな返事をしてくれるだろうか。

　──いや、君はそれくらいでちょうどいいよ。

　そんな風に答えるような気がする。

　だが。

　光明は、女の子のスタイルとかに関してはデリカシーがない。あるようには思えない。

　その返事は額面通りの意味なのだ。

　──あんまり期待しない方がいいかなあ。

　そう考えて画面に目を戻もどしたときに、不意に中学生の時のことを思い出した。

　中学一年の時に、私の方が背が高くなったのよね。

　そのときの光明が、何とも複雑な表情をしていたことを憶おぼえている。

　中学三年の時に、また光明の方が高くなって。

　そのときは、これまた何とも複雑な表情をしていたような。

　──男の子って、よくわかんないことがあるわよね……。

　朋絵が軽くため息をつくと、メインモニターでは、ルール説明が始まっていた。

『この「ブティック・ライラック」で行われるファッションショーはどういったものでしょうか？　ルールや、採点方法などについてご説明願えませんか？』

『はい、わかりました……』

　長篠はそう言って一歩前に出ると、店の中を指差しながら言った。

『ルールは簡単です。この店にある服を選んで着付けてもらって、そのセンスを採点してもらう、それだけです。ただし、男子校の樫森高校の生徒には女性のファッションセンスを、女子校の桜川女子高には男性のファッションセンスを競っていただきます』

『男女逆なんですか？』

『ええ、そして制限時間があります。服を選んで着付けるまで十五分です、十五分でやっていただきます。審しん査さ員いんは、この樫森町で洋品店やブティックを経営されている五人のオーナーの女性にやっていただきます。審査員の方には十点満点で採点していただき、その総得点で勝敗が決まります。念のために申し添そえますが、採点はあくまでも審査員の方々の主観で決まります。

　今はこれが流行はやっているとか、これが旬しゆんだとか、そういったことは一いつ切さい考こう慮りよされませんし、一切の異議申し立ては認めません』

『なるほど。いかに審査員のセンスを読んでそれに合わせるか、というところが勝負ですね。では、選手の方に入場していただきましょう』

　レポーターの声と共に、樫森高校の生徒と桜川女子高の生徒たちが姿を見せた。

　樫森高校の生徒の中に一人、小こ柄がらで手足の細い男子生徒がいるところを見ると、彼がモデルとなって女装するのだろう。

　一方桜川女子高には、背が高かったり、肩かた幅はばの広いといった、男性的な特とく徴ちようのある生徒はいない。

　髪かみの毛を一本みつあみにした小柄な生徒と、ごく普ふ通つうの女子生徒だけだった。

　女性レポーターが聞いた。

『ええと、選手の皆みなさんは、この競技に関する得意分野をお持ちなんですか？』

　樫森高校のチームのリーダーらしい男子生徒がうなずいた。

『ええ、私たちは、演劇部の部員なんです。樫森高校は男子校ですから、女性が出てくる演目でも男子生徒が演じることが多く、それなりに女性のファッションを研究していますので自信はあります』

　桜川女子高のチームリーダーも同じようにうなずいてみせた。

『私たちも、桜川女子高演劇部の部員です。男の子のファッションについて研究してますし、男の子のセンスとかそういった意味でも、我々の方が関心が高いので有利だと思いますね』

　レポーターは桜川女子高のチームを見回して聞いた。

『えーと、どなたが男の子を演じるのでしょうか？』

　髪の毛を一本でみつあみにまとめている小柄な女生徒が手を上げた。

『はい、私です。秋野茜と申します』

『あなたが？　こう言っては失礼ですけど、ちっとも男の子っぽくないですねえ』

『ええ、でもちゃんと男の子になってみせますから！』

　茜はそう言ってにっこり笑った。

　時計を見ていた長篠が言った。

『では、両チーム共に位置についていただきます。制限時間は十五分！　十五分以内に、店の中にある服を選び、男子生徒は女の子に、女子生徒は男の子になっていただきます！

　よろしいですか？　では、スタート！』

　長篠の言葉と共に、樫森高校の生徒は婦人コーナーに、桜川女子高の生徒は紳しん士し物もののコーナーに向かってダッシュをかけた。

　ハンガーに吊つるしてある服を選びはじめた両チームの選手を眺ながめながら、レポーターが長篠に聞いた。

『ルールだけを聞いていると、これと言ってそれほど難しそうでもないように思えるんですけど、その辺はどうなんでしょうか？』

　長篠は含ふくむような笑いを浮うかべて答えた。

『ええ、一見するとただの女装、男装ファッションショーでしかないと思われるかもしれません。でも、普通の企き画かくと違ちがうのは、この店の中の服だけしか使えない、というところです。

　こういった商店街のブティックの品しな揃ぞろえは、若者向けのものはほとんどありません。いわゆるミセス、マダムといった年ねん齢れい層そうの方向けの品物ばかりです。

　その限られた品揃えの中から、目的に合った服を選び出せたとしても、問題は審査員です。審査員の方は、この樫森商店街の中で洋品店などを経営されている方ですから、もうそれなりにお年を召めした方がほとんどです。

　私たちのセンスで選んだ服が、果たしてそういった年齢層の方に受け入れられてもらえるのかどうか、そういった部分まで考えて服を選び、そして着付けをするというのは、もしかしたら一番難しいことかもしれませんよ？』

　レポーターは、真しん剣けんな目でうなずいた。

『そうですよね……そうか、今流行のファッション雑誌に載のっているような服を、そのままフルコピーしたくても服が無い。もし服があっても、流行では評価されない……となれば、これはもう本当にセンスが試ためされるわけですね？』

『そういうことです』

　カメラが引いて、店内を広く映す。

　店内では、樫森高校の生徒と桜川女子高の生徒が、その品揃えに愕がく然ぜんとしていた。

『こ、これは……』

『わかってはいたけど……』

　樫森高校演劇部の面々は、婦人服コーナーに立ち尽つくし、困こん惑わくしたようにつぶやいた。

『おばちゃんの服ばっかりだ……』

『こんなので、どうしろっていうんだ……』

　そう。地域に根ざした商店街の中にある、地域に根ざしたブティック・ライラックには、やはり主要な顧こ客きやくであるおばちゃんたちをメインにした服しかなかった。

　それは、紳しん士し服ふくコーナーに駆かけ込んだ桜川女子高演劇部の面々も同じだった。

『うわ、なによこれ！　おっさんの服しかないじゃない……！』

　目の前には地味なカラーの衣類ばかり。たまに鮮あざやかな色だと思ったら、なんともくすんだ色合いの紫むらさき色いろだったりする。そんな売り場で、決意を込めた目をする生徒の顔が画面に大写しになった。

『先せん輩ぱい！　迷っている場合じゃないです！』

　そう叫さけんだのは、桜川女子高演劇部員の中でもひときわ小こ柄がらなみつあみの女の子、茜だった。

『とにかく、私に合いそうなサイズの服を！　あとは着付けでなんとかしましょう！』

『そ……そうね！　こうなったら！』

　茜の叫びに我に返った彼女たちは、とにかくサイズをチェックし、茜の体に合いそうな服を選んでいく。

　茜はフィッティングルームに飛び込み、持ってきてもらった服をとにかく片かたっ端ぱしからあわせていく。

　一方の樫森高校演劇部員たちも慌あわてて服を選び始めた。こちらは小柄と言っても、一いつ般ぱん的てきな婦人服のサイズからすると、少し体が大きい。腰こし回まわりや肩かたに余よ裕ゆうのありそうな服を選んで、フィッティングルームに運び込む。

『さあ、双そう方ほうともお店の品揃えに少し苦戦している模様です。時間はあと八分を切りました！』

　メイン会場のモニター映像で見ていた真行寺は、苦々しい表情を隠かくさなかった。

「むうう……これもまたひねくれたルールを考えたな、所光明め……！」

　そのつぶやきに反応したのは、少し離はなれたところに座っていた朋絵だった。

「あ、ごめんなさい。このミニゲームのルールを考えたのは、私と、いま審しん判ぱんをしている長篠さんなんです。はじめはただのファッションショーだったんですけど、それだとつまらないよね、って話になっちゃって」

「お、おまえの方か……！」

　真行寺は目をむいた。

「ほかのミニゲームは光明……うちの所副会長がすごくひねっちゃったものだから、これもちょっとひねるくらいならいいよね、って思って。えへへ」

　といって、ちょっと舌を出した朋絵に、真行寺はぷるぷると震ふるえながら、

「ぬ、ぬぬぬぬ……う！　所のみならず……おのれ、悪女め……！」

「あ、悪女!?」

　朋絵は素すっ頓とん狂きような声を上げた。

　その横から華之宮が口を挟はさんだ。

「あらまあ。ご自分の知識の及およばないゲームに、ずいぶんと苛いら立だっていらっしゃるようですわね？」

　華之宮は、ことさら真行寺を挑ちよう発はつするように笑った。

「おほほほほ、汗あせ臭くさく暑苦しい樫森高校の方々には、ご婦人方のお洒落しやれのセンスを想像することも出来ないのではございませんこと？」

「ずいぶんと言ってくれるな……だが……そちらのモデル役も、ずいぶんと小柄だったな。あれで男装は、難しいのではないか？」

　辛かろうじて言い返した真行寺の言葉に、華之宮の余裕が消える。

「……このミニゲームでの役割分担は、彼女たち演劇部に一任しました。その彼女たちが決めたことです。私はそれを信じています」

　そう呟つぶやいて、華之宮はメインモニターに向き直った。

　──そういえば、あの子……最近話をしたことがあるような……。

　レポーターは、カメラを向いて言った。

『さて、果たしてどのような女装男子と男装女子が生まれるのか。その答えは七分後に明らかになります！　それまで、映像はそちらにお返しします！』

「はい、わかりました、では審しん査さが始まりましたらよろしくお願いします！」

　メイン会場のアナウンサーが、そう答えたとき、モニター画面が、樫森商店街の略図に変わった。

「さて、ここで現在までの状じよう況きようを取りまとめておきましょう。物件数は全部で六店。このうち『山仲鮮せん魚ぎよ店てん』と『樫葉湯』はすでに勝敗が決しており、樫森高校に五百ポイント、桜川女子高にも五百ポイントがそれぞれ加算されています。

　現在進行中の競技は『神明神社の宝探し』『ブティック・ライラックのファッションコンクール』そして『仕出しの山善のデリバリー競争』……もっとも、この『仕出しの山善』は現存していませんから、この地図上では中央公民館が物件として扱あつかわれます」

「というと、まだ競技が始まっていないのは『ウサギヤのカート集め』だけですか」

「はい、そのとおりです」

　解説者の言葉を受けて、アナウンサーがうなずいたとき、画面が切り替かわった。

　アスファルトで舗ほ装そうされた広場に、白いペンキでいくつもの枠わくが描えがかれているところをみると、どうやらどこかの駐ちゆう車しや場じようらしい。

　だが、そこに停とまっているのは自動車ではなく、金属で作られたショッピングカートだった。

　それも一台や二台ではない、軽く百を超こえる数のショッピングカートが、駐車場の中にばら撒まかれたように置かれている。

「これはどうやら、ウサギヤのようですね。現地にレポーターの木きの下したさんが行っているはずですから、ちょっと呼んでみましょう。レポーターの木下さん？　聞こえますか？」

　その映像に、女性レポーターが映った。

『はい、こちらは樫森商店街の中にある、ウサギヤ大手町店に来ています、木下です！　ここで行われるのは、カート集め競争とのことなんですが、果たしてどういうゲームなのか、この競技の審判である楢山高校の霧島くんにお聞きしましょう。霧島くん、よろしくお願いします』

　画面に緊きん張ちようした顔つきの霧島が映った。

『は、はい、よろしくお願いします』

『さっそくですが、ルールの説明をお願いできますか？』

『あ、はい、ルールは、いたって簡単です。この駐車場に散らばっているショッピングカートを、十分の制限時間内にいくつ集めることができるかを競きそうものです。

　この競技は団体戦で、一チーム三十人で競ってもらいます。ショッピングカートの数は全部で三百二十一台。この駐車場のほかに、ウサギヤの屋上駐車場にも置かれています』

　霧島はそこで言葉を切ると、目の前に置かれていたカートを持って、前のカートに押し込んだ。カートのカゴの後ろの部分が持ち上がって、カートが重なった。

『ショッピングカートというのは、このように前後に重ねることができます。一人で何台ものカートを動かすことができますが、重なるとその分重くなり、小回りも利ききません。そのあたりを考えて運ばないと失敗するかもしれません。

　あと、こうやって重なった場合は、前後のカートを占せん有ゆうしたと認められますが、基本的にはカートのハンドルを両手でつかんだときに、占有が認められます。

　カゴの部分を持ったり、ハンドルを片手でつかんだだけでは、占有とは認められません。

　つまり、カートを取り合ったとき、カゴの部分をつかんでもダメです。先にハンドルを両手でつかんだ方に権利が認められます。

　あと、妨ぼう害がい行こう為いをした選手は失格となり、カート三十台分のペナルティが与あたえられます。つまり、相手側に三十台取られてしまうわけですね』

『三十台ですか、それは大きいですね』

『ええ、反則は敗北につながる、大きなフラグでしょうね。制限時間は十分しかありませんから、相手とカートを取り合うことになったら、新しいカートを取りに行ったほうが早いと思いますね。短期決戦です』

　カメラがぐるりと回ると、体操着姿に着き替がえた樫森高校の生徒と桜川女子高の生徒が勢ぞろいしているのが映った。

　ヘルメットをかぶり、両りよう肘ひじと両りよう膝ひざにプロテクターをはめている生徒の間をアシスタントディレクターらしい若い男が走り回って、一人一人のプロテクターの装着状況を確かく認にんしている。

『アスファルトとコンクリートの上を走り回りますから、もしも、ということがありますので、プロテクターは欠かせません。今、安全を確認しています』

　レポーターが、そう説明したとき、画面に向かって、実じつ況きようアナウンサーが答えた。

「はい、わかりました。では、ゲームスタートになったら、また呼んで下さい！　デリバリー競争の方で、何か大きな動きがあったようなので、そちらに中ちゆう継けいを回します！」

『はい、わかりました。こちらの準備が完かん了りようしだい、お呼びします！』

　ウサギヤの映像が、どこかの公園のような場所に切り替わった。

　岡おか持もちを運ぶ出前機をつけた自転車の周囲に、なにやら真しん剣けんな表情の本俵が立って、チームメイトに指示を出している姿が映った。

「ここは、どうやら樫森城じよ址うし公園のようですね？　一体何があったんでしょうか？　レポーターの福ふく田だアナウンサーを呼んでみましょう。福田さん？　聞こえますか？　福田さん？」

『はい、福田です！』

　言葉と共に、デリバリー競争のスタートの合図をした、男性アナウンサーが画面に現れた。

『えー、こちらは現在、香貫山の頂上付近にある樫森城址公園に来ています。デリバリーの逸いつ話わの元になった樫森藩はんの家老を称たたえた石せき碑ひのところにあるスタンプを伝票に押す、という条件があるために、樫森高校の生徒さんたちが、こちらに来たのですけど、なんとスタンプが一つではないんです！』

「それはどういう意味ですか？　一つじゃないって？……」

　画面に映ったのは、公園の片かた隅すみに並んで立つ二つの石碑の横に、同じようにぶら下がっている二つのスタンプだった。

　レポーターは城址公園を見回して言った。

『この公園には、さまざまな記き念ねん碑ひが建てられているのですが、その記念碑にすべて、あの様にスタンプがぶら下がっているのです。つまり、スタンプの有う無むでは、その石碑が正しい石碑かどうかわからないわけですね。条件にあった石碑のところで正しいスタンプを押さないと伝票は無効ですから、これは大変なことになります』

　モニター画面を見ていた真行寺が、またもやうめいた。

「なんという罠わなを仕し掛かければ気が済むのだ！　おのれ！　所光明！　勝たせる気が無いのか！」

　だが、華之宮は冷ややかだった。

「何をおっしゃいますことやら。事前にあの公園について調べておけば、迷うことなく石碑のところに行き、即そく座ざに正しいスタンプが押せるわけです。このゲームのルールが説明されたとき、例の『鶴つるの吸い物』の故事にからめてクイズのようなものが出題されると、ちゃんと書いてあったではないですか。自分の準備の悪さを棚たなに上げて、所くんを責めるのはお門かど違ちがいではありませんこと？」

「く、くそ！　確かにそのとおりだが……まあいい、本俵ならなんとか解決策を見み出いだすだろう。あいつならできる！」

　真行寺はそう言うと、両手の指を胸の前で組んで、モニターに映る本俵の顔を見つめた。

　一方、樫森城址公園の中では、本俵が決断を迫せまられていた。

「どうしますか？　本俵さん！」

「こちらが事前に調べたデータでは、その家老を顕けん彰しようした石碑が香貫山にある、ということはわかりますが、石碑の位置まではわかりません！」

「石碑と言う石碑に全部、スタンプがついています！」

　本俵の額には脂あぶら汗あせがにじんでいた。

　──くそ、城址公園でスタンプのぶら下がっている石碑を探せばいいと軽く考えていたが、まさかこんな手で来るとは。

　甘かった……あの所光明が、そう簡単にクリアさせるはずが無いではないか！

　そのとき、チームメイトの一人が叫さけんだ。

「そうだ、桜川女子高の連中に先にスタンプを押させたらどうですか？」

「そうか、真ま似ねをすればいいのか！」

「背に腹は代えられません！　ここは桜川女子高に先に……」

　本俵は首を振ふった。

「いや、桜川女子高はここには来ない。あいつらは香貫山を迂う回かいした！　しんがりを走っていた俺は、奴やつらが交差点で左折するのを見ていたんだ。おそらく、フライを調達する際に、一いつ緒しよに伝票にスタンプを押すつもりなのだろう……」

　チームメイトは互たがいの顔を見合わせた。

　本俵の脳内では、では何をすればいいのか、というシミュレーションが激しく回り始めていた。

　──どうする？　このまま白紙で山を下って樫森商店街に行くわけにはいかない。

　──いちかばちか、当てずっぽうで適当にスタンプを押すか？

　しかし、ここで適当にスタンプを押しても、それが間違っていたのでは無む駄だ足あしだ。

　すべての料理が揃そろっても、中央公民館の中には入れない。あそこの玄げん関かんで正しいスタンプを押した伝票を示さねば、中に入れてもらえない。

　白紙の伝票をもらって、また、ここまで来てスタンプを押さねばならない。そんなことをやっていたのでは、まず勝ち目は無い。

　そこまで考えたとき、本俵の脳のう裏りに一つの考えが浮うかんだ。

　──そうか！　伝票は一枚じゃない！　中央公民館の玄関のところには、やり直し用の伝票が置かれているはずだ！　ならば、そこから伝票を束でもらってきて、ここで一枚ずつ片っ端ぱしからスタンプを押していけばいい！

　正しいスタンプを押した伝票さえあれば中に入れるのだから、その中に一枚でも正しいスタンプがあれば問題はないはずだ！

　本俵は顔を上げると、チームメイトを見回し、一人の生徒に視線を定めた。

「自転車部の沖おき田た！　お前は先行して、ゴール地点に先に行け！　そこで、白紙の伝票を束でもらって来い！　用意してあるはずだ。伝票を手に入れたら、ここにもどってきて、片っ端からスタンプを押すんだ！　押し終わったら大至急もどれ！　どれか一枚でも正しいやつがあれば、俺たちは会場の中に入れるんだ！」

「はい！　わかりました！」

「よし、急げ！」

　そう言った後で、本俵は、再びチームメイトを見回した。

「スタンプは、沖田に任せる！　俺たちは商店街に急ぐぞ！」

　そして本俵は、レポーターに駆かけ寄った。

「俺たちは、スタンプを後回しにすることにしました。このまま商店街を目指します！」

　その言葉は、そのままレポーターのマイクを通じてメイン会場に流れていた。

　実じつ況きようアナウンサーが解説者に聞いた。

「どうやら樫森高校チームは、スタンプを後回しにしたようですね？」

「ええ、山の上から一気に下れば、樫森商店街まではすぐですけど、時間のロスを考えれば、これ以上あの城址公園にいるのは得策ではない、という判断でしょう。

　石せき碑ひに関する情報を確かく認にんしてから誰だれか一人、スタンプを押しに行くのかもしれません」

　画面には、自転車にまたがって勢い良く城址公園を飛び出していく本俵たちの姿が映っていた。

「あ、ここで、ブティック・ライラックで行われているファッションコンクールの審しん査さが始まるようです、画面を切り替かえます！」

　アナウンサーの言葉と共に、画面には、長篠と、女性レポーターが映し出された。

『はい、こちらは「ブティック・ライラック」の、ファッションコンクール会場です。持ち時間の十五分が経過しました。いよいよ審査が始まります！』

　女性レポーターの元気な声とともに、審査会場となるブティック・ライラックのカウンターまわりがテレビ画面に映し出された。

『まずは、樫森高校からです！　では、張り切ってどうぞー！』

　レポーターの声に合わせて、樫森高校のモデルが出てきた。

『さあ、可か憐れんな女装男子をおたのしみください！』

　すたすたすた、とカメラの方に向かって歩いていったモデルは、短めのスカートに、これまた丈たけを詰つめた上着という姿で、歩く度たびにちらちらとへそまで見える。

『こ、これは……想像以上に「女の子」です……！』

『そ、そうですね……これはなんと可愛かわいらしい……！』

　思わず息を吞のむ、レポーターと長篠。

『薄うす手でのスカートとジャケットをうまく折り込んで丈を短くし、露ろ出しゆつを多くしていますね……これは……』

　解説をしつつ、持っていた携けい帯たい電でん話わのカメラレンズを、モデルに向ける長篠。その目はすでに、審しん判ぱんというよりは欲よく望ぼうに満ちた一いつ匹ぴきの狼おおかみのようであった。

『い、一枚撮とっておきましょう……』

　ぴろーん、という電子音とともに、モデルが写真に収められる。

　その様子をモニターを通して見ていた朋絵は、

「な、長篠さん……目つきが変わってる……あそこの審判にしたの、失敗だったかなあ……」

　苦笑いを浮かべていた。

　同じように苦笑いを浮かべているのが真行寺である。

「う、ぬう……樫森男児ともあろう者が、あのような格好を……いやしかし、これは、あっぱれというべきなのか……むう……」

　ずいぶんと複雑な表情だった。

　その視線の先では、モデルの男子生徒がくるりと一回転していた。スカートがふわりと広がり、ふとももがあらわになる。

「これは……すっかり女の子ね……」

　と、あっけにとられる朋絵に、ここまでじっと映像を見ていた華之宮が、

「たしかに、たいしたものです……しかし、これは裏目に出たかもしれませんわね」

「え？」

「ルールを決めたのはあなたなのでしょう？　もうお忘れなのかしら。このミニゲーム、審査をするのは、私たちでもなければ、あそこで写真を撮っている方でもないのですよ」

　そう。審査員は、商店街のオーナーたちであった。

　その、彼女たちの反応は。

『可愛らしいけれども……』

『ちょっとチャラチャラしてるわねえ』

『ちょっとあなた、そんなにおへそ出してたら、風邪かぜ引ひいちゃうわよ！』

　どうも、いまいちであった。

『おおっと。これは意外です、なかなか可愛らしいかとも思うのですが、審査員の皆みなさんの評価は、ちょっと辛から口くちですね』

　そんなレポーターの声に、華之宮はこくこくとうなずきながら、

「そうでしょうね。私も、あのようにおへそをあらわにして、下着が見えるかどうかというようなスカートをはくのは感心いたしませんわ。女子には慎つつしみというものが必要なのです」

　してやったり、という表情であった。

「う、ぬぬ……」

　一方の真行寺は、うなることしかできなかった。

『さて、それでは樫森高校の点数を、審査員の皆さん、お願いします！』

　レポーターの声に合わせて、審査員五人が、点数を書いたフリップを表にする。

『四点、五点、五点、四点、五点！　合計は、二十三点！』

「五十点満点で、この点数とは、残念でしたわねえ」

「くうう……」

　ぎぎぎ、と真行寺の歯から音がする。

　──うわあ、よっぽど悔くやしかったのねえ。

　朋絵がそんなことを考えていると。

『さあ、次は、桜川女子高の番です。どうぞー！』

　画面の向こうでは、入れ替かわりに桜川女子高の男装少女の出番になった。

　すっと出てきたのは、シックな色であわせたスラックスとカッターシャツの茜だった。

　一本のみつあみにしていた髪かみは、一度ほどいてから短く見えるように束ね、ヘアピンで留めてある。

　ゲームが始まる前のにっこりと微笑ほほえんでいた少女の面おも影かげも、その前にトイレではき続けていた青い顔も、全く感じさせない。ちょっと背せ伸のびをしようとオシャレをした少年のようだった。

　それを見て、まず声を上げたのは、またもや長篠だった。

『まあまあまあまあ！　こんな所に、こんな逸いつ材ざいが！』

『ええと……逸材？』

『あ、いえ、こっちの話です！』

　レポーターのツッコミを軽く受け流して、長篠は再び携帯電話のカメラで写真を撮った。

『あの長い髪が、この対決では邪じや魔まになるかと思いましたが、短い時間の中でうまくまとめましたね』

『そうですね、私なんて朝出社する前に、髪をまとめるだけで二、三十分はかかっちゃいますよ』

『まったく、桜川にこんな素す敵てきな素材がいたなんて、驚おどろきです』

『……素材？』

『いえ、こっちの話です』

　またもレポーターのツッコミをかわしながら、長篠は写真を撮とり続けていた。

　そんな様子をモニター越ごしに見ながら、朋絵は苦笑いを通り越して脱だつ力りよくしていた。

「あはは……やっぱりこの競技は、長篠さんに任せちゃ駄だ目めだったような気がする……」

「……そちらの担当者の適性はともかく。

　さすが我が校の演劇部員ですわ。素す晴ばらしい仕上がりですわね」

　そういって華之宮は胸を張った。

「確かに、すごいですね……すっかり可愛かわいい男の子です」

「ええ、そうでしょうそうでしょう。これでこの競技、こちらの勝ちですわね」

　反りかえってひっくり返らんばかりに胸を張る華之宮。

　だが、そこで真行寺がぼそりと呟つぶやいた。

「いや、勝ち誇ほこるのはまだ早いだろう」

「なんですって？」

「君がさっき自分で言ったばかりではないか。審しん査さをするのは我々ではない。あのご婦人方だ。果たしてあの男装が、ご婦人方にどのように見えているか、だな」

　そう言ったのとほぼ同時に、レポーターも審査員の声を聞いていた。

『さあ、こちらはいかがでしょうか？』

『可愛らしいわねえ』
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『そうねえ。よく数の限られた男物の中から、うまくやったわねえ』

『うちの孫が大きくなると、あんな感じかしらねえ』

『あら、あなたの孫って女の子ばかりじゃなかった？』

『ええ、可愛い女の子よねえ』

　そんな声を聞いて、華之宮の肩かたががくんと落ちた。

「な、なんですって？」

「うむ。やはり審査員の評価は『可愛い女の子』ということになったか」

「な、なぜ……!?」

「おそらくは、肩かた幅はばだな。何か詰つめ物でもすればいいのだろうが、あのなで肩では、やはり男には見えん」

　意外と細かいところを見ていた真行寺の指し摘てきに、華之宮ははっとなった。

「そ、そんな……いえ、けれどもそれはそちらのモデルも同じはず！　男子の肩幅は隠かくしようがないのではありませんか？」

「君ともあろう者が、気が付かなかったのか。我が校のモデルは、ずっと手を開いて、肩幅を誤ご魔ま化かしていたことに」

　その真行寺の言葉を聞いて、華之宮と朋絵は思わず顔を見合わせた。

　たしかに、言われてみれば、その通りだった。

「これで勝負はわからなくなったな」

「く、くうっ……！」

　一方、いままさに審査を受けている男装の茜は、審査員たちの評価を、彼女らの視線で痛いほどわかっていた。

　──どうしよう、このままじゃ、勝てない……！

『さてそれでは、審査員の皆みなさんに、そろそろ採点をお願いしたいと思います』

　──勝たなきゃ！　私は、この役を……男の子を、男装を、演じ切らなきゃ！

　そう思った瞬しゆん間かん、茜の体が動いていた。

『ごめんなさい、シャツはあとで弁べん償しようします！』

　そう叫さけんで、茜はシャツのボタンを上から二つ、引きちぎる。

　髪をとめていたヘアピンを抜ぬいて、髪をほどく。

　ポケットから、ついくせで着き替がえたときに入れていたレースのハンカチを取り出す。さっき洗った顔や手をふいてそのままだったので、まだ濡ぬれていた。

　そのハンカチで前まえ髪がみを濡らしながら、かき上げる。

　そして審査員たちの前に詰め寄り、中央に坐すわっていたブティック・ライラックのオーナーのあごを軽く指でつまんで、顔を寄せて、

『オレの男装、どうだったかな……マダム？』

　そう囁ささやいた茜の目が、審査員を捕とらえて放さない。

『あ……ああ……』

　声のような、ため息のような、そんな音が辛かろうじて審査員たちの口から漏もれる。

『こ、これは……可愛い少年のようだった、桜川女子高のモデルさんが突とつ然ぜん変身！　これはまるで……ホストです！　ジゴロです！』

『す、すごいわ！　普ふ段だんは羊のような少年が、突とつ然ぜん野や獣じゆうに！　素晴らしいわ！』

　そんな叫びを上げる、レポーターと長篠。

　大会議室でも、一同あっけにとられていた。

「え……な、なんなの、いまの……？」

「な、なんて恐おそろしい子……！」

　朋絵と華之宮がそう呟くと、真行寺は、

「……なんと、軟なん派ぱな男を演じたのか。これが男装だとは、嘆なげかわしい」

　だが、それに華之宮は言い返した。

「ええ、そうですわね。あなたの言うとおり、彼女は『男を演じた』のですわ。最後にあのように迫せまられて、審査員の皆さんはさぞかし動どう揺ようしたことでしょうね。あの『男』が、心から離はなれないくらいに」

「な、なんだと……!?」

「採点で、それがどう出るか、ですわね……！」

　そして会場では、我に返ったらしいレポーターが、

『そ、それでは！　皆さん、桜川女子高の採点をお願いします！』

　叫ぶと、審査員たちが、なぜかほおを赤らめながらフリップを表にする。

『八点、九点、八点、七点、八点！　合計は、四十点！　ということは、二十三対四十で、勝者は桜川女子高でーす！』

『やったあ！』

　勝負の行方ゆくえを見守っていた、着付け担当の女子生徒たちが歓かん喜きの声を上げる。

『よくやったわ、秋野！』

『は、はい！　部長、私やりました！』

『これなら、次の舞ぶ台たい、梅の木の精を演じるあの演目も……！』

『そ、それはちょっと無理です！』

　そんな声が、メインモニターから聞こえてきていた。

「さあ、ブティック・ライラックのファッション対決は、桜川女子高に軍配が上がりました！　この物件のポイントは……『樫葉湯』と同じく五百ポイント！　桜川女子高はこれで物件二つと、合計千ポイントを手にしました！」

　メイン会場の樫森商店街の略図を表示したサブモニターの中の『ブティック・ライラック』のマスが、ぽん！　とピンク色に変わり、桜川女子高側のデジタル表示の数字が一気に１０００に上がった。

「残る物件数は三つ！　神明神社の宝探し！　ウサギヤのカート集め競争！　そして現在ここに向かって走り続けているデリバリー競争です！」

　そのとき画面が切り替かわって、ショッピングカートが大写しになった。

「おっと、これはウサギヤの映像です！　どうやら、カート集め競争が始まるようです。レポーターの木下さん？　そちらの様子はどうなっていますか？」

　画面にマイクを持った女性アナウンサーが映った。

『はい、こちらでは完全に準備が整いました！　いよいよ樫森高校と桜川女子高による、ショッピングカート争そう奪だつ戦せんの始まりです！　このウサギヤの駐ちゆう車しや場じように散らばったショッピングカートを自軍の陣じん地ちに一台でも多く持ち込んだ方の勝利です！　制限時間は十分！　では、霧島くん、スタートの合図をどうぞ！』

　霧島は大きくうなずくと胸を張り、思い切り笛を吹ふいた。

『ピリリリリリリィイイッ！』

　その音を合図に、樫森高校の生徒三十人と、桜川女子高の生徒三十人、計六十人が喚かん声せいを上げて、一いつ斉せいに走り出した。

　桜川女子高の生徒は、目の前のショッピングカートに飛びつくと、三人一組でカートを集めはじめた。

　一人はカートを押し、残りの二人がその押しているカートの前に他ほかのカートをどんどん集めて、つなげていく。

　一方、樫森高校側は生徒を二手に分けた。二十人ほどは、目の前の駐車場でカートを集め始めたが、十人ほどの生徒が目の前のカートに見向きもせずに、ウサギヤの脇わきにあるスロープを駆かけ登り始めた。

「おおっと！　ここでも作戦が分かれました！　桜川女子高は、まず目の前のカートから集め始めたのに対し、樫森高校は屋上駐車場のカートを狙ねらったようだ！」

　解説者がうなずいた。

「これは制限時間が十分という短さに原因があると思います。

　女性の体力を考えた桜川女子高は、着実に目の前のカートを集めることを考えたのでしょう。それに対し、体力に自信のある樫森高校側は、最後にがばっと数を稼かせげるように屋上のカートを狙ったのでしょう。

　屋上のカートを独どく占せんできれば言うことはありません。しかし問題は、果たして制限時間内に自軍のエリアまでカートを持ってこれるか、と言うところだと思います」

「おおっと、早くも桜川女子高の集めてきたカートの総数が五十台を超えました！　驚おどろくべきハイペースですねえ」

「ええ、こうやってみていると、彼女たちは実にチームワークが良いですね。三人一組で着実にカートを集めています。よほど訓練をしたんじゃないでしょうか？」

　解説者の言葉を聞いた華之宮がうなずいた。

「当然じゃない。あの子達は、毎日放課後に閉店間ま際ぎわのスーパーに頼たのみ込んで、ショッピングカートを集める練習を続けてきたのよ！」

　真行寺も負けじと胸を張った。

「我々とてそれは同じだ。我々もまた閉店間際のスーパーで、重ねたカートの重さをどうコントロールするか、そのコツを身に着けたのだ！」

　桜川女子高のチームは、とりあえず近場のカートを集めるメンバーと、そして広い駐車場の一番遠くまで行って、そこからカートを集めてくるメンバーに分けていた。

　遠くの方から集めてきたメンバーが、一列に重なって芋いも虫むしのようになったカートの列を三人がかりで押して自軍の陣地に向かい始めた。

　二十台を超こえるカートの列はかなりの重さがあり、でこぼこのあるアスファルトの駐車場の中を動かすのは大変である。

　その、のろのろと動く芋虫のようなカートの列の映像に、レポーターの声がかぶる。

『時間はすでに五分を経過しています。ごらんのとおり桜川女子高の選手は、駐車場のカートの半分以上を集めています。このまま逃にげ切れば、この勝負、桜川女子高の勝利は間ま違ちがいありません！』

　だが、そこまで言ったとき、画面の中から、『がーっ！』とも『じゃーっ！』ともつかない、金属音が混じった雑音が連続して聞こえてきた。

　その音を聞いた真行寺が、ガッツポーズをして力強くうなずいた。

「よしっ！　屋上駐車場からの突とつ放ぽう開始だ！　これで逆転だぞ！」

「突放……って、なんのことですの？」

　不安げな顔をする華之宮を見て、真行寺は自じ慢まんげに答えた。

「わが樫森高校の鉄道研究会が編み出した作戦だ。昔、貨物列車を編成するときに、貨車を坂の上から一両ずつ押し出し、自力で坂を下らせて連結させたのだ。我々はカートを貨車に見立て、屋上駐車場のスロープを一台ずつ自力で転がり落とし、下で連結させることにしたのだ、まあ見ているがいい！」

　真行寺の言葉のとおり、画面には、五台くらいずつ連結されたカートが、スロープを無人のまま転がり落ちてくる光景が映し出されていた。

　スロープの下には樫森高校のメンバーが待機しており、スロープを転がってきたカートをまとめて、自軍の陣じん地ちへと運び込みはじめた。

「おっと、ここで樫森高校が屋上のカートをまとめて下に流し始めました。残り時間は四分を切っています！　このカートの列を無事に自軍の陣地に運び込むことができるのか！　もし、制限時間内に屋上駐ちゆう車しや場じようのカートをすべて運び込むことができれば、間違いなく樫森高校の勝利です！　さあ、時間との戦いです！」

　店内放送のスピーカーから、時間経過を告げるアナウンスが流れた。

『七分経過しました。残り時間三分です！　繰くり返します、残り時間三分です！』

　画面に映っている生徒たちの動きが激しくなった。

　カメラが動いて、それぞれの陣地に運び込まれたショッピングカートを映し出した。

　全体的には桜川女子高の方が多い。だが樫森高校は、次々に二十台三十台とまとめてどかっと増えはじめている。

　華之宮はあせったような声を上げた。

「なにをやっているのです！　あれでは追いつかれてしまいます！　早く、インターセプトしなさい！　人がハンドルを持っていないカートは占せん有ゆうされていません！　横取りされても文句は言えないはずです！」

　同じことを考えたのだろう、数人の女生徒がスロープの方に向かった。

　だが、それを見た樫森高校側は重ねるカートを増やし、屋上の駐車場のカートを送り出していたメンバーが一番後ろのカートにつかまったままスロープを下り始めた。

　ルール上、ハンドルを持っている限り横取りができないことになっている。

　スロープに向かった桜川女子高の生徒たちは、あきらめたのだろう、くるりと背を向けると、一階の駐車場の中に点々と残った残りのカートめがけて走り出した。

　アナウンサーが解説者に聞いた。

「桜川女子高は、落おち穂ぼ拾ひろいに作戦をきりかえたようですね？」

「ええ、もう残り時間が二分を切りましたから、一台でも多くのカートを手に入れることにしたのでしょう。桜川女子高は実に堅けん実じつですね」

「一方樫森高校側は、屋上駐車場からカートを下ろしてきたのは良かったのですが、まだ自軍の陣地へと運び込んでいません。さあ、あれだけ大量のカートを時間内に運び込むことができるのでしょうか!?」

　画面の中から、店内放送の声が聞こえた。

『八分経過しました。残り時間二分です。繰り返します、残り時間二分です！』

　樫森高校の生徒たちは、重なってミミズのようになったカートの列を押して、自軍の陣地へと持っていこうとするのだが、この長さになるとなかなか簡単には動かない。

　カートの車輪が小さいせいもあるが、路面のちょっとした段差にはまり込むと、抜ぬけ出すのが容易ではないのだ。

　真行寺が叫さけんだ。

「いかん、あれでは間に合わん！　全部を持っていくな！　半分でもいい！　量にこだわるな！　速さを優先しろ！」

　これまた真行寺と同じことを考えたのだろう、樫森高校の生徒たちは長く連なったカートにわらわらと群がると、十台ほどの列に分ぶん割かつしはじめた。

　店内放送の声が残り一分を告げた。

『九分経過しました。残り時間一分です。繰り返します、残り時間一分です！』

「さあ、ついに残り時間は一分を切りました！

　現在まで、それぞれの陣地に運び込んだカートの数は、ここから見る限り桜川女子高の方が明らかに数が多い！　しかし、樫森高校が今押しているカートを加えれば、この優位はどうなるかわかりません！」

　店内放送がカウントダウンを始める中を、カートを押した樫森高校の生徒たちが雄おたけびを上げて駐車場を疾しつ走そうする。

「うぉりゃあああ！」

「押せぇえええ！　力の限り押せぇええええ！　根こん性じようを見せてみろぉぉおおお！」

『十秒前、九、八、七、六、五、四、三、二、一！』

　霧島が思い切り笛を吹ふいて叫んだ。

『ピィイイイイイイイッ！　それまでーッ！』

　樫森高校の生徒が押していたカートの列は、すべて陣地に入ることができなかった。だが、かなりの量がラインを越こえて陣地内に押し込まれており、一見しただけでは、まったく優ゆう劣れつがつかなかった。

　レポーターが霧島にマイクを向けた。

『この段階では、勝敗はわかりませんね？』

『はい、これよりカートの数を数え、勝敗を発表します！　かなり微び妙みような数の差になりそうですので、念を入れて確かく認にんすることになると思います！』

『というわけで、勝敗の結果が判明次し第だい、またお知らせします！　いったん映像をお返しします』

「はい、わかりました！」

　メイン会場の実じつ況きようアナウンサーは、そう答えると、解説者に聞いた。

「ウサギヤの獲かく得とくポイントは二千点ですから、ここで樫森高校が獲得すれば、一気に形勢は逆転ですね？」

「ええ、しかし、まだすべてのゲームが終わったわけではありません。最大ポイントがかかっているデリバリー競争は現在進行中ですし、神明神社の宝探しもいまだ決着がついていませんから、すべてのゲームが終わるまで、どうなるかまったくわからない、と言うべきでしょうね」

　解説者がそう答えたとき、メインモニターに、神社の鳥居が映った。

『はい！　こちらは、その宝探しが行われている神明神社です！　ハズレのヒントを引いた桜川女子高の生徒さんたちも戻もどってきて、それぞれが集めたヒントをもとに推理を働かせているところです。まずは、樫森高校の推理研究会の方から、お話を伺うかがってみましょう、どんなヒントが集まりましたか？』

　樫森高校の生徒は、神経質そうにカメラの方を見て答えた。

『ここで、そのヒントを公開したら、その内容が向こうに筒つつ抜ぬけになるじゃないですか！　そんなことはできません！』

『いえ、いくつかあるヒントの中で、重要なもの以外をちょっと紹しよう介かいしていただければいいんですけど……』

　樫森高校の推理研究会のメンバーは、顔を寄せて小声で相談を始めた。

『どうする？』

『まるっきり見せないってのもなあ』

『一応テレビ映りを考えれば、少しくらい見せたっていいんじゃないか？』

『じゃあ、こうしたらどうだ？　まるっきり、意味不明のヒントがいくつかあったじゃないか、推理する糸口すらつかめないヤツ。あれを公開したらどうだ？』

『そうか、糸口がつかめないなら、持っていてもしかたないもんな』

『よし、そうしよう』

　相談を終えた推理研究会のメンバーは、小さく折り畳たたまれた紙を広げて、レポーターに見せた。

『では、いくつかのヒントを公開します。あまり重要とも思えないヒントで、断だん片ぺん的なものですから構わないと思います』

『どうもありがとうございます！　じゃあ、さっそく見せてもらいますね！』

　レポーターはそう言うと、紙を手にとって広げてカメラに向かって見せた。

『これが、宝物が隠かくされている場所のヒントです！　お分かりになりますでしょうか？』

　その紙にはワープロの文字でこう書かれていた。

〝我の芯しんに毒在り〟

『この、芯に毒在り、というのはどういう意味でしょう？』

　推理研究会のメンバーは不ふ機き嫌げんそうに答えた。

『意味がわかりません、あまりに断片的すぎます。断片的といえば、これなんかもそうですね……』

　そう言って見せた紙には、こう書かれていた。

〝我は十二門のタッチの向かいに在り〟

　レポーターは怪け訝げんな顔になった。

『タッチの向かい、って何のことでしょう？』

『さあ、これまた断片的過ぎます。タッチというのが何を意味するのかがわからないと、その向かいと言われても、さっぱり意味がつかめません』

『わかりました、どうやら樫森高校は推理に行き詰づまったようですね。では、桜川女子高はどうでしょうか、ちょっと聞いてみましょう』

　レポーターはそう言うと、桜川女子高の生徒たちに近づいた。

『どうですか？　さっきは「ハズレ」を引いちゃって、時間をロスしましたけど、めどは立ちましたか？』

　桜川女子高オカルト研究会の会長は、笑いながら首を振ふった。

『いえ、ぜんぜん。まったく雲をつかむような話です。あ、そうそう、その「ハズレ」ですけど、樫森駅に行ってそこの伝言板をみたところ、こんな数式が書いてあったんですよ』

『数式？　暗号ですか？』

『ええ、暗号だと思います。暗号でなければ意味が通じません。こんな数式なんですよ』

　そういって会長が見せたのは、漢字と数式記号が混じった謎なぞの文だった。

〝木＝狐きつね〟

〝鷺さぎ－狐＝四〟

〝鷺＋木＝六〟

〝我は木なり〟

　レポーターは、ぽかんと口を開けた。

『これって、どういう意味でしょう？』

『さあ、ちょっとわかりません……』

　桜川女子高のオカルト研究会の会長がそう答えたとき、神社の境けい内だいにトラメガを持った審しん判ぱん員の望月の声が響ひびき渡わたった。

『えー、制限時間はあと五分！　あと五分以内に、宝物を探し出さなければ、勝負はドロー！　この神明神社の物件および、五百点のポイントは空白のまま、後半戦に持ち越こされます！』

　樫森高校のメンバーは、あわてて、意見を出し合った。

『さっき、レポーターに見せなかったヒントに、「我は昼ひる餉げの時に在り」ってのがあるだろう？　あれって、もしかしたら、十二時のことじゃないか、ってところまで推理は進んだんだよな』

『十二時を時計の文字盤ばんだと考えて……おい、十二時ってどっちの方角だっけ？』

『確か、十二時って真上、つまり地図で言えば真北を意味するんじゃないのか？』

『そうか！　北だ！　つまり、宝は神社の北にあるってことだ！』

『でも、北だけじゃなんとも言えないぜ。こっちのヒントの「タッチの向かい」とか「芯に毒在り」とか、そっちがわかんないと……』

『まあいい、とにかく北に行ってみよう。行けば何かわかるかもしれない！』

　樫森高校の推理研究会のメンバーが神社の北に移動しはじめた頃ころ、桜川女子高オカルト研究会は、再び佐藤という少女にＬ字形の金属棒を持たせていた。

『佐藤さん！　あなたの霊れい感かんが頼たよりよ！』

『がんばって！　お願い！』

　佐藤と呼ばれた少女は、こくん、とうなずいた。

『努力する』

　神社の本ほん殿でんの前から、鳥居に向かって参道をゆっくり歩き出した佐藤の金属棒は、ぴくりとも動かない。

『ダメかしら？』

『いいえ、まだわからないわ。神社を出るまで待ちましょう……』

　オカルト研究会のメンバーと、レポーターが息を吞のんで見守る中、佐藤は傍はた目めからは自信があるのかないのか全くわからない表情で、ぽてぽて、とゆっくりと鳥居に向かった。

　そして鳥居をくぐる寸前に、両方の金属棒が、ふーっと右に振ふれた。

『動いた！　あっちよ！』

　オカルト研究会のメンバーは佐藤を取り囲んだ。

『ねえ、佐藤さん！　どっち、どっちから力を感じた？』

　佐藤は、ゆっくりと、しかし、きっぱりと、神社の一角を指差した。

　そこには、大きな木が植えられていた。

　佐藤の指差す先を見ていた、オカルト研究会の会長が叫さけんだ。

『そっか！　あれは、イチイの木よ！　あの数式の意味がわかったわ！　イチイの木ってね、一位の木、一位の位を持っている木って意味なの！　そしてね、狐、つまりお稲いな荷りさんの位も正一位なのよ！　だから、イコールで結んであったのよ！』

『でも、会長、鷺は何なんですか？　鷺という鳥に位なんかあるんですか？』

『あるのよそれが！　ゴイサギって鷺がいるの！　天皇から五位の位をさずかったって言い伝えがあるのよ！　だから『鷺＋木＝六』なのよ！』

　桜川女子高オカルト研究会のメンバーは、歓かん声せいを上げてイチイの木に群がった。

『どっかに宝箱が隠かくしてあるはずよ！　探して！』

『根元にはないわ！　きっと上よ！』

　イチイの木を見上げていた一人の女生徒が叫んだ。

『あった！　あそこ！　木の枝の間！』

『届く？』

　生徒はぴょんぴょんと跳とんでみたが、どうにも届きそうにない。

『どうしよう、届かない！』

『何か、踏み台になるものを持ってくるのよ！』

『もう時間がないわ！』

　そのとき、いつの間にかどこかにダウジングの金具を片付けた佐藤が、おもむろに自分のスカートの端を摑つかんだ。

『佐藤さん……？』

　佐藤の目はまっすぐに会長を見ていた。そして、一言。

『カモン』

　その意味を理解した会長は、決断するように言った。

『わかったわ。私が佐藤さんを肩車するわ！　一番小柄なのは佐藤さんだもの！　そういう意味よね、佐藤さん？』

　佐藤は、こくんとうなずくと、恥はずかしそうにスカートをたくし上げた。細い白い足があらわになる。

　会長はその佐藤の足の間に頭を突つっ込むと、一気に持ち上げた。

『ふん！』

　会長に肩車された佐藤が、ぐーっと身体からだを伸のばして、枝の上にあった金色の箱をつかんだ。

『キャッチ！』

　会長は上を見上げて言った。

『時間がないわ！　そこで開けて！　中を確かめて！』

『了解！』

　佐藤は、金色の宝箱を開けて、中に入っていた紙を取り出した。

　白く細い指でそれを開く。

　固かた唾ずを吞んで見守るメンバーに向かって、佐藤は紙をひっくり返して、ぽそり、と一言。

『ビンゴ』

　そこには、金の文字で大きく『当たり！』と書かれていた。

　桜川女子高の生徒たちが、わあっ！　という歓声を上げたのを聞いて、樫森高校の生徒たちが、あわてて戻もどってきた。

『やったわ！　見つけた！　勝ったわよ！』

　佐藤を肩車したまま、その場でくるくる回るオカルト研究会の会長を見て、樫森高校の生徒は声を合わせたように答えた。

『な、なんだってーっ！』

『どういう意味だ！　このヒントはどういう意味だったんだ！』

　レポーターが、審しん判ぱん員の望月に聞いた。

『樫森高校が見つけたあのヒントはどういう意味だったんですか？』

　望月は笑いながら答えた。

『最初に見つけた「我の芯しんに毒在り」というのは、イチイの木の実のことです。イチイの実は甘くて食用になりますが、芯、つまり種には毒があるのです。

　そして「我は昼ひる餉げの時に在り」というのは、十二時の方向にある、つまり頭上にあるという意味ですね』

『では、「我は十二門のタッチの向かいに在り」というのは？』

『これが一番のヒントだったんですけどね。十二門というのは、十二方位を守る神のことでして、中国や平城京などでも門をこの方位名で呼んでいました。南が朱す雀ざく、東が陽明、西が藻そう壁へき、北が偉いカン、という風に……ほら、日光の陽明門とか、聞いたことがあると思いますけど？』

『え？　あ、はい、有名ですね陽明門……そうか、あれは東にあるからなんですね？』

『ええ、この方位は全部で十二に分かれていまして、北北東にあるのが「達たつ智ち」なんです。この神社の中心に立って、北北東の向かいをみれば、そこにあのイチイの木があるわけです。イチイの木の下で真上を見れば、見つかったわけですね』

　レポーターは感心したようにうなずいた。

『いやはや、恐おそれ入りました……たしかに言われてみれば、すべてきっちり理り屈くつにあっております。というわけで、この神明神社の宝探しは、見事桜川女子高の勝利です！』

　メイン会場のサブモニターに表示されている、神明神社の物件が、ぽん！　という音とともに、ピンク色に変わり、桜川女子高側の得点が一気に五百ポイント加算された。

　メイン会場で対戦を見守っていた桜川女子高の生徒と、桜川町から来た応おう援えん団が大だい歓かん声せいを上げた。

「さあ、これで桜川女子高がまたしてもリードを広げたわけです！　残るは、ウサギヤの集計結果と、そしてデリバリー競争の結果次し第だいです！」

　アナウンサーの言葉とともに、画面が切り替かわり、霧島が大写しになった。

『はい、こちらはウサギヤです！　今、集計が終わりました！　集計結果が、霧島くんの手元に戻ってきました、いよいよ発表です！　霧島くん！　どうぞ！』

　霧島は、胸を張って、数字を読み上げた。

『桜川女子高、カート総数、百二十三台！』

『樫森高校、カート総数、百二十五台！』

　わあっ！　と樫森高校の生徒が歓声を上げた。

『以上の集計結果をもって、このウサギヤは、樫森高校の物件となり、点数二千ポイントが樫森高校の得点となります！』

　メイン会場に詰つめ掛かけていた、樫森高校の生徒やＯＢたちが立ち上がって歓声を上げた。

　実じつ況きよう中ちゆう継けいのアナウンサーが、その声に負けじと叫さけぶ。

「さあ、ここで樫森高校に二千ポイントが入ることで、勝負の結果はますますわからなくなりました！　決着をつけるのは、今ここに向かって走っている、デリバリー競争の自転車たちです！　さあ、真っ先にフライを揃そろえ、ここにやってくるのはどっちのチームなのか！

　今、自転車を追いかけているカメラカーからの中継がつながっています、呼んでみましょう！」

　画面が切り替わると、そこは大きな踏ふみ切きりだった。

　何台もの自動車やトラックが列を作って停とまっているその脇わきに、自転車に乗った樫森高校の本俵の大きな身体が見える。

『はい、こちらは樫森高校チームです！　香貫山を一直線に下ってきて、時間を稼かせいだと思ったのですが、無情の踏ふみ切りにつかまってしまいました！　これはかなりのロスになりそうです！』

「はい、わかりました！」

　実況アナウンサーは、解説者に向き直った。

「踏み切りと言う伏ふく兵へいもあるんですねえ、このレースには……」

「ええ、こればかりはどうしようもありません。両方から電車が来るとなると、踏み切りが開くまでの時間は倍になりますからね……」

　解説者がそう答えると、画面が切り替わった。

　桜川女子高の生徒たちも踏み切りの前で電車が通過するのを待っていた。

「おおっと、桜川女子高も踏み切りで引っかかったようですね？　でも、これはどこでしょう？　どこか市街地の中にある小さな踏み切りですね。なぜこんな裏通りにきてしまったんでしょうか？　道を間ま違ちがえたのでしょうか？」

　実況アナウンサーがそう言ったとき、目の前を電車が通過した。

「おっと、今、電車が通過しました！　これで踏み切りは開くでしょう！」

　アナウンサーの言葉のとおり、大西たちは自転車のサドルから腰こしを浮うかし、前ぜん傾けい姿勢を取った。

『いい？　三十秒以内に踏み切りをわたるのよ！』

『はい！』

『時間はない！　けれども、レールにタイヤをとられることには気をつけて！　いくわよ！』

　大西の言葉が終わるのと同時に、警報機が止まり、踏み切りの遮しや断だん機きがすぅっと上がった。

『今よ！　全軍、吶とつ喊かん！』

　大西の言葉と共に五台の自転車は一ひと塊かたまりになって、踏み切りの中に飛び込んだ。そして線路を渡わたり終えたかどうか、というそのとき、再び警報機が鳴り始める。

　警報機の下にある表示板は、さっき通り過ぎた電車とは逆の方向から次の電車が近づいてくることを示していた。

　大西たちの後を追って踏み切りを渡るつもりだったカメラカーは、そこで止められてしまった。

　その光景を見ていた華之宮が叫んだ。

「見事です、大西！　良くぞ、あの、空白の三十秒を見つけ出しました！　度たび重なる実地踏とう査さの賜たま物ものです！　これで、さらに差をつけましたわね！　この戦い、我が桜川女子高の勝利ですわ！」

　真行寺が、再び歯は軋ぎしりをした。

「うぬぬぬ、くそ！　姑こ息そくな手段を使いおって！　ふん！　踏み切り一回分のロスなど、あっという間に挽ばん回かいしてみせるわ！」

　華之宮は勝ち誇ほこったように言った。

「おほほほ。これはこれは、冷静にして沈ちん着ちやくな真行寺殿どのとは思えないお言葉、小さなロスの積み重ねこそが、敗北にいたる因子であることは、歴史を見ても明らかですわよ」

　にらみあう真行寺と華之宮を知らぬまま、解説者の隣となりに座っていた光明はつぶやくように言った。

「さすがですね。進行方向の反対側の踏み切りに回り、のぼりと下りの列車交こう換かんの一いつ瞬しゆんの隙すきに開く、三十秒の空白を狙ねらったんですね。あれに気がつくとは、かなり綿密に下調べをしていたんでしょうね」

　やがて画面に、樫森高校チームが動き出す光景が映った。

「どうやらやっと踏み切りが開いたようです。桜川女子高を追いかけていたカメラカーが離はなされてしまいましたので、ここからは商店街の中の定点カメラと、ヘリからの中継でお送りします！」
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　アナウンサーの言葉と共に映像が切り替かわった。

　どこかの商店街のような場所が映し出された。

「えーとこれは、どこでしょうか？　あ、情報がはいってきました、ここは樫森町東ひがし銀ぎん座ざ商店街にある、おいしいコロッケの店、一いち望ぼう精肉店の前ですね。

　例のミックスフライの品目であるコロッケの調達先として指定されているうちの一いつ軒けんです！　どうやら桜川女子高のチームは、ここを目指しているらしいとのことです！」

　アナウンサーの言葉が終わらないうちに、向こうの方から自転車に乗った桜川女子高の生徒の一団がやってきた。

　自転車を止めて、飛び降りた大西が、精肉店の店先で叫んだ。

『すいません！　コロッケ一個！』

　だが店の主人は、すまなそうに答えた。

『いやー、悪いなお姉ちゃん、ちょうど今、売り切れたところなんだ。あと三分、いや、四分待ってくれれば揚あげたてを渡せるけど、どうする？』

　メイン会場に、落らく胆たんの声が満ちた。

「えーっなにそれ！」

「そんなのあり～？」

「ひどいよね！」

　アナウンサーの声が響ひびく。

「おおっと！　なんてことだ、肝かん心じんのコロッケが売り切れだ！　さあどうする桜川女子高！　あきらめて他ほかの店に向かうか、それともここで揚げたてを待つか……」

　大西は考えていた。

　──たしかに、四分のロスは大きいわ。でも、全員でここで待っている必要はない。他のメンバーと手分けして、他のフライ物を調達にいけばいいのよ！

　そのとき大西は、ショーケースのコロッケの値札の下に書かれた、小さな文字に気がついた。

『あげたてコロッケ格別です。いつでも言ってください、その場で揚げます』

　──そうか、このお店の主人にとって、揚げたてコロッケは、こだわりの一品なんだ。

　温かい揚げ物と、冷めた揚げ物。どっちがおいしいかは、考えるまでもないものね。

　店先に漂う、香こうばしい香かおりを感じながら、大西はうなずいた。

「待ちますよ！　揚げたてコロッケの方がおいしいに決まっていますから！」

　大西の言葉を聞いた店の主人は、にっこり笑ってコロッケを揚げ始めた。




　一方、踏ふみ切きりを渡わたって商店街に飛び込んだ本俵は考えていた。

　──さて、どうする。コロッケなら、一望精肉店だが、あそこは売り切れるのが早いし、つくり置きをしない……今は一分一秒が貴重だ！　ならば、ここから近く、量も豊富なキムラヤがベスト！

　本俵は顔を上げて叫さけんだ。

「我々は、まず惣そう菜ざいのキムラヤに向かう！　近こん藤どうは『安あん西ざい精肉店』でアジフライを！　永なが田たは『とん盛せい』で『ヒレカツ』を！　もし、売り切れていたら『扇おうぎ屋や』に向かえ！

　伝票を取りに行った沖田からの連れん絡らくを待ちつつ、中央公民館に向かうぞ！」

　樫森商店街を、岡おか持もちをぶら下げた自転車が東とう奔ほん西せい走そうする中、樫森高校自転車部の若きエースである沖田が、メイン会場の受付から受け取った白紙伝票の束を抱かかえて、香貫山を登り始めていた。

　彼はこのあと、城じよ址うし公園にある石せき碑ひのすべてのスタンプを押して来なければならないのだ。

　商店街で走り回っている樫森高校と桜川女子高とのタイム差はほとんどない。

　あとはいかに伝票を届けるか、その速さに掛かかっている。

　ジグザグに曲がって、山を登り始めた沖田は、ふと顔を上げた。

　──あとどれくらいで頂上なんだ？

　そのとき、沖田の目に何かが映った。

　それは、二つぐらいカーブを曲がって登ったところから、自転車に乗って山を下り始めた、黒い人ひと影かげだった。

　──あれ？　あれって、もしかしたら桜川女子高の制服じゃないのか？

　その黒い人影は、ぐんぐん迫せまってきた。

　沖田のカンは当たっていた。それは、黒い自転車用のヘルメットをかぶって、真しん剣けんな目をしている桜川女子高の生徒の一人だった。

　その女生徒は、沖田の姿を見ると驚おどろいたように目を見開いて、そのまま走り去って行った。

　──あの子も、スタンプを押しに来たんだな。くそ、こうしちゃいられない！

　沖田がペダルを踏ふむ足に力を入れたとき、ふっと脳のう裏りに一つの疑問が走り抜ぬけた。

　──待てよ。あの子、さっき上から降りてこなかったよな？

　道の途と中ちゆうからスタートしたように見えたぞ？

　あの子が停とまっていたところに、何かあるんじゃないのか？

　沖田はぐんぐんと速度を上げて坂を登って行った。そして坂を曲がると、その先に小さな東あずま屋やが見えた。

　散歩する人が休きゆう憩けいするポイントなのだろう、石のベンチが置かれている。

　そこに近づいたとき、沖田の目に飛び込んできたのは小さな石碑だった。

　──石碑？　こんなところにもあったのか？

　次の瞬しゆん間かん沖田はピンと来た。

　──ああっ！　そうか！　わかったぞ！　こいつだ！　これが目的の石碑なんだ！　頂上まで登らなくたっていいんだ。目的地は坂の途中にあったんだ！　だから桜川女子高の連中は、城址公園に来なかったんだ！

　自転車を止めて石碑に駆かけ寄った沖田は、思わず声を上げた。

「あった！　スタンプだ！」

　石碑の後ろには、小さなスタンプがぶら下がっていた。

　──こいつだ、間ま違ちがいない！　城址公園に行って、そこでスタンプを押していたら、おそらくダメだったに違いない！　所光明の罠わなに引っかかるところだった！

　沖田は震ふるえる手で白紙の伝票にスタンプを押した。

　それは赤い文字で『よくできました』と書かれたスタンプだった。

　きれいに畳たたんでポケットに仕し舞まった沖田は、自転車に飛び乗ると一気に坂を下り始めた。




　メイン会場である中央公民館の前は人であふれていた。

　樫森高校の校章の入った旗や、桜川女子高の校章の入った旗を振ふる群衆の中を、最初に飛び込んできたのは樫森高校のチームだった。

　大だい歓かん声せいの中で自転車から岡持ちをおろした本俵は、振り向むいて沖田の姿を探した。

　──沖田が伝票を持ってこなければ、我々は中に入れない。

　この戦いは沖田の速度に掛かっている！

　遠く、商店街の向こうの方で、わああっ！　という歓声が上がった。

　みると、そこに、自転車に乗った桜川女子高の生徒たちの姿があった。

　本俵は目を凝こらした。

　──一台、二台、三台……全部で五台の自転車がいるということは……。

　いかん！　桜川女子高はすべて揃そろっているに違いない！　料理も伝票もすべて！

　伝票を取りに行っていた者が帰ってこないとすれば、我々のように一台足りないはずだ！

　あのまま桜川女子高がゴールすれば、我々は負けるかもしれない！

　本俵は右手を握にぎり締しめた。

　──急げ！　急いでくれ！　沖田！

　桜川女子高の自転車たちはぐんぐん近づいて来た。さらに歓声が高まる……そのとき。

　その桜川女子高の自転車たちの前に、脇わきの路地から飛び出した自転車があった。

「うわあ！」

「きゃああ！」

　商店街の中に悲鳴と歓声が渦うず巻まく。

　それは沖田だった。

　沖田は、競輪選手が最後の一周に差し掛かったときのように尻しりを上げ、前ぜん傾けい姿勢のまま風のように飛び込んできた。

「本俵さん！　伝票です！」

「ありがとう！」

　本俵は沖田の差しだした伝票をひったくるように受け取ると、そのまま中央公民館の玄げん関かんに飛び込んだ。

　沖田は食い入るような目で、本俵が差し出した伝票を見つめていた。

　──どうだ？　本物か？　正解か？　正解であってくれ！　これで間違いなら、俺は死んでも死に切れない！

　本俵が差し出した伝票を受け取った楢山高校の女子生徒……麻衣は、本俵を見上げて、にっこり笑って、部屋の奥を指差した。

「結構です、本俵さん、どうぞ！」

「うぉおおおおおお！　やった！　正解だ！」

　その場に座り込んだ沖田が、腹のそこから叫さけんだとき、大西たちが飛び込んできた。

「これが伝票！　ミックスフライ定食一丁、お待ち！」

　大西が投げつけた伝票を受け取ろうと、わたわたと手を泳がせる受付の麻衣に、軽い会え釈しやくをしてから、本俵は岡持ちを抱えて駆け出した。

　一方の大西も、岡持ちを揺らさないように、中のフライをひっくり返さないように、だが凄すさまじい勢いでメイン会場に飛び込んで行った。




　メイン会場に置かれたテーブルの上に、二つのミックスフライ定食が並んでいた。

　見た目に差はほとんどない。

　ひっくり返った跡もないし、きれいに盛り付けられて実に美味おいしそうに見える。

「さあ、見事に届きました。ミックスフライ定食です！　樫森高校チームと桜川女子高チームは、ほぼ同時に到とう着ちやくしました。現時点では同着ということになっています。

　あとは、判定を待つだけです！　この判定結果で、最終的に勝利するチームが決まります！」

　実じつ況きようアナウンサーは、ステージのすそで待機していた光明を呼んだ。

「さあ、最さい終しゆう審しん判ぱんは所光明君にお願いします！」

　光明はゆっくりと前に出ると、二つのミックスフライ定食を見比べて言った。

「外見的な差異は、ほとんどありません！　あれだけの距きよ離りを運んできたのに、これほどまでに崩くずれがないのは見事です。

　となれば、何を基準に判定するか。私は、その基準に温かさを置きたいと思います。揚あげ物は温かさが命です。

　たしかに冷めたコロッケもおいしいでしょうが、やはり揚げたての温かいコロッケに軍配が上がるでしょう。

　そこで、サーモグラフィーで、この料理を見比べてみようと思います。

　温かさが残っている方を最終的に勝利とします！」

　三さん脚きやくに載のせられたカメラが登場し、二つのミックスフライ定食を映した。

　その映像がメインモニターに映し出されると、会場に歓声と落らく胆たんのうめき声が満ちた。

　桜川女子高の定食のフライは、黄色からオレンジ色をしていたが、樫森高校のフライは、緑色から青色に近かった。

　光明は、ゆっくりと宣言した。

「桜川女子高のフライは、まだ充じゆう分ぶんに温かいと認めます！　この勝負は桜川女子高の勝ちとします！」

　メイン会場を揺ゆるがして、女の子たちの悲鳴にも似た歓声が沸わきあがった。

「きゃああああ！　勝ったわよ！　あそこで待った甲か斐いがあったわ！　やっぱりコロッケは揚げたてよね！」

「二千五百ポイントよ！　二千五百！　すごい差よ！」

　その中でも、ひときわ大きな声を上げていたのは、ついさっきまで全速力で走っていた、大西だった。

「読み勝った！　楢山の大魔王……所光明のルールを！　私は、読み切ったんだ！」

　そこに、会場で待っていた淵田が駆け寄る。

「大西！」

「副会長！　勝った！　私、読み勝った……！」

　その場で、ひしっと抱き合う、大西と淵田。

「よくやった！　これで桜川が、圧倒的有利だわ！」

「私、勝てた……やっと勝てた！」

「うん、よくやった、本当によくやったわ……！」

　そこから少し離れた席で。

　華之宮が真行寺を見て、勝ち誇ほこったように言った。

「これで、勝敗は決したも同然ですわね」

　真行寺はしばらく無言だったが、やがて、ゆっくりと答えた。

「午後からは、我々の力が試ためされる。仲間の努力を無にすることなく、それに応こたえることがリーダーの役目だ。午後からの勝負、楽しみにしている！」

　華之宮は、すこし見直したような目で真行寺を見た。

「取り乱すことなく、常に何をすべきかを考える、ということですか……さすがですわね。私もこの勝利に奢おごることなく、真しん剣けんにお相手させていただきますわ……」

　二人の視線の間に交かわされたものは、一種の信しん頼らい感かんにも似た、好敵手を見る視線だった。

「さあ、すべてのゲームが終わり、樫森商店街の各物件の権利者が確定しました！

　山仲鮮せん魚ぎよ店てんは、樫森高校！

　樫葉湯は、桜川女子高！

　ブティック・ライラックは、桜川女子高！

　ウサギヤは、樫森高校！

　神明神社は、桜川女子高！

　そして、メイン会場である、この中央公民館は桜川女子高！

　獲得ポイント数の合計は、桜川女子高が四千ポイント、樫森高校が二千五百ポイント、桜川女子高の圧あつ倒とう的てきな有利のまま、前半戦の終しゆう了りようです！

　しかし、午後からのモノポリーでこの優位を保てるかどうかはわかりません！

　アクシデントカードの中には、物件を失ったり、ポイントを失ったり、貧びん乏ぼう神がみがついたりと、物件地図を塗ぬり替かえるようなアクシデントが山のように存在しています！

　さあ、いよいよ目が離はなせなくなった高校対決！

　後半戦は午後一時三十分から、ご覧のチャンネルで実じつ況きよう生なま中ちゆう継けいです！」

　アナウンサーの声と共にカメラが引いて、メインスクリーンにスポンサーの名前が書かれたテロップが流れ始めた。




　高校の統とう廃はい合ごうと、三町合がつ併ぺい、そして地じ盤ばん沈ちん下かを続ける地方都市の経済活性化、というさまざまな目的の下もとに行われる、光明の考えた樫森商店街モノポリーは、いよいよその本領を発揮しようとしていた。





次巻につづく　









　あとがき




『会長の切ジヨりーカ札ー　軍師ゲームの裏を読め！』いかがでしたでしょうか？

　今回の対決は、一巻、二巻のような、全校生徒がセンサーバトンで叩たたき合ったり、非接せつ触しよくカードで鬼おにごっこをしたり、という直接対決ではなく、商店街そのものを実物大ゲームボードにしたモノポリー風のゲームで、樫森高校の生徒と桜川女子高の生徒が勝敗を競きそうことになります。

　お読みになった方は、次の巻で繰くり広げられる樫森高校の生徒会長である真行寺正之と、桜川女子高の生徒会長である華之宮姫子とのサイコロバトルを楽しみにしていただいて、そして、まだお読みになっておらず、この「あとがき」からお読みになっている方は、どんないきさつで楢山高校生徒会のメンバーが、この高校決戦に関かかわることになったのか、それをお楽しみください。

　さて、今回のお話で、華之宮姫子が、おにぎりに強いこだわりを持つ、おにぎりオタクであることが判明しました。

　実を言うと、当初の華之宮の設定には「和風の美少女で、考え方もしっかりとしており、実利的な理由でおにぎりを好む」とは書いてありますが、これほどまでのおにぎりオタクとは書いてありません。

　なぜ、華之宮がこんな風になったのか。それはＫｅＧさんに描えがいていただいた、二巻の『忍者ガールで罠をはれ！』のカバーに起因します。

　私は、あのカバーイラストの中にある、巨きよ大だいなおにぎりを持つ、ＳＤ化された二頭身キャラの華之宮の姿にヤラレてしまったのです（笑）。

　あのイラストを見たとき、そこから一気にイメージが膨ふくらみました。

　それまで、私の中にあった華之宮のイメージは、取材して、色々な話を聞かせてもらった女子高出身の方の、

「体育会系の部活動をやっていると、カワイイお弁当箱に入った弁当なんかじゃ放課後までもたない。大きなおにぎりを三つ四つ持って来ないと、とてももたない」

　という話や、

「文化祭とか、男の子が学校にやってくる日の一ヶ月ぐらい前から、みんなで髪かみ型がたとか、歩き方とかを変えて猫ねこをかぶる訓練をしている。文化祭の日の女子高は、いわば猫の着ぐるみのお披ひ露ろ目めみたいなもの」

　という内輪話によって作られた、リアルな、言い換かえてしまえば、あまり面おも白しろくない女子高生の姿でした。

　コメディというのは、キャラクターを「戯ぎ画が化か」（カリカチュア）することで成り立ちます。

　舞ぶ台たいの上で役者がコントをオーバーアクションで演じるように、価値観や性格の違ちがいを拡大して描いて見せることで、読者の笑いを誘さそうわけです。

『会長の切ジヨりーカ札ー』の物語世界の社会構造は、現実世界そのものです。クラスメイトに宇宙人がいたり、財ざい閥ばつの大だい富ふ豪ごうの娘むすめが電話一本で私設軍隊を呼び寄せたり、悪あく魔まが転校してきたり、そういったことが、あたりまえに起きる世界ではありません。

　私は、その現実世界と同じ常識を持つ物語世界の中で動き回るキャラクターは、現実と同じように常識的に動くキャラクターでなければいけない、と思い込んでいたのかもしれません。

　とにかく、華之宮姫子は、私の中で「おにぎりに人一倍こだわりを持つ、おにぎりオタクの女の子」というポジションが決まりました。

　となれば、次は取材です。

　私は、観念や想像だけで物事を書けるほど、想像力が豊かな人間ではありません。

　キャラクターが持っているものと同じものを自分の手で触さわってみないと気がすまない人間なのです。

　偶ぐう然ぜんにも「おにぎりの取材」をするのに最適なお店が、私の仕事場のある越えち後ご湯ゆ沢ざわの駅の中にありました。

　日本酒の専門店「ぽんしゅ館」にある、「うおぬま食堂　雪ゆきん洞と」という名前の食堂です。

　なぜ、この「雪ん洞」という食堂を選んだかといいますと、ここにはその名も「爆ばく弾だんおにぎり」という名前の、大きなおにぎりがメニューにあるからです。

　これは、一合のお米を炊たいて、それを丸ごとにぎって海苔のりで包んだ、大きなおにぎりです。このお店は注文すると、店員さんが、かまどで炊いたあつあつのごはんを目の前でにぎってくれるのですが、その手て際ぎわの良さは、まさに芸術的です。

　そして実は、ここにはさらに、この「爆弾おにぎり」の上を行くお米四合ぶんのごはんを一つにまとめた巨大な「大だい爆ばくおにぎり」というメニューがあります。

　直径約二十センチのおにぎりには、さまざまな具が仕込まれており、なんというか、もう、迫はく力りよく満点です。

　もし、越後湯沢にお立ち寄りになる機会がありましたら、ぜひとも、このお店で、爆弾おにぎりを注文していただきたいと思います。

　目の前でにぎられていくおにぎりを見るだけで、華之宮が、おにぎりにほれ込んだ理由の一いつ端たんがわかるかもしれません（笑）。

　小さなほうの爆弾おにぎりと、巨大な大爆おにぎりを買い求め、仕事場に戻もどって、それを食べながら、おにぎりに人並みならぬ愛情を注ぐ華之宮の顔を思い浮うかべて書いたのが、この『会長の切ジヨりーカ札ー　軍師ゲームの裏を読め！』なのです。




　さて、次巻にあたる、真行寺と華之宮のサイコロ対決は、現在進行形で書き進めております。

　三町合がつ併ぺいと統とう廃はい合ごうに揺ゆれる、この三つの高校の決戦は、いかなる展開を迎むかえるのでしょうか。ハラハラドキドキできるような物語を作り上げて、皆みなさんにお届けできるようにがんばっておりますので、次巻もお付き合いいただければ幸いです。

　最後になりましたが、私の書いたキャラクターに魂たましいを吹ふき込んでいただいたイラストレーターのＫｅＧさん、全体の構成などのアドバイスをいただいた銅あかがね大だいさん、セリフやエピソードに加筆して、キャラクターの魅み力りよくを引き出していただいた椎しい出で啓けいさん。

　ギリギリまで締しめ切きりを引き延ばしてしまって、胃に穴を空けかけた担当の上野くん。

　そしてここに名前を挙げられなかった、数多くの友人に心よりの感謝を申し上げます。





（埼玉県北部在住の零れい細さい物語製造業者）　鷹見　一幸
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